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長野市と更埴市は、東西に長く境を接し、風土をほぼ同じにする地域ですが、これは、行政

区域を超えて、共通する人々の生活の場として拓けて来た地域でもあります。最近の考古学の

研究の成果によると、遠く2000年あまり昔、この地方に稲づ〈りの文化が伝わり弥生人が生活

するようになって以来、 千曲川を挟んだ更級・埴科の地はムラが生まれ、 ともに栄えて来たと

いわれます。それだけに、両市がこの地域の古代文化の究明を同じ立場で実施することは、大

切な姿勢であると考えます。 今回、 ここに調査の結果を報告する “土口将軍塚古墳
＂

の学術調

査こそ、 その意味で評価されるべきと考えます。

長野市にあっては、昭和41年合併により、その面積が404平方粁にも及び、そこに存在する埋

蔵文化財の数は果多し〈、この保護を進めることが、文化財行政の大きな課題となっておりま

す。加えて、生活圏の拡大広域化と産業活動の発展が、 大型の地域開発行為という現象を招

き、それにより破壊される埋蔵文化財も多くなるという結果となりました。従って、これに対

応するための緊急発掘調査の件数が年々多く実施され、かろうじて記録保存の手当てをする例

が増えておりました。この中にあって、両市の境界線上の古墳を共同で学術調査を実施できた

ことに意義深いものを感じます。そもそもの契機が子供達のいたずらという問題もありました

が、 結果としてこの成果が高く評価されたことは同慶に堪えません。

長野市にあっては、古墳の学術調査は稀有のことで、特に前方後円墳の主体部を発掘調査を

することは前例のないことでした。市内には、 川柳将軍塚古墳のように、舌状に張り出した尾

根の先端などに占地されるものと、南向塚古墳のように平坦地に築造されるものの 2様式の前

方後円墳が存在しますが、それぞれの特徴は、古墳研究の重要な問題として多くの研究者の課

題となっています。これに加え、最近では、東山麓に多く点在する積石塚古墳や、これ等の群

集墳の性格について総合的に調査研究が進められています。これは、古代のこの地方と畿内の

関係を知るだけに止まらず、日本古墳文化の趨勢を計るほどの重要な問題として真剣に取り組

まれているものと理解しております。

今回の調査は、長野市•更埴市両市の関係者をもって調査会を設置し、実地の調査は団の構

成員により5年の永きにわたり実施されました。特に調査団の直接の指導は、両市の文化財の

保護に長年たずさわられ、古代史究明に数々の実績を示された米山ー政先生が当たられまし

た。この他、． 地元の関係者はもとより、中央の学会で御活躍の先生方の御参加も仰ぎ、十分な

成果を上げる幾つかの要因をつくっていただきました。御協力いただいた各位にお礼申し上げ

るとともに、この報告書が広く斯界の研究に活用されることを希望いたします。

長野市教育委員会教育長 奥し木寸 秀滋佳
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長野盆地の最南部に位置する更埴市は、弥生時代の米づくりのムラが拓かれて以来、 穏やか

な風土の中で、 人々の生活が営まれて来ました。最近の考古学研究の成果の一つとして、シナ

ノの国の誕生にも、この更埴市の地を中心に進められたかの説も多くの研究者からも聞かれる

ようになり、 ますますこの地と古代史究明の重要性を痛感するところです。

もとより、 人々の生活は、 その土地の風土に支配され、 言いかえると、私どもの祖先のこの

地での生活の発端は、 自然の中でいかに生きるかの工夫の連続であったかと考えます。特に、

この更埴市は、狭い山間いの地を縫うように曲がりくねって流れて来た千曲川が、ようやく平

坦の広野にたどりつき、 その両岸に肥沃な自然堤防をつくり出すとともに、 その背後に稲作に

は最も適した湿地帯を発達させた土地であり、古代稲作地帯を発展させる最適地でもありまし

た。その結果、 千曲川右岸の屋代遺跡群·粟佐遺跡群、 左岸に塩崎遺跡群•篠ノ井遺跡群·横

田遺跡群と、 更埴市・長野市両市にわたる大遺跡群が連なっているところであります。

更埴市にあっては、平坦地の開発行為が進み、かつての弥生時代以降近世に至るまでの住居

址をはじめ、 生活の舞台となった地域に当たる遺跡の調査は、 年々進めて来たところですが、

近年、 東側山中の採石事業にかかわる遺跡保護のため、国の補助の下に森将軍塚古墳の発掘調

査費及びこの復原事業を市をあげて実施しているところです。これも、遺跡を保存するととも

に、 古代社会を再現することにより、 古代人の生活や思想を知る手がかりとなっております。

ここに報告書として斯界に発表することになりました “土口将軍塚古墳
”

の調査につきまして

も、 更埴市と長野市の最南部をとりまく山頂に築造された、 森• 川柳・越・倉科• 土口の各将

軍塚と呼称される古墳の性格と、平坦地に発達した遺跡群との関係を究明できる足がかりとし

て位置づけた訳です。

今回の調査は、たまたま占地された山頂が長野市と更埴市にまたがる古墳であったため両市

が協力して調査団を結成し実施されましたが、古代にあってはもっと広い地域がこの地方のク

二として一つの社会を構成した証であり、 これを確認できたことも一つの成果でもありまし

この調査に当たっては、 地元の関係者の理解ある御協力を得、 さらに、 この調査のために結

成した調査団には、筑波大学、明治大学及び東京国立博物館の先生方にも参加いただくととも

に、 地元の研究者の先生や県当局の御指導も仰ぐ万全の体勢下で調査が進められ、 ここに、 そ

の結果がまとめられたものであります。関係された各位に感謝申し上げるとともに、古代文化

究明のために長野市•更埴市が直接共同で調査を実施できた実績を大切にしていきたいと考え

ます。

更埴市教育委員会教育長 笈卦暴 毎[



例 一
ロ

1 本書は、重要遺跡確認緊急調査事業として実施された長野県史跡『土口将軍塚古墳J

発掘調査報告書である。

2 調査は、長野市、更埴市の両教育委員会が土口将軍塚古墳調査会を設立し、調査団

を編成して合同で実施したものである。

3 本書の編集は、 調査団の指導を墓に、調査会事務局が担当した。

4 本書作成における調査員の分担は下記のとおりである。

遺構 佐藤信之•青木和明・千野浩

遺物 矢島宏雄• 佐藤信之• 山根洋子・中殿章子・横山かよ子・青木和明・千野浩

写真 山口明（遺物）、佐藤信之•青木和明（遺構）

5 本書の執筆分担は下記のとおりである。

調査指導委員 大塚初重(V)

調査指導委員 岩崎卓也(IV-1)

調査指導委員 森嶋 稔(IV- 2) 

調 査副団長 桐原 健(IV- 7) 

調 査主任 小林秀夫(II、III-2)

調 査 員 矢島宏雄( I-1·2、IV -3) 

調 査 員 佐藤信之(III-1 B·3 A) 

調 査 員 青木和明( I-3、III-1 ACD·3 BF、IV-5) 

調 査 員 千野 浩(III-3 CDE、IV-6) 

調 査 貝 山根洋子(IV-4) 

6 調査にかかわる資料は、長野市、 更埴市両教育委員会に保管されている。
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I 調査の概要

1 調査に至る経過

土口将軍塚古墳は、 長野市・更埴市の境界となる薬師山の尾根上に築かれた、 県内有数の規模を誇

る前方後円墳であり、 端正な墳丘形態をとどめ、埴輪の遺存状況も良く、 昭和48年 3月12日付けで『長

野県史跡jに指定されている。

昭和56年 3月26日、 古墳見学者によって古墳が荒らされていることが発見された。 盗掘によって、

古墳は北側くびれ部が大きく掘り起こされ、 また前方部裾付近には30cmほどの埴輪の抜き取り痕と思

われる穴が並び、 さらに後円部裾付近も掘り起こされており、 埴輪の小破片が散らばっていた。 古墳

北側の埴輪列のうち、 かなりの数の埴輪が持ち去られるという被害の大きなものであった。

4月21 日には、 米山一政県文化財保護審議会長、 県教育委員会、 長野市• 更埴市教育委員会による

現地調査が行なわれ、 盗掘部分の埋め戻しによる 応急処置並びに、 持ち去られた大量の埴輪の返還を

願い更埴警察署へ捜査を依頼した。 また4月28日には、 新聞紙上でも報道されたが、 今日までに盗掘

品の返還はない。 この盗掘事件は、 遺跡の保存、 史跡の管理が十分になされていないことを公にする

ものであった。

5月12日、 県教育委員会、 長野市• 更埴市教育委員会による土口将軍塚古墳保存対策会議がもたれ、

将来の保存方法策定のため、 古墳の実態を

明かにすべく確認調査が計画された。 発掘

調査は、 昭和57年度より国・県補助事業と

して、 総事業費8,000,000円で長野市 ・ 更埴

市が費用の一部を負担し、 両市教育委員会

によって実施することとなった。

市

更埴市

長野市
（松代町）

大字 字

土口 北山

岩野 笹崎

地 番 地目

722番1 山林

723番l 山林

723番2 山林

724番1 山林

724番 4 畑

2,789番1 山林

2,792番 山林

2,793番イ 山林

2,794番イ 山林

昭和57年、 補助金の内示を受け、 また土

地所有者の協力を得て、 7月 7 日長野市 ・

更埴市合同調査のため両市教育委員会、 両

市文化財保護審議会 、 両市地元代表者から

なる 「土口将軍塚古墳調査会」を設立した。

さらに米山ー政氏を団長とする調査団を編 表l 土口将軍塚古墳長野県史跡指定地一 覧

成し、8月7 日から調査を開始した。（矢島宏雄）

年 度 事 業 費 事 業内容（期間）

昭和57年度 2, 0 0 0千円 地形測量、 第1次調森(8. 7-12) 

地積m'

1,983 

1,666 

492 

1,613 

158 

8,257 

7,636 

3,180 

3,821 

昭和58年度 2, 0 0 0千円 第2次調査(7. 26-8. 19)予備調査(3 . 24-27) 

昭和59年度 1, 0 0 0千円 第3次調査(7. 25-8. 18) 

昭和60年度 1 ,  3 5 0千円 第4次調査(9. 9-30) 

昭和6 1年度 2, 7 0 0千円 補足調査(9. 8-10)整理、 報告書作成

表2 事業年度一院
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2 調査会・ 調査団の構成

調査会 昭和57年度 昭和58年度 昭和59年度 昭和60年度 昭和61年度

会 長 長野市教育委員会教育長

副会長 更埴市教育委員会教育長

中村博二 中村博二 中村博二 奥村秀雄 奥村秀雄

和田 基 和田 墓 和田 基 和田 基 和田 基

委 員 長野市文化財保護審議会長

更埴市文化財保護審議会長

長野市文化財保護審議会委員

更埴市文化財保護審議会委員

長野市松代町岩野区長

更埴市土口区長

監 事 長野市教育委員会庶務（総務）課長

更埴市教育委員会教育次長

事務局長 長野市教育委員会社会教育課長

事務局員 更埴市教育委員会社会教育課長

長野市教育委員会社会教育課長補佐

更埴市教育委員会社会教育課係長

長野市教育委員会社会教育課主査

長野市立博物館博物館主事

米山ー政 米山ー政

児玉太郎 児玉太郎

桐原 健 桐原 健

森嶋 稔 森嶋 稔

宮尾袈裟美 塚田 厚

飯島靖利

田中穂積

小林良平

関口 仁

大田穂拉

酒井元勝

関口 仁

小林良平

戸津幸雄

飯島 忠

吉池弘忠 吉池弘忠

大井利雄 大井利雄

根津伸夫 早川 理

青木和明 青木和明

矢島宏雄 矢島宏雄

米山ー政

児玉太郎

桐原 健

森嶋 稔

塚田 厚

岡川啓雄

丸山義仁

小林良平

戸津幸雄

飯島 忠

吉池弘忠

渡辺好和

早川 理

青木和明

矢島宏雄

米山ー政

児玉太郎

桐原 健

森嶋 稔

窪田 広

小出喜年

高野 覚

小林良平

戸津幸雄

飯島 忠

吉池弘忠

渡辺好和

山崎博三

青木和明

矢島宏雄

安藤 敏

米山 ー政

相沢正幸

桐原 健

森嶋 稔

窪田 広

柳町和夫

高野 覚

宮下袈裟良

吉見 敏

武井豊茂

吉池弘忠

山崎文夫

山崎博三

青木和明

矢島宏雄更埴市教育委員会社会教育課主事

更埴市教育委員会社会教育課主事 佐藤信之 佐藤信之 佐藤信之

調査団

指導委員 大塚初重（明治大学教授）

岩崎卓也（筑波大学教授）

森嶋 稔（上山田町立上山田小学校教諭）

調査団長 米山ー政（長野県文化財保護審議会長）

副団 長 桐原 健（長野県史刊行会専門主事・長野県立松本筑摩高校教諭）

調査主任 小林秀夫（長野市立桜ケ丘中学校教諭•長野県教育委員会指導主事）

調 査員 矢口忠良・山口 明 • 青木和明 ・ 千野 浩（長野市立博物館）

矢島宏雄•佐藤信之• 山根洋子（更埴市教育委員会社会教育課）

竹内 稔（長野市立寺尾小学校教諭• 長野県埋蔵文化財センタ ー 調査研究員）

市村勝己（長野県埋蔵文化財センタ ー 調査研究員）

中殿章子 ・ 横山かよ子・ 田中寿賀子・ 山口綾子（長野市遺跡調査会）

補助貝 田中正治郎• 森山嘉亮・土屋浩• 山崎敬ニ ・ 出河裕典・古岩井久仁 • 高橋啓三•橋詰文彦

（信州大学学生） 宮下愛彦•前島卓（立正大学学生） 前角和男（奈良大学学生）
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富 田 与 （筑波大学学生） 義家和彦 （早稲 田 大学学生） 長谷部淳 （京都大学学生）

原 田 和 彦 • 松野千枝子 （国学院大学学生） 鶴 田 典昭 （ 明 治 大学学生）

作 業 員 青木美知子 青木森夫 青柳岩男 畔上勉 新井太郎 荒井勝彦 安藤忠重 安藤光紀

飯 島毅 飯 島 哲也 飯 島 満 伊能政雄 岩佐久子 牛 沢一子 臼井友ー 小笠原広孝

北村裕二 北村力 北村忠文 北村和 夫 北村浩治 久保操 久保啓子 窪 田 浩三

窪田 良 男 久保田 博之 倉嶋千智 後藤彰ー 小林昌 子 小林芳 白 小林俊政 駒村武彦

坂 口 清子 坂 口 城子

住沢一也 高野 貞 子

寺 島康文 中村邦光

真 島 広 己 真島光夫

山 崎忠良 横 川 正 人

佐藤袈裟男 塩入博之 柴 田 俊 島 田 学 清水光 霜 田 正顕

田 沢勝彦 田 中 富子 塚 田 薫 塚田真一 塚 田 厚 塚田光美

贄 田 明 林正一 半 田 可生 平 尾佳代 平林昇 平林一男

松本秋夫 水品紫乃 宮沢直樹 村 田 健一 村本光哉 山 岸文久

吉村幸雄

協 力 者 青木平和 （離山神社宮司）

安藤忠重 北村力 久保 田 貞 雄 塚 田 薫 林正一 真 島 芳定 松崎要 吉村幸 男 （地権者）

松浦宥一郎 森田 久男 松 尾 昌 彦 木下亘 三木弘 増 田 玲子 岡林孝作 武蔵美和 （調

査協 力 者）

長野 県史刊行会 森将軍塚古墳発掘調査団 明 治大学大室古墳群調査団

更埴市土 口 区 長野市松代町岩野区
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3 調 査 の 経過

当 初 、 2 年計画 を 予定 し て い た 土 口 将軍塚古墳の調査は 、 昭和57年度 に 着手 さ れ る 運びと な っ た が、

予算等諸般の事情か ら 、 昭和61年度 ま での 5 年次に わ た り 調査が継続 さ れ る こ と と な っ た 。 現地 に お

け る 発掘等の作業 日 数は 、 延74 日 間 に 及び、 調査面積 は 、 墳丘 と その周 辺700m' に達 し て い る 。 ま た 、

調査の開始か ら 報告書の作成 に 至 る ま でに 、 度重ねて調査団会議が開 催 さ れ、 その都度調査の方針か

検討 さ れて き た 。 5 年 間の長期 に わ た っ た 調査 も 、 こ の調査団 内部 での確認事項 を も と に 実施 さ れ て

き た も ので あ る 。

調査の方法は 、 保存 を 前提 と し た 調査の性格か ら 、 現状変 更 を 最小限に と ど め る と い う 点 に 留 意 し

な が ら 、 墳丘規模、 構造の確認 と その遺存状況の把握 を 目標 と し 、 z m幅の試掘坑に よ る 発掘 を 基本

と し て 、 必要 に 応 じ て拡張調査区 を設定す る こ と と し た 。 掘 削 は 、 墳丘 を 構成す る 攪乱の認め ら れ な

い 盛土面 ま で と し た が、 葺石や埴翰の一部が地表 に 露出 し た 状態 に あ る 本古墳に お い て は 、 結果的に

は 表土層 を 除去す る 程度 で掘削が完 了 し た部分がほ と ん ど で あ っ た 。 各年次に お け る 調査範囲 は 図 に

示 し た と お り で あ り 、 以下年次 を 追 っ て そ の経過 を 報告す る 。

第 1 次調査 （昭和57年 8 月 7 日 - 12 日 ）

初年度 に 当 た る 昭和57年度の事業内 容は 、 地形測 量が中心 と な っ た 。 土 口 将軍塚古墳の測量は 、 過

去 に 東京教育大学に よ り 実施 さ れ た 経緯があ る も のの、 事業の開始に 当 た り 、 国土座標 を 組み 込 ん だ

地形測 量 図 を 新規 に 作成 す る こ と と し 、 墳丘 を 中 心 と し て 長野県 史跡指定地 内 l . lha に つ い て 、 縮尺

1 : 1 00 、 等高線0 . 5 m に よ り 実施 さ れ た 。 ま た 、 墳丘主軸上に 基準点 を設置す る こ と と し 、 前方部墳頂

と 尾根上部 と に 2 点の基準点 が新設さ れ た 。 こ の 2 点 を も と に 、 5 m方眼 に よ る 任意座標 を 組み 、 そ

れ に 沿 っ て 発掘調査区の設定が行 な わ れ る こ と と な っ た 。

第 1 次調査 は 、 次年度 よ り 本格的 に 実施 が予定 さ れ る 後円部の調査 に 備 え て 、 墳頂か ら南墳丘 に か

け て 試掘坑 （後円部南 ト レ ン チ ） を設定 し た も ので、 測量現地作業の終 了 を 待 っ て 8 月 7 日 よ り 着手 さ

れ た 。 盗掘の痕跡が生々 し く 残 る 後円部墳頂 に お い て は墓壊の縁辺部 が確認 さ れ る と と も に 、 盗掘の

際 に 掻 き 出 さ れ た と 思 わ れ る ガ ラ ス 小玉 も 検出 さ れ、 ま た 、 南墳丘 に お い て は 、 葺石の存在 も 明 ら か

と な っ た 。 短期 間 な が ら 、 本古墳に お け る 初めての発掘調査 と い う こ と も あ り 、 な に か と 戸 惑 う 場面

も あ っ た が、 予備調査 と し ての目標 は 達せ ら れ、 8 月 12 日 に埋め戻 し を も っ て 調査 を 終 了 し た 。

第 2 次調査 （昭和58年 7 月 26 日 - 8 月 19 日 ）

土口 将軍塚古墳に お け る 埋葬施設の位置 は 、 盗掘坑の存在 よ り 、 後円部墳頂 に 予 想 さ れ る も のであ

っ た 。 し か し 、 大規模に 及ぶ盗掘坑に お い て 、 石室構築材の露出 等が見 ら れず 、 その構造 に つ い て は

従来不明 と さ れ て き た 。

第 2 次調査 は 、 こ の後円部墳頂の盗掘坑周 辺 に つ い て 発掘調査 し 、 埋葬施設の存在 を 確認 す る こ と

を目的 と し 、 7 月 26 日 よ り 着手 さ れ た 。

調査は先ず、 盗掘坑周辺の盗掘 に よ り 排出 さ れ た と 思 わ れ る 土砂の高 ま り を 除去 し 、 順次盗掘坑内

を 掘 り 下 げ る 作業へ と 移行す る も の と し た 。 盗掘坑の周縁部 に お い て は 、 埴輪破片 に 混 じ っ て 土師器
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破片が集 中 し て検出 さ れ、 南側に は 表土直下 に 角礫 を 多 量 に 包含 し た 盛土層 が存在す る こ と が確認 さ

れた。 こ の点か ら 、 埋葬施設は ほ ぼ盗掘坑 内 に 包括 さ れて い る と 予測 さ れ た が、 盗掘 に よ る 破壊 は 予

想以上に進行 し て お り 、 埋葬施設の手掛か り を 得 ら れぬ ま ま 1 週間以上 を 経過す る に 至 り 、 埋葬施設

全壊 と い う 最悪の事態 も 想定せ ざ る を え な い状況 と な っ た 。 盗掘の範囲 だ け で も 把握すべ 〈 、 さ ら に

掘 削 を 続 け た と こ ろ 、 よ う や く 8 月 5 日 に 、 盗掘坑の北西部 に お い て 石室の壁最下段 を 示す 石列 を 検

出 し 得 た 。 さ ら に 7 日 に は 、 既 に 遺存部分の外形 を 把握 し た 石室 （北石室） に並列 し て 、 南側に も う 一

つの石室 （南石室） の存在 を 確認す る こ と ができ た 。 ま た 石室床面 か ら 、 鉄鏃等の遺物 も 出 土 し 、 一時

は 盗掘 に よ る 徹底的 な破壊 を 想定す る に 及 ん だ埋葬施設の調査 も 、 予想外の成果 を 納め る こ と と な っ,, ‘一 O

検出 さ れ た 石室は 、 実測の後土嚢 を 用 い て 保護 し 、 盗掘坑の窪み を 完全 に 修復 さ せ る た め に墳丘外

か ら も 土砂 を 搬 入 し な が ら 埋め戻 し を 行 な い 、 19 日 に 調査 を 終 了 し た 。

第 3 次調査 （昭和59年 7 月 25 日 - 8 月 18 日 ）

前方部の調査 を 主体 と す る 第 3 次調査に 先立 っ て 、 3 月 24 日 か ら 27 日 に わ た り 、 前方部の主軸上に

試掘坑 （前方部東 ト レ ン チ ） を設定 し 、 予備調査 を 実施 し た 。 前方部前面部 に お い て は 良好な状態で葺

石の遺存が認め ら れ る と と も に 、 頂部 に お い て は埴輪破片の集 中 出 土 を確認 し 、 本調査への足掛 り が

得 ら れ た 。

第 3 次調査は 、 予備調査での所見 を も と に 、 前方部頂部の全域 と 南北の コ ー ナ 一部分 を 拡張調査区

と し 、 さ ら に 後円部主軸上の西側墳丘 に も 試掘坑 （後円部西 ト レ ン チ ） を設定 し た 。

調査は 7 月 25 日 の調査区設定 を も っ て 開 始 さ れ、 28 日 よ り 前方部南隅調査区の掘削 に 入 っ た 。 中段

テ ラ ス に お い て は 、 上部腐葉土 を 除去す る と 同 時 に埴輪列 が検出 さ れ、 葺石の遺存 も 良好で あ る な ど 、

思いのほか作業が順調に 進行 し 、 8 月 2 日 に は北隅調査区掘削へ移行 し 、 さ ら に 翌 日 に は後円部西ト

レンチの掘削 を 開始 し た 。 北隅に お い て は 葺石の遺存状況が悪 か っ た も のの、 トレンチ内 に お い て は

埴輪列 と 共 に 良好に確認 さ れ、 作業の主力 は 、 検出 さ れ た 葺石 と 埴輪列の記録 に 向 け ら れ る こ と と な

っ た 。 その合間 に 、 7 日 か ら 墳頂部表土 を 全域 に わ た り 除去す る 作業 に 入 っ た が、 予備調査で確認 さ

れた埴輪破片の集 中 出 土が、 埴綸列 と は 直接結びつ か な い こ と が判 明 し 、 期待 さ れ た埋葬施設の痕跡

も 認め ら れ な か っ た 。 た だ し 、 北側の墳丘肩部か ら 、 原位置 を 保つ と 考 え ら れ る 円 筒埴輪基部が 2 か

所に お い て検出 さ れ、 埴輪列の一部 と し て 把握 さ れ た 。

予定 さ れ た 調査範囲 での発掘 と 検出 さ れ た 遺構の記録作業 は 8 月 12 日 に 完 了 し 、 17 · 18 日 の両 日 に

埋め戻 し 作業 を 実施 し て 調査は終了 し た 。 な お 、 埴輪列の位置 を保存す る た め に 、 埴輪の取 り 上げ後

に埴輸 と ほ ぼ同大の塩 ビ 管 を 埋設し埋め戻 し を 行な っ た 。

第 4 次調査 （昭和60年 9 月 9 日 - 9 月 30 日 ）

本年次 を も っ て 、 残 さ れた 予定範囲 での調査 を 全 て 完 了 す る も の と し 、 く びれ部両側に 拡張調査区

を 、 後円部北側墳丘 に 試掘坑 （後円部北 ト レ ン チ） を設定 し た 。

調査は 9 月 9 日 の調査区設定 を も っ て 開 始 さ れ、 同 日 よ り く びれ部南側の掘削 に 入 っ た 。 葺石の遺

存状態 は 良好であ り 、 13 日 に は 中段テ ラ ス埴輪列の存在 も 明 か に な っ た 。 埴輪列 は 墓部のみ を 残す も

のであ っ た が、 周辺か ら の埴輪破片の出土が多 く 認め ら れた 。 13 日 か ら は く ぴれ部北側の掘削へ と 移

- 5 -



行 し 、 併せて く ぴれ部南側の実測 を 開始 し た 。 ＜ ぴれ部北側の葺石 も 、 遺存状態 は 良好であ っ た も の

の、 中 段 テ ラ ス は 盗掘 に よ り 攪乱 さ れ て お り 、 埴綸列の遺存は確認 さ れ な か っ た 。 た だ し 、 くびれ部

の墳頂肩部に お い て 、 埴輪列の一部が検 出 さ れ、 墳頂部 に お け る 同 列の確実 な位置 が把握 さ れ る こ と

と な っ た 。 19 日 か ら は 、 後円部北トレンチ掘削 に 入 っ た が、 墳丘 と 葺石の崩 落が進行 し て お り 葺石の

一部 を 検出 す る に 留 ま っ た 。 検出 さ れ た 葺石 と 埴輪列の実測は26 日 ま で続 け ら れ、 葺石の立面 を 写真

実測す る た めの撮影 も 実施 さ れた 。 28 日 に は埴輪列 を 取 り 上げ、 記録作業 も 完了 す る と こ ろ と な り 、

30 日 の埋め戻 し を も っ て 全ての現地作業 を 終 了 し た 。

最終年度の61年 9 月 8 日 - 10 日 に は 、 補足調査 と し て 、 後円部墳頂の周縁の表土 を 除去 し 、 埴綸列

の遺存 を 確認す る 調査 を 実施 し た 。 前方部墳頂埴輪列が検出 さ れ て い る た め 、 当 然後円部墳頂 に も そ

の存在が予想 さ れ る も ので あ っ た が、 結 果 は 未検出 に 終 っ た 。

以上 を も っ て 、 土 口 将軍塚古墳に お け る 予定 さ れ た 発掘範囲 での調査が完了 し 、 目標 と し た 情報 と

資料 を は ぽ収集す る に 至 り 、 5 年 間 に わ た る 調査成果 を 整理検討 し 、 報告書 と し て 刊行す る 運ぴ と な

っ た 。 （青木和 明）

lJ D 

゜

図 1 調 査 区配置図 ( I : 600 ) 
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II 古墳の位置 と 環境

長野県の北部、 千 曲 川 と 犀 川 に よ っ て形成 さ れ た 盆地、 善光寺平 が あ る 。 こ の盆地 に 流れ込む千曲

川 ・ 犀川の両河川 な ら びに こ れ に 流入す る 小河 川 に よ っ て 開 析 さ れた 小盆地が発達 し て い る 。 そ し て

盆地の 中 央 を 千 曲 川 が北流 し 、 屈 曲点 に は 良好 な 自 然堤防が形成 さ れ、 弥生時代か ら 平安時代 に か け

ての大集落が発達 し た 。

土 口 将軍塚古墳が立地す る 薬師 山 は 、 長野市松代町岩野 と 更埴市雨 宮 土 口 と の境界線上に あ り 、 千

曲 川 の右岸妻女 山 か ら 千曲 川 に そ っ て 突 出 す る 長い 尾根の端部近 く 、 標 高450m地点 に 立地す る 。 沖

積面 と は約 lOOmの比高差があ り 、 善光寺平 を 一望 でき る 地で あ る 。

本古墳の分布す る 薬師 山 一帯 は 、 古 く か ら 古墳の存在が知 ら れ て い る が、 果樹園の造成等 で その存

在が 明 ら か で な く な っ た 古墳 も 多 い よ う で あ る 。

土 口 将軍塚古墳の東500m 、 同 尾根上の土 口 北山 竜眼平東古墳 （妻女 山 古墳） は 、 米 山 ー政氏に よ る

と 、 径25 . 6m 、 高 さ 5 mの円墳で、 盗掘穴か ら の観察に よ る と 、 竪穴式石室 を 内部主体 と す る よ う で

あ る 。 ま た 一段下の尾根 に は 、 直径 6 - 7 m 、 高 さ 2 m 弱の円墳が 7 基、 尾根の下の古大穴神社境内

に 円墳 4 基等の円墳が散在す る 。 こ の よ う に 土 口 将軍塚古墳 を 中 心 に 、 20m級の円墳、 小円墳群 を 伴

う 古墳群が形成 さ れて い る 。 古墳の形成過程、 歴 史的意義等、 今後の検討が ま た れ る と こ ろ であ る 。

善光寺平の古墳、 特に 4 - 5 世紀代の古墳は 、 山 頂部 に 立地す る のが通例で あ る 。 千 曲 ） I I の右岸地

区 に お い て は 、 森、 倉科、 有 明 山の各将軍塚古墳の前方後円墳、 松代地区の舞鶴山 2 号墳、 大室18号

墳 も 同様で あ り 、 直径20m以上の円墳、 例 え ば森 2 号墳、 舞鶴山 1 号墳があ る 。 こ の こ と は 対岸の千

曲 川 左岸地区で も 同 じ 傾向 に あ る 。

以前か ら 善光寺平南縁の地区 で は 、 土 口 将軍塚古墳の編年的位置 は 、 森 一 倉科 一 土 ロ ー 有明 山の各

将軍塚古墳 と 変遷す る と 考 え ら れ、 5世紀後半の時期が与 え ら れ て き た 。 善光寺平 に 限 っ て 、 5 世紀

後半代 と 推定 さ れ る 古墳 を 見 る と 、 北は 中野市周辺の林畦 l 号墳 （円墳 ・ 合掌形石室） 、 須坂市鎧塚 2 号

墳 （円墳 ・ f責石塚古墳） 、 松代地区舞鶴山 2 号墳 （前方後円墳 • 竪穴式石室） 、 千 曲 川 左岸の越将軍塚古墳

（円墳 ・ 竪穴式石室） 、 長野市地附山 古墳群 （円墳 ・ 合掌形石室） があ り 、 大室古墳群 に も 資料が増加 し つ

つ あ る 。

こ の よ う に 、 土 口 将軍塚古墳が築造 さ れ た と 推定 さ れ る 5 世紀後半 は 、 善光寺平全域に 古墳が波及

す る 時期 に あ た り 、 かつ積石塚古墳や、 合掌形石室 と い う 特 異 な 内部主体が発生 し 、 森将軍塚古 墳 を

中心 と す る 首長の系譜 と は 別の古墳文化の発達の時期 に も あ た る 。 土 口 将軍塚古墳の持つ歴史的 な位

置 は 、 多 くの問題 を かか え て い る も の と 思 わ れ る 。 （小林秀夫）
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l 、 土 口 将軍塚古墳

4 、 有 明 山 将 軍塚古墳

7 、 川 柳将軍塚古墳

図 2 古墳周辺 の環境 ( 1 : 50 . 000) 

2 、 倉科将軍塚古墳

5 、 越将軍塚古墳

8 、 姫塚古墳
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3 、 森将軍塚古墳

6 、 中郷神社古墳

4 km 





A 後円部の調査

III 調 査

1 墳丘の調査

後円部 に お い て は 、 墳頂 を 中 心 と し て 、 主軸上の西側墳丘 （後円部西 ト レ ン チ） と 、 主 軸 に 直行す る

南側墳丘 （後円部南 ト レ ン チ） 、 北側墳丘 （後円部北 ト レ ン チ） に 試掘坑 を設定 し た 。 こ の他 、 補足的に 、

主体部の位置 す る 墳頂部周 縁 に つ い て も 、 埴輪列確認の た めの調査 を 実施 し た 。

( 1 ) 後円部西 ト レ ン チ （図 4 · 5 )

後円部西側墳丘の範囲 を 確定 さ せ る た め に設定 し た も ので、 RSN - Aline に 沿 っ て 、 幅 1 m墳頂 A 4

杭 + 50cm よ り 、 墳裾 A 8 杭 + 50cm ま での全長zomの ト レ ンチで あ る 。

尾根先端部 に 向 か う 位置 に あ る た め 、 比高差が大き く 、 墳頂付近の崩落が著 し い が、 中段テ ラ ス 及

ぴ、 下段丘裾部 な ど は 、 比較的良好な遺存状況が認 め ら れ、 発掘 に よ り 上段丘、 下段丘の葺石 と 、 中

段 テ ラ ス の埴輪列が検出 さ れ た 。

上段丘葺石 は 、 中段 テ ラ ス よ り 、 幅5 . 3m 高 さ 2 . 5m に わ た り 遺存 し て い る が、 その配列状況は 乱れ

て お り 、 全て が構築時原位置 を保つ も ので あ る と は 考 え ら れず 、 中段テ ラ ス か ら の転落に よ る も の を

考慮す る 必要があ る 。 葺石の配列 か ら は 、 上段丘裾部 を 把握す る こ と は でき な い が、 A 6 杭 を 境 と し

て32·の傾斜が18゜へ と 変換 し て い る 点 よ り 、 同杭付近 に 上段丘の裾部 を設定す る こ と が可能 と な る 。 同

地点 よ り 西側の葺石 に 関 し て は 、 中段テ ラ ス に 転落 し た も のの堆積 に よ る 可能性が高 い も の と い え よ

つ 。

下段丘は 、 裾部 よ り 長 さ 1 m 、 高 さ 0 . 5m に わ た り 葺石 が遺存 し て い る 。 葺石 は 、 幅30cm前後の比較

的大き な 石材 を 配列 し て 整然 と し た 裾部が形成 さ れ、 そ の上部 に 貼 り 石状 に 小振 り の石材 を 葺上げて

い る 。 墳丘裾部の位置 は 明瞭 に 判 断 さ れ る と こ ろ であ り 、 A 7 + 3 . l mの地点 を 裾 と し て設定でき る 。

上部の墳丘は 、 崩 落 が著 し く 、 葺石の遺存 は 認め ら れ な い。 裾部葺石際に は 岩盤の露出が確認 さ れ る

た め 、 下段丘の形成 に 当 っ て は 、 旧 尾根 を 削平 し て 基 層 と な る 岩盤面 に お い て レ ベル を 揃 え た 後、 盛

土 を 行 な っ て い る 状況が う か が え る 。 下段丘の傾斜は 33゜ を 測 り 、 上段丘の そ れ と 一致 し た数値 を 示す

が、 A 7 杭付近に お い て 20゜ に傾斜が変換す る た め、 同杭付近 に 中段 テ ラ ス と の境界線が求め ら れ る と

考え ら れ る 。

中段テ ラ ス は 、 傾斜20゜前後の平坦面 に よ り 形成 さ れ、 先述 し た 下段丘 と の境界 と 上段丘裾部の推定

か ら 、 5 m 弱の幅 を 推定す る こ と ができ る 。 他の調査地点で、 テ ラ ス幅が1 . 5m 以 内 であ る こ と と 比較

す れば、 非 常 に 大 き な 数値 を 示す と い え よ う 。 こ の点 か ら 、 後円部西側に お け る テ ラ ス は 、 広 い 幅 を

も っ て 形成 さ れて い る と 推定 さ れ、 注意 を 要す る 点で あ る 。 テ ラ ス部のはぽ中央に は埴輪列 が確認 さ

れ、 3 個体の円筒埴輪墓部が検出 さ れて い る 。 表土直下 に埋没 し 、 い ず れ も 底部 よ り 10cm程度が遺存

し て い る の み で あ る 。 南側の 2 個体 は ほ ぼ接 し た 形 で樹立 さ れ、 1 . 3m 間 隔 を お い て北側に も う 1 個体

が配置 さ れて い る が、 掘 り 方 あ る い は 抜き取 り 痕跡が確認でき な か っ た た め 、 樹立 当 時の配列状況 を
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図 5 後円部西 ト レ ン チ埴給列 ( 1 : 30) 

把握す る に は 至 っ て い な い。

本トレンチに お い て 把握 さ れ る 現存の墳丘構造 は 、 次の よ う に ま と め ら れ る 。 下段丘高 さ 2 . 2m、 中

段 テ ラ ス 幅4 . 5m 、 上段丘高 さ 4 . 6 m (墳頂標 高 を 453 . 6m と し た 場合） 。 山 丘尾根上 を 若干削平 し て 、地山の

礫 を 混入 し な が ら 盛土 し て 構築 さ れ、 中段テ ラ ス に埴輪列 を 配置 し 、 上 ・ 下段 と も 葺石 を 有す る 。 下

段丘裾部の標高 は 445 . 5m、 中段テ ラ ス は448 -449m を 測 る が、 埴輪列の基底 が448 . 3m で あ る こ と か

ら 、 中段 テ ラ スの標高 は448 . 5m を 基準 と し て 考 え て よ い だ ろ う 。 中段テ ラ ス がほ ぼ水平 に設定 さ れて

い た と 仮定す る な ら ば、 墳丘高 さ の復元値 は 、 下段丘3 · 0m 上段丘5 . lm と な る 。

( 2 ) 後円部南 ト レ ン チ （図 6 )

後円部南側墳丘の範囲 を 確定 さ せ る た め に設定 し た も ので、 RS - 3 !ineに 沿 っ て 、 1 m幅 で墳頂 よ

り RS - Eline + 3 m ま での全長23mのト レ ンチで あ り 、 墳頂部分は 主体部確認ト レ ンチを 兼 ね て い る 。

現状 に お い て は 、 中段 テ ラ ス と 下段丘裾部 と に 、 僅か な段差が認め ら れ る 程度であ っ た が、 発掘 に

よ り 上段丘の葺石 と 、 岩盤削 り 出 し に よ り 形成 さ れ た 下段丘裾部 が検出 さ れ た 。

上段丘では 、 中段 テ ラ ス よ り 長 さ 3 m、 高 さ 1 . 7m に わ た り 葺石が検出 さ れて い る 。 上部 は ど 崩壊が

著 し い が、 裾部の遺存状況は 比較的良好で あ り 、 上段丘裾部 を RS - Cline + 4 . 0mの地点 に設定でき

る 。 葺石上部 に 存在 す る も う 一つの段差は、 崩落 に よ る も ので あ り 、 直接墳丘構造 に か か わ る も ので

は な い 。 同部分 を 修正 し て傾斜 を 測定 し た 場合、 25゜の値が求め ら れ る 。

下段丘 に は葺石は 存在せず、 全て 崩 落 し て い る も の と 判 断 さ れ る 。 た だ し 、 構築の際 に 基層 で あ る

岩盤 を 削 り 出 し て い る た め 、 裾部 は 明 確 に 把握 さ れ、 RS - Dline + 4 . 9m地点 に設定す る こ と が でき

る 。 岩盤 を 基盤 と し て盛土力屯位 さ れ て い る が、 盛土中 に は 岩盤 に 由来す る 角礫が多量 に 含 ま れて お り 、

特 に 中段 テ ラ ス 付近 で は ほ と ん ど 角 礫 を も っ て 盛土 さ れて い る と い っ て も よ い 。 下段丘の傾斜 は 、 34·

を 呈す る 。

中段テ ラ ス部 は 、 盛土の一部であ る 角礫層 ま で掘 り 下げた が、 埴輪列 を 検 出 す る に は 至 っ て い な い 。

築造時の外観 を 考慮 す れば、 角礫上部 を 覆 う 盛土を 想定すべ き で あ ろ う 。

本ト レ ンチに お い て 把握 さ れ る 現存の墳丘構造 は 、 次の よ う に ま と め ら れ る 。 下段丘高 さ 2 . 8m 、 中

段 テ ラ ス 幅1 . 3m 、 上段丘高 さ 4 . 7m 、 下段丘裾部は 岩盤削 り 出 し に よ り 成形 し 、 中段 テ ラ ス ま で地山

の角礫 を 主体 と し た 盛土に よ り 構築 さ れ る 。 葺石 は 上段丘のみ に 遺 存す る 。 標高 は 、 下段丘裾部で445 . 9

m、 上段丘裾部で448 . Sm を 測 る 。
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( 3 ) 後円部北 ト レ ン チ （図 7 )

後円部北側の墳丘範囲 を 確 定 さ せ る た め に設定 さ れた も ので、 RN - 3 lineに 沿 っ て 、 1 m幅で墳頂

RN - B  3 杭 よ り 、 墳麓RN - E 3 + 3 . 6m ま での全長18 . 6mのトレンチであ る 。

現状 に お い て は 、 中段 テ ラ ス と 下段丘裾部 と に 、 僅か な段差が認め ら れ る 程度であ っ た が、 発掘 に

よ り 上段丘及 ぴ下段丘裾部 に 葺石の遺存 を確認 し た 。

上段丘で は 、 中段 テ ラ ス よ り 長 さ 2 m、 高 さ l m に わ た り 葺石が確認 さ れて い る 。 全般 に 遺存状況

が悪 く 、 裾部 を 画す る 配列 も 明確では な い た め 、 崩 落 に よ る 堆積 を 考慮せ ざ る を え な い 。 現存す る 中

段テ ラ ス の傾斜 を 22゜ に設定 し た 場合、 RN - C 3 + 4 . 4m地点 に お い て 35゜の傾斜 に よ り 上段丘へ と 移

行す る た め 、 同地点付近 を 裾 と し て 把握 し て お き た い。

下段丘は 、 裾部 よ り 長 さ 1 m 、 高 さ 0 . 8m に わ た り 葺石が検出 さ れ て い る 。 や は り 遺存状況が悪 く 、

ま ば ら な配置 を 示すが、 裾部の配列 を 僅 か に 残 す も の で あ り 、 RN - E 3 杭付近 に そ れ を設定でき る 。

墳丘は 上部の中段テ ラ ス 際の崩落が著 し い も のの、 30゜の傾斜が測 定 さ れ る 。

中段テ ラ ス は 、 肩部の崩 落が著 し 〈 、 埴輪列の痕跡 も 確認す る に 至 っ て い な い。

本トレンチに お い て 把握 さ れ る 現存の墳丘構造 は 、 次の よ う に ま と め ら れ よ う 。 下段丘高 さ 3 . 0m

中段テ ラ ス幅1 . 4m 上段丘高 さ 5 . lm 、 上段丘、 下段丘 と も に 葺石が遺存す る 。 構築 に 際 し ての裾部

削 り 出 し は 、 基 層 と な る 岩盤 に達 し て お ら ず 、 墳丘は 全 て 盛土 に よ り 構成 さ れ て い る も の と 思 わ れ る 。

標 高 は 、 下段丘裾部で446 . 0m 、 上段丘裾部で448 . 5m を 測 る 。

( 4 ) 墳頂部

後円部墳頂の現状は 、 盗掘 に よ り 中 央部 が長 さ S m ほ ど窪み、 その周縁が盗掘時の排土 に よ る と 思

わ れ る 若干の盛 り 上が り を 呈す る も ので あ っ た 。

埋葬主体部の調査の際 に は 、 墓壊の周縁、 特に南側と 西側か ら 多 量の土師器破 片 が出 土 し て い る 。

表土直下 に位置 し 、 盗掘排土に よ る 二次堆積の可能性 も 考 え ら れ た が、 当 初 か ら 墓壊の上面 よ り 周縁

に か けて位置 し て い た も の と 判 断 さ れ、 埋葬後の墳頂部での祭祀 に 関連す る 遺物 と し て 取 り 扱 う も の

と す る 。

こ れ に 伴 い埴輪破片 も 出 土 し て お り 、 墳頂部 に埴輪列 が存在 し て い た 可能性が考 え ら れた た め 、 そ

の配列の確認の た め に墓壊周 縁部 に つ い て 表土 を 掘 り 下 げ る 確認調査 を 実施 し た 。 埴輪片の 出 土 は あ

っ た も のの、 そ の配列 を 示す痕跡 を 把握す る に は 至 っ て い な い 。 た だ し 、 墳頂部 に お け る 埴綸破片の

出 土事実 を 重視 す れ ば、 埴輪列 存在の可能性は 否定 さ れ る も のでは な い。 （青木和明 ）
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B く びれ部の調査

＜ ぴれ部 に お い て は 、 南北 く びれ部の形状、 前方部墳頂 か ら 後円部前面への変化、 埴輪列の確認を

中 心 に 、 3 箇所の調査区 を設定 し 実施 し た 。

( 1 ) 南側 く びれ部 （図 8 - 10) 

南側く びれ部 を 中 心 に 、 東西IOm 、 南北15mの範囲 に わ た り 調査 を 実施 し 、 顕著な二段築成 を 検出

し た 。

上段丘は 、 中段テ ラ ス面 よ り 前方部墳頂 ま で約2 . 7mの高 さ と 傾斜角30゜ を 測 る 。 葺石の 崩 落 は 後円部

側で目立つ も のの、 調査 を 実施 し た 中 で は 、 最 も 遺存状態が良 か っ た部分であ り 、 く び れ部接点 で は 、

高 さ I . Sm ま で整 っ た 状 態 で確認 さ れ た 。 そ れは 、 人頭大の石材の長辺 を 中段テ ラ ス ラ イ ン に合わせ、

前方部前面 に 向 っ て約10·開 く よ う 配列 し 、 やや小形 (30-20cm) の石材 を 下部の葺石 に 添 う よ う 葺上げ

て い る 。 前方部 に 比べ後円部の葺石 は 、 小形の石材 を 使 用 し て お り 、 葺石 を 除去 し て調査 を 行 っ て い

な い た め 、 断言 は で き な い が、 後円部 に 葺石 を 行 っ た あ と に 、 前方部 に 葺 石 を 施 し て い る 可能性が高

い 。 上段丘 に は 自 然 山 丘の岩盤の露出 は な く 、 盛土に よ り 形成 さ れ て い る も の と 思 わ れ る 。

下段丘で は 、 墳裾 よ り 中段 テ ラ ス ま で約l . l - l . 3mの高 さ と 傾斜角25゜ を 測 る 。 葺石の崩落は進ん で

い た が、 く びれ部接点で は 、 一部 に 抜 け 落 ち た部分は あ る も のの、 ほ ぼ中段テ ラ ス 面 ま で葺石で覆わ

れ て い る 。 前方部及 ぴ後円部 は 墳裾部分 を 除 き 、 大方の葺石 は 墳麓へ と 崩落 し て い る が、 残存部分は 、

上段丘同 様 に 人頭大の石材で裾 を 整 え て お り 、 前方部前面 に 向 っ て10·開 く よ う 配列 さ れて い る 。 前方

部東側では 、 約 2 m に わ た っ て 自 然 山 丘の岩盤が露出 し て お り 、 下段丘の一部 は 岩盤 を 削 っ て形成 さ

れ て い る こ と が理解で き る 。

中 段 テ ラ ス は 、 墳裾部分か ら 1 . 1 m ほ どの高 さ に 造 ら れて お り 、 そ の幅 は 前方部 で約 I m 、 後円部

で1 . 6m を 測 る こ と がで き る 。 テ ラ ス面 は ほ ぼ乎坦であ る が、 前方部か ら 後円部へ と な だ ら か に 傾斜 し

て 、 調査区の両端では 30cmほ どの レ ベル差 を 測 れ る 。 テ ラ スの は ぽ 中 央か ら は 、 15個体の埴輪が埴輪

列 と し て確認 さ れて い る 。 た だ、 上段丘 く びれ部接点 と 埴輪列の屈 曲 点 と に は 、 ややず れが見 ら れ る 。

埴輪列 は 僅かの表土 を 掘 り 下げ る と 検出 で き 、 前方部側で20cm、 後円部側で 5 -10cmほ どの基部が残

存 し て い た 。 テ ラ ス 面の埴輪片及 び上段丘裾 と な る 葺石か ら 判 断す れば、 残存部分が樹立当 時の埋設

高 であ っ た と 推定 さ れ る 。 埴輪列の構成 は 、 前方部側に 3 本が接す る よ う な状態 で並べ ら れ 、 前方部

列 と 後円部列の接点 と な る部分は 、 前方部側で 1 本の空間 を 開 け、 底径の大 き な埴輪 を 樹立 し 、 後円

部では 4 本 を 接す る よ う に 配列 し 、 2 本分の空間 を 開 け て 2 本、 2 本分の空間 を 開 け 、 さ ら に 6 本 を

配列 し て い る 。 こ の よ う な配列 は 前方部前面 に お い て も 検出 さ れて お り 、 何 ら かの意図があ る も の と

思 わ れ る 。 埴輪列の掘方 に つ い て は 明確 に で き な か っ た が、 樹立 さ れて い た埴輪の直下は 岩盤の大プ

ロ ッ ク と な る こ と か ら 、 埴輪の残存 高 は 掘 方の深 さ を も 示 し て い る と 思 わ れ る 。 た だ、 前方部 側で

岩盤 を 削 り 出 し て テ ラ ス を 造 り 出 し て い る 部分に は 掘 方 は な く 、 築造 当 時か ら 埴綸の樹立は な か っ た

と 考 え ら れ る 。 後円部 で は盛土に よ っ て 中段 テ ラ ス を形成 し て い る 。

墳裾 ． 墳麓部分 に は 、 埴輪片 が散在 し て い た が、 崩落 し た 葺石、 表 土 を 除去す る と 自 然山 丘の岩盤

が露出 し た 。 こ の こ と は 古墳築造 に あ た っ て 山 丘の削平が大掛か り に 行な わ れ て い る こ と を 示 し て い
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図10 く ぴれ部南側葺石立面 ( 1 : 60) 

る 。 墳裾 に は埴輪の樹立 は 認め ら れ な い。

( 2 ) 北側 く びれ部 （図 9 · 11 · 12)

北側 く びれ部 を 中 心 に 、 東西lOm南北l3mの範囲 に わ た り 調査 を 実施 し た 。 南側く びれ部 に 比べ、

崩 落 は 進 ん で い る も のの、 二段築成 を 検出 し た 。

上段丘は 、 中段 テ ラ ス よ り 前方部墳頂 ま で2 . 4mの高 さ と 、 傾斜角 35゜ を 測 る こ と ができ る 。 葺石は く

ぴ れ部接点 に お い て 良好 な 状況 に あ る ほ か は 、 崩落が進 ん で い る 。 特 に 後円部 では裾付近 に 僅 か に 残

存 す る のみ で あ っ た 。 ＜ びれ部接点の葺石 は 、 幅 1 . 6m高 さ 4 m に わ た っ て遺存 し て お り 、 配列は南側

同 様人頭大の石材に よ り 、 前方部前面 に む か っ て 6 ゜ ほ ど開 く よ う に裾 ラ イ ン を 整 え 、 やや小形(30 - 15

cm) の石材に よ り 上部 を 葺上げて い る 。 〈 びれ部接点 よ り 3 m ほ ど 前方部 に よ っ た肩の付近か ら は 、 埴

輪列が検 出 さ れ た 。 5 本が接す る ほ ど に樹立 さ れ、 墓部 よ り 最大20cmは ど が残 存 し て い た 。 樹立位置

が前方部肩の ラ イ ン と ほ ぼ重 な っ て お り 、 墳丘 も 崩 落 し て い る こ と か ら 、 樹立当 時の埋設高 は も う 少
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図12 く ぴれ部北側葺石立面 ( 1 : 60) 

し あ っ た も の と 思わ れ る 。 前方部墳頂 に お い て埴輪列 が確認 さ れ たの は こ の部分に お い て だ け で あ る 。

上段 に お い て 、 自 然 山 丘の岩盤の露 出 は な く 、 盛土 に よ っ て形成 さ れて い る も の と 思 わ れ る 。

下段丘は 、 崩落が激 し く 中段テ ラ ス と の間 に 明瞭 な稜 を な し て お ら ず 、 そ の高 さ を 知 る こ と は で き

な い。 た だ、 上段丘の裾部分が中段 テ ラ ス 面 であ っ た と す れば、 1 . 3m を 測 る こ と がで き る 。 葺石の崩

落は上段丘よ り さ ら に進 ん でお り 、 く ぴれ部接点 と 前方部裾付近 に 僅 か に 残存す る のみ であ っ た 。 後

円部 に 見 ら れ る 葺石 は 、 浮い て い る も の も か な り 含 ま れ て お り 、 原位置 を 留め て い る と は 言 い難 い 。

前方部裾の ラ イ ン は 、 前方部前面 に む か っ て ほ ぼ10゜の角度で開 い て い る 。 葺 石 に 使用 さ れて い る 石材

は 、 上段 に 比べ総体的 に 小形で あ る 。 自 然 山 丘の岩盤の露出 は な く 、 よ く 締め 固 め ら れた盛土に よ っ

て形成 さ れ て い る 。
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中 段 テ ラ ス 部 は 、 殆 ど 原形 を 留 め な い ほ ど 崩 落が激 し く 、 強 〈 北側へ と 傾斜 し て い る 。 し た が っ

て 、 テ ラ スの幅 は 計測 でき な い が、 調査区の東西では 約30cmのレベル差 を も っ て お り 、 後円部側へ傾

斜 し て い る 。 上段丘裾 か ら 60 - lOOcm隔 て て 、 直径40cm前後の く ぽみ が 3 箇所確認 さ れて い る 。 い ず れ

も 深 さ 5 cmは どの も ので、 埴輪埋設跡 と 考 え ら れ る が、 墳丘北側に は か な り の埴輪盗掘坑 も 見 ら れ そ

の可能性 も あ る 。

墳裾 ． 墳麓 に は 、 埴輪片が散在 し て い た が、 南側〈 びれ部 に 比べ そ の量 は 少 な い 。 自 然山 丘の岩盤

の露出 は な く 、 岩盤の風土化に よ っ て 覆 わ れて い る こ と か ら 、 墳丘の築造 に あ た っ て 、 自 然 山 丘 に は

ほ と ん ど手 を 入 れて い な い も の と 思 わ れ る 。 墳裾 に埴輪列の痕跡 は な か っ た 。

( 3 ) 後 円部前面
前方部墳頂 か ら 後円部前面 に む か っ て幅 I m で主軸 に 沿 っ て設定 し た ト レ ンチで あ る 。

後円部前面 に は 、 全 く 葺石 が残 存 し て お ら ず 、 僅 かの表土 を 取 り 除 く と 、 良 く 締め固 め ら れ た 盛土

と な る 。 し か し 、 前方部墳頂 か ら 後円部前面 に 至 る 変換点は 、 A - 1 の杭西側 I m に 見 ら れ、 埴輪片

が集 中 し て 出 土 し た 。

以上の くびれ部の調査 に よ り 把握 さ れた 墳丘構造 は 次の よ う に ま と め ら れ る 。

下段丘の高 さ は 、 南北 と も l . 3m (FS- 2 ラ イ ン ） で、 中 段 テ ラ ス は 、 南側 くびれ部の前方部 で 1

m 、 後円部で1 . 6m と な る 。 ま た 、 上段丘の 高 さ は南側で2 . 7m 北側で2 . 4m と な る 。 北側と 南側の 〈 ぴ

れ部 は 墳裾 で19 . gm 、 上段丘裾で12 . 6m 前方部墳頂 で 4 m を そ れ ぞれ測 る 。 埴輪列 は 中段テ ラ ス と 前

方部肩 に 配列 さ れ て い た が、 墳裾部分に は な い 。 標 高 は南側くびれ部接点 で447 . SID 、 北側で448 . Qffi

を 示 し て い る 。 （佐藤信之）
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C 前方部の調査

前方部 に お い て は 、 東側の前方部前面主軸上に 試掘坑 （前方部東 ト レ ン チ ） を 、 南隅 と 北隅に 拡張調

査区 を設定 し た 。 ま た 、 墳頂部 に 関 し て は 、 埴輪列確認 等 を目的 と し て 、 補 足 的 な 調査 を 実施 し て い

る 。

( 1 ) 前方部東 ト レ ン チ （図 13)

前方部前面の形状 と 、 構築 に 際 し ての 山 丘尾根切断状況 を 把握す る た め に設定 し た も の で、 FSN ­

Aline に 沿 っ て 、 墳頂 A 6 杭 よ り 、 東側尾根上A lO杭 ま で、 1 m幅 で全長20mのトレンチであ る 。

墳丘の高 さ が低 く 崩落が少 な い た め か、 保存状況 は 良 好 で あ り 、 現状に お い て も 中 段 テ ラ ス 及 ぴ下

段丘裾部が容易 に観察 さ れ た 。 発掘の結果、 上段丘及び下段丘に お い て 、 葺石が検出 さ れ る に 至 っ た 。

上段丘では 、 中段 テ ラ ス よ り 長 さ 3 . 5m 高 さ 1 . 7m に わ た り 葺石が遺存 し て い る 。 上部 は 遺 存状況が

良好であ る も のの、 下位ほ ど崩落が著 し く 認め ら れ る 。 こ れ は 、 中 段 テ ラ ス か ら 高 さ 80cm ま でが、 基

層 と な る 岩盤 を 削 り 出 し た面 に位置 し 、 滑落 し 易 い状況に あ る た め と 考 え ら れ る 。 こ の位置 に お い て

の葺石 は 、 削 り 出 し た 岩盤面 を 若干の 山 土 に よ り 被覆 し た 上 に 固 定 さ れ て い る 。 裾部 を 画す る 葺石配

列 は 崩壊 し て い る も の と 思 わ れ る が、 A 7 + l . 8m地点 に 裾部 を 想定 し た い。 上段丘の傾斜は 、 ほ ぼ一

様であ り 、 25゜ を 測 る も ので あ る 。

下段丘では 、 裾部 よ り 幅1 . 3m、 高 さ 0 . 4m に わ た り 葺石が遺存 し て い る 。 下段丘 その も のの高 さ が

著 し く 低 い た め 、 崩 落 は最小限 に と ど ま り 、 遺存状況は 良好であ る 。 削 り 出 さ れ た 基層の岩盤面 に 、

山 土 を 被覆 し て 整形 し 、 葺石が配置 さ れ て お り 、 そ の傾斜は 、 20゜ を 測 る 。

中段テ ラ ス は 、 下段の葺石配置の際 と 同様 に 、 岩盤面 を 山 土 に よ り 被覆 し 、 整形 し て い る 。 岩盤面

ま で掘 り 下げた が、 埴輪列 ま た は その痕跡 を 検 出 す る に は 至 っ て い な い。

本トレンチに お い て把握 さ れ る 現存の墳丘構造は 、 次の よ う に ま と め ら れ る 。 下段丘高 さ 0 . 5m、 中

段 テ ラ ス 幅1 . 2m、 上段丘高 さ 3 . 4 m (墳頂標高 を453 . 20m と し た場合） 、 山 丘 尾根上 を 深 さ 1 . 5m ほ ど に わ

た り 切断 し て 、 裾部及び墳丘面 を 削 り 出 し て整形 し て お り 、 下段丘、 中 段 テ ラ ス 及び上段丘の下位は 、

岩盤面 を その ま ま 墳丘 と し て 利 用 し て い る 。 岩盤面上に は 、 更 に 山 土 を 被覆 し て調整 し 、 葺石 を施す。

標 高 は 下段丘裾部で449 . 3m 、 上段丘裾部で449 . 8m を 測 る 。

( 2 ) 南隅拡張区 （図 14 - 16)

前方部南隅の形状 と 範囲 と を 確定 さ せ る た め に 、 FS - 8 line よ り 西側の位置 に 、 約120面の面積 で設

定 し た も ので あ る 。

現状では概ね 中 段 テ ラ ス 及び下段丘裾の遺存状況が良好で あ り 、 尾根幅一杯 に 張 り 出 す形 と な る コ
ー ナ 一部のみ崩落が進行 し て い る 様子 で あ っ た 。 発掘 に よ り 、 上段及び下段丘の葺石が確認 さ れ る と

と も に 、 東側の 中 段 テ ラ ス 前面部 に埴輪列 が検出 さ れ た 。

上段丘では 、 コ ー ナ 一部の稜線沿 い に 葺石が崩 落 し て い る も のの、 南側面、 東前面 と も 、 幅1 . 5m 、

高 さ 0 . 6m程度で葺石の配列が遺存す る 。 中 段 テ ラ ス部への崩落 も 考慮 さ れ る が、 裾部の配列 は 比較的

整 っ て お り 、 コ ー ナ 一部の開 き 角 度 は ほ ぼ直角 を 測 る も ので あ る 。 上段丘の傾斜は 、 東前面 に お い て
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28゜
、 南側面 に お い て 29゜ を 測 り 、 ほ ぼ同 様の数値 を 示 し て い

る 。

下段丘では 、 上段丘 と 比較 し て 葺石の遺存状況は 悪 く 、

東前面の主軸寄 り が良好な状況に あ る 他は 崩 落が著 し い。

特に コ ー ナ 一部では 全ての葺石が欠落 し て お り 、 南側面部

も 裾部付近 に ま ば ら な配列が残 る のみ で あ る 。 遺存の良好

な東前面部 に お け る 葺石 は 、 幅1 . 2m 、 高 さ 0 . 8m に わ た り

遺存 し 、 上段丘 よ り やや大きめの石材 を 用 い て お り 、 裾部

の配列 は 整 っ て い る 。 葺石裾部 に は 自 然山 丘の岩盤が露出

し て お り 、 RS - Cline ま で は 丘尾切 断 に よ り 下段丘が形成

さ れて い る こ と が推定 さ れ る 。 逆 に コ ー ナ 一部では 、

山 丘上 に 盛土 を 施 し 、 尾根幅 を 拡張 し た う え で、 下段丘が

形成 さ れた も の と 考 え ら れ、 急傾斜 に 耐 え ら れ ず に 葺石及

び盛土が崩 落 し て い る も ので あ ろ う 。 南側面 も 同 様 に 崩 落

が著 し く 、 盛土内の混入礫 を 露出 す る 部分が 多 い が、 崩落

を 免 れた裾部付近の葺石遺存 に よ り 、 裾部の ラ イ ンは復元

が可能であ る 。

自 然

コ ー ナ 一部の形状は不明 と い わ ざ る を え な

い が、 東前面裾部の葺石配置がやや内傾 し て い る 点 よ り 、

隅丸の形状 を 呈 し て い た 可能性が強 い。 その開き角 度は 、

上段丘 と 同様 に 直角 に 近 い値が求め ら れ る 。 下段丘の傾斜

は 、 東前面 に お い て25゜ 、 南側面 に お い て28゜ を 測 る 。

中段テ ラ ス は 、 東前面 に お い て 遺存状況が良 〈 埴綸列 も

確認 さ れ て い る が、 南側面 で は 崩 落が進行 し て お り 埴輪列

も 確認 さ れて い な い。 埴輪列 は 、 上段丘葺石裾部 よ り 70cm

隔 て て 、 ほぽテ ラ ス部の 中 央に位置 し て い る 。 表土直下 に

埋没 し 、 12個体が確認 さ れ、 い ず れ も 底部 か ら 20cm程度が

原位置 を保つ状況に あ る 。 上面 に埴輪上部の破片 が散乱堆

積す る 点か ら 、 樹立当初の埋置部位 も 、 基部20cm程度 であ

る こ と が推定さ れ る 。 一部 に 盗掘 に よ る 攪乱が存在 し 、 埴

輪埋置 に お け る 掘 り 方 も 明確 に 把握す る に 至 っ て い な い た

め、 予測の域 を 出 な い が、 埴綸列構成 に 関 し て興味深い傾

向が指摘でき る 。 盗掘 を 免 れた埴綸 は 、 南 よ り 4 個体、

本分の空間 を 空 け て 4 個体、

ー
6 - 7 本分の空間 を 空 け て .4

個体が並列 し て い る 。 6 - 7 本分の空間 は 、 明 ら か に 盗 掘 に

よ る 攪乱であ る た め 、 4 - 5 個体の埴輪の埋置 を 想定すべ

き で あ ろ う 。 ま た 、 遺存す る 埴綸の底部レベ ル と 並びに は

断続性が認め ら れ る と こ ろ であ り 、 そ れ ぞれ接 し た 位置 に

あ る 数個体 ご と に プ ロ ッ ク が認め ら れ る 。 こ の点か ら 、 埴
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図16 前方部南隅前面部葺石立面 ( 1 : 60) 

輪列の埋置 に あ た っ て は 、 一律に 、 同 時に 実施 さ れ た と 考 え る よ り 、 4 本程度 を 単位 と し て プ ロ ッ ク

毎に埋置 さ れた 状況が想定 さ れ る 。

本拡張区 に お い て 把握 さ れ る 現存の墳丘構造 は 、 次の よ う に ま と め ら れ る 。 下段丘高 さ 1 . 0m (FS­

Bline上） - 1 .  Sm (FS - 6 line上） 、 中段テ ラ ス 幅1 . 3m 、 上段丘高 さ 3 . l m 、 上段丘下段丘 と も 葺石が遺

存 し 、 中段テ ラ ス に は埴輪列 が巡 ら さ れて い る 。 南側面 に お け る 下段丘裾、 中段テ ラ ス は 、 後円部側

ヘ傾斜 し て い く 。 標 高 は 、 下段丘裾部 で449 . lm -447 . Sm、 上段丘裾部で450 . l ID - 449 . 7m を 測 る 。

( 3 ) 北隅拡張区 （図 17)

前方部北隅の形状 と 範囲 を 確定 さ せ る た め に 、 FS - 8 + 2 m]ine よ り 西側の位置 に 約60m• の面積で

設定 し た も の で あ る 。 現状で は 、 南隅 に 比較 し て保存状態が悪 〈 、 特に北側の 崩落が進行 し て い る 様

子であ っ た 。 発掘 に よ っ て も 、 葺石の部分的 な遺存 を 確認す る に と ど ま っ た 。

上段丘では 、 東前面部 と 北側面部 に 幅 1 m 、 高 さ 0 . 5m は ど の範囲 で葺石が遺存す る 。 た だ し コ ー ナ
一 部の稜線沿 い は全て が欠落 し て お り 、 ま た 、 遺存部分での配置 も か な り ま ば ら な状況 を 呈 し て い る 。

こ の た め 、 裾部の配列 は 明 瞭 に把握 さ れ る も の で な い が、 南隅 よ り 鋭角 なso·前後の 角度 を 想定 し て お

〈 。 上段丘での傾斜は 25゜ を 測 る も の で あ る 。

下段丘では 、 葺石の遺存 は 更 に 少 な く 、 コ ー ナ 一 部 は 全て 欠落 し 、 東前面 、 北側面の裾部付近 に僅

か に 検出 さ れ た も の で あ る 。 そ れ も 裾部 を 画 す る 明 瞭 な 配列 を 示 し て い な い た め、 多分に 崩 落 に よ る

堆積が想定 さ れ る べき で あ る 。 コ ー ナ 一部の開き角度は不明 と い わ ざ る を え な い が、 葺石の遺存状況

か ら み て 、 80"前後の値 を 想定 し て お き た い 。 下段丘の傾斜は30゜前後を 呈す る 。 下段丘の形成 に 関 し て

も 、 南隅 コ ー ナ 一 部 と 同 様 に 、 自 然 山 丘 に 盛 土 を 施 し 尾根幅 を 拡張 し た 後に 、 更 に施 さ れ た も の であ

る た め 、 コ ー ナ 一 部 の 崩 落 は 著 し い も の と な っ て い る 。 コ ー ナ 一部裾部 に 部分的な試掘 を 実施 し た 所

見 に よ れば、 基 層 の 岩盤 に 由来す る 大角 礫 を 多 量 に 混 入 し た 盛土が確認 さ れ、 下段丘形成前 に 、 か な

り 大規模な 尾根幅拡張の工程が存在 し た ら し い こ と が推定 さ れ る 。

中 段 テ ラ ス は 、 北側面 の 崩 落 が著 し い も の の 、 東前面 で は 比較的原形 を 保つ と 判 断 さ れ る 。 埴輪列

の 遺存 も な く 、 盗掘 に よ る 抜き取 り の 痕跡 も 確認 さ れて は い な い 。

本拡張区 に お い て 把握 さ れ る 現存の墳丘構造 は 、 次の よ う に ま と め ら れ る 。 下段丘高 さ 、 東前面 に

お い て 0 . 8m 、 北側面 で は1 . 5m 内外、 中段テ ラ ス幅1 . 3m 、 上段丘高 さ 3 . 2m (東前面部か ら の比高） 、 上

下段 と も 僅か に 葺石が遺存す る 。 北側面 に お け る 下段丘 • 中段テ ラ ス は 後円部側に 向 か っ て傾斜 し て
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ゆ く 。 標 高 は 、 下段丘裾部で449 . Zm 、 中段 テ ラ ス で450 . 0 - 449 . Sm を 測 る 。

( 4 ) 墳頂部 （ 図18 )

前方部墳頂の現状は 、 ほ ぼ平坦面 を 呈 し 、 保存状態 は 良好であ っ た 。 部分的 に 盗掘坑 ら し き窪みが

存在 し た た め、 墓塘の存在 も 予想 さ れ る と こ ろ であ っ た が、 調査の結果墓壊の存在 に つ い て は 否 定 さ

れ る こ と と な っ た 。

埴輪に 関 し て は 、 北側肩部 に お い て 原位置 を 保つ と 思 わ れ る 2 個体の埴輪 と 、 中 央部 に 多 量の埴輪

破片の堆積 を確認す る に 至 っ た 。

原位置 を 保つ と 判 断 さ れた埴輪 2 個体は 、 頂部 よ り 上段丘斜面へ と 移行す る 傾斜面 に 位置 し 、 ほ と

ん ど地表 に顔 を 出 す程度に埋没 し て い た も ので あ る 。 ( 1 ) は 底部 よ り 10cm を 遺存 さ せ た 墓部 で あ り 、

墳丘盛土の崩 落 に と も な い傾きが若干ず れ て い る 状況に あ る が、 ほ ぽ樹立当 初の位置 に あ る も の と 考

え ら れ る 。 ( 2 ) も 検出状況 は 同 様 で あ っ た が、 底部 を 欠損 し 凸帯部 を埋置 し た 形 と な っ て い る た め、

埴綸列 と し ての埋置状況 を 示す も ので あ る か に つ い て は 疑問の残 る と こ ろ であ る 。 上位か ら の転落に

よ る 可能性 も 否定 さ れ な い が、 人為的 に埋置 さ れ た も の と 判 断 し て お き た い。

な お 、 こ の他に埴輪列の痕跡は 確認 さ れず 、 そ の配列状況 を 知 る こ と は でき な い 。 た だ し 、 く びれ

部北側墳頂 で確認 さ れ た 6 個体か ら 成 る 埴輪列 と 、 本調査区埴輪個体 ( 1 ) ( 2 ) の検出位置 は 、 ほぼ

l 直線 に よ り 結ぶ こ と ができ、 墳頂北側の肩部際 に 樹立 さ れ た埴綸列の ラ イ ン を 復元す る こ と が可能

で あ る 。

墳頂 中 央部 に お い て検出 さ れた 多 量の埴輪破片 は 、 主軸 F - A 5 杭 よ り F - A 4 杭 ま での間 に 、 長

さ 6 m 、 幅 2 m に わ た り 分布 す る も のであ り 、 特に F - A 4 + 2 - 3 mの地点 に 濃 密 な 分布 を 示 し て

い る 。 は と ん ど が細片 で あ り 、 人為的 に破砕 さ れ た 状況 を 示 し 、 埴輪列 と し ての埋置状況 も 確認 さ れ

て は い な い 。 ま た 、 埴輪破片 と と も に 、 奈良時代の須恵器坪 、 寛永通宝、 現代の玩具部品等が混在 し

て 発見 さ れて い る た め、 後世に 至 っ て 、 何 ら かの理由 に よ り 同地点 に 運搬 さ れ遺棄 さ れた も の と 判 断

さ れ る 。 た だ し 、 遺棄 さ れ た 埴輪が、 墳頂部埴輪列 を 構成 し て い た 個体で あ る 可能性は 高 い も の と い

え る 。 （青木和明 ）
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D 小結

土口 将軍塚古墳は 、 本来墳丘の遺存状況が良好 な 古墳であ り 、 調査以前 よ り そ の規模や構造の概要

に つ い て は 報告 さ れ て き た （更埴市教委1973、 岩崎1982) 。 た だ し 、 調査着手前に は 、 墳丘上は松及び雑

木に よ り 覆わ れ て お り 、 必ず し も 観察が容易 で あ っ た と は 言 い難い。 調査の進行に と も な い 、 可能な

限 り 小雑木 を 伐採 し た た め、 古墳の外観がか な り 明確に把握 さ れ る こ と と な り 、 調査は そ れ を 基 に墳

丘構造 を 検証 し て ゆ く 形で進め ら れ て き た 。 調査成 果 に は 、 新知 見 も 加 わ り 、 当初予定 さ れた 墳丘構

造 に 関 す る 情報 も ほ ぼ収集 し 得 た も の と い え る 。 以下節 を 追 っ て 、 墳丘の構造 に 関 す る 調査成果 を ま

と め る も の と す る 。

( 1 ) 墳丘の形態 と 施設

平面形は 端正 な 前方後円形 を 呈 し 、 主軸方位は ほ ぼ東西方向 を 示す。 墳丘は 二段築成 に よ り 、 中段

テ ラ ス を は さ ん で上段丘 と 下段丘 と に分かれ る も のであ る 。

埋葬施設

後円部墳頂 に お い て 、 竪穴式石室が 2 基検出 さ れ て い る 。 ほ ぽ全域 を 調査 し た 前方部墳頂、 及び墳

丘下裾部周 辺の調査範囲 内 で は 、 特に 埋葬施設の存在 を 示す痕跡 は 認め ら れ な い た め 、 埋葬施設は 後

円部墳頂のみ に 限定 さ れ る と 判 断 さ れ る 。

埴輪列

墳頂 に お い て は 、 前方部北縁で 8 個体、 中段テ ラ ス に お い て は 、 後円部西 ト レ ンチで 3 個体、 〈 び

れ部南拡張区で14個体、 前方部南拡張区で12個体が検出 さ れ て い る 。 その他の地区 で は 、 埴輪の樹立

が確認 さ れ て い な い が、 ほ ぼ全域 に わ た っ て埴輪破 片の一様 な 出 土状況が認め ら れ て お り 、 崩落 と 盗

掘 と を 考慮 す れ ば 、 中段テ ラ ス 、 前方部墳頂、 後円部墳頂 に そ れ ぞれ埴輪列 が存在 し た と 判 断 さ れ る 。

な お 、 特に 〈 ぴれ部 に お い て 顕著であ る が、 下段丘裾か ら も 多 量の埴輪破片が出土 し て い る 。 こ れ に

つ い て は 中 段 テ ラ ス か ら の転落 と 考 え る べ き で あ ろ う 。

遺存状態の良好で あ っ た ＜ ぴ れ部南側と 前方部南隅で は 、 数本 を 単位 と し て 肩 を 接す る 形 で埋設さ

れ、 次の単位 を 埋設す る 際 に は 1 - 2 本分程度の空間 を 開 け て 埋設し て い る 状況が観察 さ れ て い る 。

基本的 に は円筒埴輪 を ほ ぼ隙間 な く 立 て並べ る こ と を 前提 と し て い る も の と 思 わ れ る が 、 その構成 に

関 し て は 今後の課題 と し て 残 さ れ る 。

仮 に 後円部、 前方部墳頂の縁辺部 と 中段 テ ラ ス部に埴輪列 が全周 す る と し た 場合、 6 m に つき埴輪

16本の割合で計算す る と 、 想定 さ れ る 埴輪総個体数は 約700本 を 試算す る こ と と な る 。 （後円部墳頂38

m、 前方部墳頂61m 、 中段 テ ラ ス 162m を 総延長 と し た 場合）

葺 石

各調査範囲 内 に お い て は 、 遺存率 に 差 は あ る も のの、 上段丘 と 下段丘に葺石の存在が確認 さ れ て い

る 。 遺存状況の良好 な く ぴれ部 に お い て は 、 上段丘の葺石が高 さ 2 m以上、 ほ ぽ前方部墳頂直下 ま で

残 存 し た 状態 に あ る 。 こ の点 か ら 、 築造時 に は 上段丘、 下段丘 と も に 墳丘斜面 がほ ぼ全域に わ た り 葺

石 に よ り 覆わ れて い た と 判 断 さ れ る 。 こ れ は 、 墳丘裾部、 特に 平坦面の存在す る ＜ びれ部裾 に お い て 、

か な り の量の転落 し た 葺石石材が認め ら れ る こ と か ら も 容認 さ れ よ う 。
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葺石 は40 - lOcm大の転石であ り 、 裾 石 に はやや大きめの石材 を 用 い て い る こ と が後円部西トレンチ

に お い て確認 さ れ る 。 材質 は 、 石英閃緑岩 と 考 え ら れ、 古墳の位置 す る 薬師 山 の南斜面 に 露頭が存在

し て い る 。 古墳の築か れ た 山 頂部 に は 同 石材が認め ら れ な い こ と か ら 、 葺石石材 は 、 山 麓 よ り 採取 さ

れ た も の と 理解 さ れ る 。

( 2 ) 墳丘の構築状況

調査に お い て は 、 墳丘の断 ち割 り 等 に よ っ て 内部構造 を 検証 し て い な い た め 、 詳 細 に つ い て は 不明

の点 も 多 い が、 調査範囲の 中 で得 ら れ た 所見 に つ い て 述べ る 。

地 山

古墳の立地す る 山 丘は 、 妻女山 よ り 西に伸びた 支脈、 通称薬師 山 で あ り 、 地質は 泥岩砂岩等 に よ る

「青木層」 と 、 貫入岩 と し ての石英閃緑岩に よ っ て構成 さ れて い る （斎藤1982) 。 古墳の位置 す る 山頂

部 に お い て 、 基 層 と な っ て い る 岩盤 は 、 薄 く 板状 に 剥離す る 性状 を 有 し た砂質泥岩で あ る 。

地山 の切削 と 下段丘

下段丘の構築 に あ た り 、 基層 と し ての岩盤面 ま で切 削 が及 ん で い る部分は、 後円部西裾、 南裾、 く

ぴれ部南裾、 前方部東裾で あ る 。 逆 に 盛土が予想 さ れた 地点 に は 、 前方部前面部の両隅があ る 。 下段

丘の平面形 を 形成す る に 際 し て は 、 第一の工程 と し て 、 山 丘面の削 り 出 し と と も に 、 尾根上か ら 張 り

出 す形 と な る 前方部前面部 での尾根幅拡張 を目途 と し た 盛土が存在 し た ら し い。 古墳築造以前の 自 然

地形は 、 伏角 5 .程度の勾配に よ る 尾根が想定 さ れ る が、 前方部前面主軸上 に お い て は 岩盤面 が1 . 5mの

深 さ ま で切削 さ れ て お り 、 尾根頂部での地形の切削 が大規模であ っ た こ と が予 想 さ れ る 。 ま た 、 〈 び

れ部両脇かか な り の広 さ を も っ て 平坦面 を 形成 し て い る 点 も 、 切 削 に よ る 所産 と し て 考 え た い。

中段テ ラ ス

下段丘形成の最終段階 に は 中段 テ ラ ス のレベ ルがそ ろ え ら れ る こ と と な る 。 中段テ ラ ス は 前方部前

面主軸上のみ が岩盤の切削 に よ り 造 り 出 さ れ る ほ か 、 すべて 盛土 に よ り 構成 さ れ る 。 先 に 旧地形の勾

配 を 5 . と 推定 し た が、 中段テ ラ ス に お い て は 、 前方部 で 3 .以 内 、 後円部では は ぽ水平 に その傾斜が修

正 さ れて い る 。 た だ し 、 傾斜地に設定 さ れ た 下段丘裾か ら 成形 し て テ ラ ス部 を は ぽ平坦に 仕上げ、 か

つ下段丘の法面 を 一定に保つ と す る な ら 、 当 然の こ と な が ら 中 段 テ ラ ス 外縁の平面形は 下段丘の平面

形 と 一致 し な い 結果 と な る 。 墳丘復元想定図 （ 図19) に お い て 、 下段丘外縁がほ ぼ正円形に設定でき る

の に た い し て 、 中段 テ ラ ス 外縁が楕円形に設定 さ れ る の は こ の た め で あ ろ う 。

上段丘 と 盛土

中段テ ラ スのレベルがそ ろ え ら れた 後の次の工程は 、 上段丘の形成 であ る 。 上段丘は 、 前方部前面

の一部 を 除き、 全て盛土 に よ り 構成 さ れ る も の と 推定 さ れ る 。 盛土に は 、 基 層 と し ての岩盤 に 由来す

る 大小の角礫が含 ま れ て お り 、 墳丘周 辺部の切削 に 伴 う 土砂で あ る と 判 断 さ れ る 。

上段丘の乎面形 を 見 る と 、 前方部 は ほ ぽ下段丘 と 中段 テ ラ ス 外縁形に 準 じ た 規格 に よ り プ ラ ンが設

定 さ れて い る が、 後円部 に 関 し て は 、 若干規格 を 変 更 し て形成 さ れて い る ら し い こ と がわ か る 。 こ れ

は 、 中段テ ラ ス 幅 か、 後円部西トレンチに お い てのみ4 . 5m と い う 広 い数値を と る の に 対 し 、 他の調査

区 に お い て は 1 . 5m以 内 に留 ま っ て い る 点か ら も 明 ら か な と お り であ る 。 後円部上段丘の平面形 は 、 中

段 テ ラ ス外縁の楕円形プ ラ ンか ら やや正円形に近付けた も ので あ り 、 傾斜地での施工に よ り 中段 テ ラ

ス部の外縁形が著 し 〈 楕円 を 呈す る 結果 と な っ た 点 を 修正す る 意識が働 い て い る も の と 理解す る こ と
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図19 墳丘復元想定図 ( 1 : 600 ) (主軸破線は調査区基線）

標 高 墳 丘 勾 配

調 査 区 中段 テ ラ ス 幅

上段丘裾 下段丘裾 上段丘 下段丘

後 円 部西 ト レ ン チ 448 . 5 m  445 . 5 m  4 . 5 m  32· 33• 

＂ 南 ト レ ン チ 448 . 0 m  445 . 9 m  1 . 3 m 25° 34· 

II 北 ト レ ン チ 448 . 5 m  446 . 0 m  1 . 4 m  35' 30· 

く びれ部南拡張区 448 . 8 m  447 . 3 m 1 . 6 m  32· 30· 

＂ 北拡張区 449 . 0 m  447 . 6 m  1 . 6 m  30' 34' 

前方部東 ト レ ン チ 449 . 8 m  449 . 3 m 1 . 2 m 25· 20' 

" 南 隅 ＂ 450 . 1 m 449 . 1  m 1 3 m  29· zs· 

II 北隅 ＂ 450 . 0 m  449 . 2 m  1 . 3 m 25" 30° 

表 3 墳丘計測値
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も でき よ う 。 な お 、 墳頂部 は 、 後円部が水平、 前方部が約 4 ゜の勾配に仕上げ ら れ て い る 。

( 3 ) 墳丘の規模

最後に、 調査に よ り 得 ら れ た 計測 値 を 総合 し て 、 墳丘の規模に つ い て ま と め て お く 。 各調査区 での

計測値 は 表 3 に 示 し た 。

墳丘の主軸 は 、 N -87゜30' - E ( N  = 真北） を 測 り 、 ほ ぼ東西方位 に よ っ て い る 。 こ の主軸線 は 、 調

査所見 を も と に 新 た に設定 し た も ので あ り 、 調査時 に 調査区設定のた め に 用 い た 主軸方位か ら 若干ず

れ る 結果 と な っ た 。

墳丘の全長は 、 こ の主軸上 に お い て67. 7m を 測 る 。 た だ し 前方部前面部 が主軸線 と 直行せず 、 北隅

が東へ傾い て い る た め、 こ の部分 を 計測 値 に 算 入す る な ら ば、 1 . 2m ほ ど 距離が増加す る こ と と な る 。

後円部径は 、 調査区 R - 3 ラ イ ン上で40.0m を 測 る 。 同 ラ イ ン は 後円部最大径部分に位置 し な い た

め 、 最大径は40 . 5m程度 と な ろ う 。

くびれ部幅 に つ い て は 、 葺石が遺存 し て い る た め、 確実 に 把握す る こ と ができ、 19.7m を 提示 す る

こ と ができ る 。

前方部最大幅 は 、 前面部両隅の崩落が著 し い た め、 確定 し に 〈 い部分で あ る 。 前方部測縁の延長 と

前面部裾 ラ イ ンの交点 を 求め る な ら 、 30 . 5 m 内 外の最大幅 を 測 る こ と ができ る 。 （青木和明 ）
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斎藤豊 1983 「森将軍塚古墳使用 の石材」 「森将軍塚古墳 II J
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( 1 ) 調査の 過程

予備調査

2 埋葬施設の調査

昭和57年 8 月 、 調査第 1 年度 に 調査計画の策定 と 破壊の状況 を 把握す る た め に墳頂部 に トレンチを

設定 し た 。

埋葬施設の残 欠 と 思 わ れ る 割石 、 河原石の存在、 盗掘坑の広 さ を 含め幅 （横幅 6 m) 、 長軸 g m ほ ど

の長方形の墓塘の存在が予 想 さ れて い た 。 調査の結果、 中 央部 に 割石 を 小 口 積み に し た 竪穴式石室 と 、

こ れ に並列 す る よ う に 土壊が検出 さ れ、 長野市松代町所在の舞鶴山 2 号墳の内部主体 に 類似す る も の

と 推定 さ れ た 。

本調査

前年度の調査結果 に 基づい て 、 墓塘の範囲確認か ら 開始 し た が、 盗掘が予想以上に 激 し く 、 墓猥 を

構成す る 石 なのか、 墳丘盛土に 混入 さ れ た 自 然石 なのか判別 にやや と ま ど い つつ も 、 安山 岩系の板石

状の石が墓壊、 砂岩系の石が墳丘盛土に 混 入 し た 自 然石 と 区別 し 、 安山 岩系の石列 を 追及す る と 、 前

年度墓塘 を 構成す る も の と 考 え て い た 石列 は 、 竪穴式石室が 2 甚並列す る こ と が判 明 し た 。

( 2 ) 石室の位置 ・ 掘 り 方
石室は 後円部の ほ ぼ 中 央 に 、 墳丘の長軸線 を は さ み南北に 1 基ず つ検出 さ れ た。 北側の石室 （北石室）

は、 5 度北西に ふ っ て い る が、 南側の石室 （南石室） は 、 は ぼ東西方向 に 長軸 を と り 、 墳丘の長軸 と 同

ー で あ る 。

北石室 と 南石室は西側端 で並行せず 、 北石室が l m ほ ど 突 出 し た形で位置 し て い る 。 2 基の石室は

意識的 に ず ら せ た 変 則 的 な ま ま で あ る 。

掘 り 方 は 、 後円部 中 央 に 石室の形に そ っ て 、 石室 ぎ り ぎ り の範 囲 で掘 り 込み 、 控 え 積みのは と ん ど

な い簡 略化 さ れ た も ので あ る 。 本古墳は、 狭 い 尾根 に 盛土 し 墳丘 を 形成 し 、 平坦面 に掘 り 方が設定 さ

れ た も の と 思わ れ る 。 石室基底部、 掘 り 方内部 で は 、 特 に施設的 な面 は検出 さ れ な か っ た 。 石室の構

築状況か ら 両石室は 、 同 一 時期 に築造 さ れ た も の と 観察 さ れ た 。 た だ掘 り 方のプラ ンの北石室の突出

に つ い て は 、 今後類例の検討、 両石室の比較等未解決の部分が 多 い 。

( 3 ) 石室の構造
両石室 と も に 盗掘 に よ り 破壊 さ れ、 石室の規模、 プ ラ ン、 両石室の関係等不明部分が多い。

南石室は 、 現存長5 . 20m、 最大幅 （ 基底面） で0 . 65m 、 高 さ 0 . 85m で あ る 。 30cm -50cmは どの板石

状の石 を 小 口 積み に し 、 垂直 に積み上げ る 方式 で あ る 。 床面 は 盗掘 さ れ原状 は 残 っ て い な い 。 控 え 積

み は ほ と ん ど 無 〈 、 空隙が多 く 良好な構築 で は な い。

石室の東側部分が破壊 さ れ て い る な ど 全体像 は 把握 さ れ な い が、 掘 り 方の上端面か ら 推定す る と 壁

高 は ほ ぼ残存 し た も の と 思わ れ る 。 南石室 よ り 出 土 し た 遺物 は 、 ガ ラ ス 製丸玉のみ であ る 。

北石室は東側の半分が破壊 さ れ、 石室全長は つか め な い。 最大幅 は 0 . 55m と やや狭い。 壁 高 は 、 現

存高0 . 60m であ る 。 石室の構造 も 南石室 と 同 様 で あ る 。 床面 は 自 然礫 を 混 じ え た 粘土礫床で 、 平坦で
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あ る 。 特に棺床 は 認め ら れ な か っ た 。 副葬品 は 、 鉄鏃、 ガ ラ ス 小

玉等床面か ら 検出 さ れ た 。

南石室 と 北石室 と は 、 個 々 の石室は 別 々 の石組が な さ れて い る

が、 控 え 積 み は 共通の石 を 用 い 、 相互に積み 重 ね た 状況が観察で

き た 。 ま た 床面のレベル、 掘 り 方の基底面 も レベルが同 ーで あ り 、

両石室 は 同 時期 に 築造 さ れた も の と 推定 さ れ た 。

( 4 )  2 基並列 の竪穴式石 室 に つ い て

調査時の観察 か ら 本古墳の並列 す る 両 石室は 、 同 時期 と 推定 し

た が、 長野県内 で は 、 東筑摩郡坂井村安坂古墳群、 竪穴式石室 と

木棺直葬 と 思 わ れ る 土壊 と の並列の長野市松代町舞鶴山 2 号墳例

が存在 す る 。

本古墳の場合は 、 南石室 と 北石室は 並列 す る も のの、 西端部 で

は 、 北石室が突 出 す る 特異 な プ ラ ンであ る 。 規模の比較 は で き な

い も のの石室の構造か ら 見 る と 南石室のほ う がやや大 き い。 構造

面か ら は差は認め ら れ な い。 副葬品 も 比較す る 材料 を 欠 い て い る 。

両石室の中 心が古墳の主軸線に あ た る と こ ろ か ら 、 内部主体は

後円部の中 央に位置 す る も の と 考 え る こ と も 可能で あ ろ う 。 古墳

築造 に あ た っ て は 、 最初の段階か ら 意図的 に 2 石室の構築が計画

さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

し か し な が ら 前述 し て き た よ う に 、 盗掘が激 し く 両石室の築造

時期、 副葬品の比較 は 不可能で あ る 。 内部主体の並列の問題、 善

光寺平 に分布す る 竪穴式石室 と の比較等、 追及すべ き 問題は 残 る

が資料的な制約が存在 す る 。 （小林秀夫）
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3 出土遺物

A 埴 輪

調査に よ り 出 土 し た埴輪 は 膨大 な 量 に 及 ん で お り 、 こ れ に は 、 普通円筒埴輪、 朝顔形埴輪、 そ れ

に 形象埴輪 と 考 え ら れ る 埴輪があ る 。 こ れ ら の 出 土 は 、 埴輪の樹立状態 を 原位置 に 留 め て い た 基底部

を 除 けば、 中段テ ラ ス 、 墳麓、 前方部墳頂 に散在 し て い た も ので あ り 、 その復元 は 困難であ っ た 。 し

た がっ て 、 全容 を 想定で き る も の は 1 点 だ け で あ っ た 。

普通 円 筒埴輪 （図22 - 26)

全容 を 復元で き た も のは 、 南側＜ ぴれ部 よ り 出 土 し た 1 点 だ け であ り 、 個体 と し ての差異 を 見 い 出

す こ と は で き な い た め、 各部位に お け る 特色 に つ い て 見て い き た い。 墓底部、 凸帯の な か に は 朝顔形

埴輪が含 ま れて い る 可能性があ る 。

ロ緑部 ( 1 - 13 ・ 図22) 上段凸帯 よ り 口 縁端部 ま でが10cm以上 と な る も の ( 1 - 4 ) と 5 cm前後 と

短い も の ( 5 - 11 ) があ る 。 前者は 器厚がほ ぽ 1 cmに 整 え ら れ、 殆 ど垂直 に 立 ち 上が り 、 口 縁端部 は ヨ

コ ナ デ を 施 し 、 丸 く 仕上げて い る 。 後者 に は垂直 に 立 ち 上が る も の ( 5 - 7 ) と 、 外開す る も の ( 8 - 11)  

があ り 、 共 に 口 径 は 前者 に 比べ小 さ い。 口 縁端部は 前者 同様 ヨ コ ナ デに よ り 丸 く 仕上げた も のが大半

を 占 め る が、 つ ま み 出 し に よ り 薄 く な る も の ( 9 ) や、 平坦あ る い は 面取 り が な さ れて い る も の （図22)

が僅か に 含 ま れ て い る 。 口 縁部が短い 一群の出 土 は 前方部墳頂 に 集 中 し て お り 、 中段テ ラ ス か ら の 出

土 は 少 な い 。

凸帯 観察で き た 凸帯 は すべ て 貼付凸帯 で あ り 、 完形品及 ぴ胴部破片 で は 、 凸帯 を は さ ん で一方 に

し か ス カ シ を 持 っ て い な い こ と か ら 、 本墳に お い て は 、 2 本の凸帯 を 持つのが通例 ら し い 。 凸帯の断

面形は 、 M字形 を 呈す る も の、 台 形 を 呈す る も の に 分類 で き る 。 大半の埴輪は 断面M字形の凸帯 を 有

す る も ので あ り 、 1 . 5 - 2 cm 内 外の 高 さ で、 幅 2 cm前後に な る よ う 、 て い ね い な ヨ コ ナ デカ渭i さ れ て お

り 、 M字形の上部の突 出 が よ り 強 い こ と が原則 と な っ て い て 、 一定の規格 に よ っ て 作 ら れた こ と を 知

る こ と がで き る 。 台 形 を 呈す る も のは 、 口 径 （胴部径） が30cm を 超 え る 大形品で、 僅 か に 含 ま れ る 程度

で あ る 。 ョ コ ナ デは施 さ れ て い る も のの、 荒 い も ので あ り 、 M字形 を な す も の と は 製作意図が異 な る

も の と 思わ れ る 。

基底部 ( 1 · 14 - 16 · 25 · 37-66) 下段凸帯

よ り 、 直線 あ る い は やや 内 弯 的 に 基部へ と 至 り 、

その ま ま 平坦 な 底部 と な る も の と 、 基部 に進む

に し た が っ て 内外面が張 り 出 し 、 バチ状 を 呈す

る も の (39 · 40) と があ る 。 前者が圧倒 的 に 多

く 、 僅 か に 見 ら れ る 後者 は 、 大形品 が中 心 と な

っ て お り 、 整形は 荒い 。 底部 に 網代痕 を 持つ も

のが数点 あ り 、 製作時に 使用 さ れた と 考 え ら れ

る 。 下段凸帯 よ り 底端部 ま での間隔が長 〈 、 数

ー 42 -

D {I Cl 
/ 且

図22 口 縁端部が平担 と な る 埴綸



値が得 ら れ る も のは い ず れ も 20cm を 超 え て い る 。

ス カ シ 中 央段に 1 対穿た れ る も の と 推測 さ れ、 形状 は 直径 5 - 6 cmの不整円形 と な っ て い る 。 た

だ小破片の な か に は 、 直線に よ っ て構成 さ れ て い た と 思 わ れ る 穿孔 も 見 ら れ、 方形の ス カ シ も 僅か に

存在 し た よ う で あ る 。

朝顔形埴輪 （図26)

全容 を 知 り 得た も のは な く 、 出 土 し た 口 縁部 を 見 て も 総数の10% に 満 た な い 。 朝顔形埴輪の円筒部

と し て 理解でき た67-69 を 除 け ば、 い ず れ も 口 頸部 と 肩部が摘 出 さ れ る に す ぎ な い 。 そ れ ら は ま ず頸

部 に 凸帯 を 有す る も の (72 · 73) と 、 そ う で な い も の (71 · 74) に分類 でき る 。 前者は 凸帯が断面三角

形に近 く 、 頸部か ら 口 縁部への反 り は さ は ど 強 く な い が、 後者は 強 く 反 っ て い る 。 こ れ ら は ま た 、 肩

部が大き く 広が っ て 胴部へ と 移行す る も の (74) と あ ま り 開 かず移行 し て し ま う も の (71) に分け ら れ

る 。 広がる も のは ナ デは施 さ れ る が荒 い も ので あ る の に 対 し て 、 開 か な い も の に は 丁 寧 な ナ デカ憎i さ

れて い る 。

朝顔形埴輪の円筒部 と 理解でき た も のは 、 底径が共 に30cm を 超 え て お り 、 器厚 も 1 . 5cm前後 と 厚 い 。

3 本以上の凸帯 を 有 す る も の も あ り 、 断面形は M字形、 方形、 上方 に 反 り 上が り 、 端部 を 丸 く 仕上げ

た も のの 3 種が見 ら れ る 。 ヨ コ ナ デが荒 く 、 指圧痕 を 顕著 に 残 し て い る こ と か ら 、 普通円筒 に 見 ら れ

る そ れ と は 、 一見 し て 差異 を 指摘 でき る 。 基底部 は 、 下段凸帯 よ り ほ ぼ垂直 に 下が り 、 内 外面 がバチ

状 に 開 い て 底端部 と な る 。 ス カ シ は 、 普通円筒 同 様 5 - 6 cmは どの不整円形で あ る が、 中 央段の他下

か ら 3 段目肩部 に も 穿孔 し て い る も のがあ る 。

形象埴輪 （図27 - 75 -84) すべて北側＜ ぴれ部 よ り 出 土 し た も ので あ り 、 形象埴輪 を 飾 っ た 一部 と

思 わ れ る が 、 そ の 全容 を 知 る 由 も な い 。 ひ れ状 に 凸帯が縦 走 す る も の (75 - 77) と 角 状 に 突 出 す る

(78 -83) 2 種があ る 。 ひ れ状の突 出 は 円筒形の埴輪 に 貼 り 付 け ら れて い た も の ら し く 、 弯 曲 し た 体部

に付 け ら れ て い る 。 い ず れ も 高 さ 3 - 4 crn 、 厚 さ 1 - Z crnほ ど で 、 下端は斜め に 削 ら れて い る 。 上端

か どの よ う な形状 を 示 し て い た か不 明 で あ る が、 体部上端は 口 縁 と な っ て い る の に 対 し 突 出部 に は 欠

落痕が見 ら れ る こ と か ら 、 上部 に 張 り 出 し て い た と 考 え ら れ る 。 調整は 指圧の後か る い ナ デが施 さ れ

て い る 。 75 -77 に は 赤色塗彩か施 さ れ て い る 。

角状に 突出 す る も の は 、 長 さ 10-13crnで直径 3 cmほ どの粘土紐の一端 を 、 内 弯す る よ う 引 き伸 ば し

尖 ら せ た も ので、 上下関係 も さ だか で な い。 た だ、 半円形 を 示す 断面の弦 と な る 部分に は 、 い ず れ も

剥離痕が認め ら れ、 そ の形状か ら 察す る に 半球状の も の、 た と え ば、 肩部 に 凸帯 を も つ朝顔形埴輪の

肩部か ら 頸部 に む か っ て 貼付 さ れ た も の、 あ る い は 円筒形の上段凸帯か ら 口 縁 に か け て 貼 付 さ れ た と

考 え る こ と ができ る も のがあ る が、 そ の根拠は な い 。

製作上に お け る 特徴に つ い て は 、 普通円筒埴輪 と 朝顔形埴綸の分別 が困難であ り 、 ま た 両 者の製作

方法に 大 き な 差 を 見 い 出 す こ と は でき な か っ た 。

本墳出 土埴輪の最大の特徴は 、 叩き目を も つ埴輪が主体 を なす点 に あ る 。 刷毛目状の痕跡が見 ら れ

た も のは 僅 か に す ぎ ず 、 主 た る 調整がハ ケ と な る のは 1 点 (58) のみ で あ り 、 そ れ も ハ ケ と い う よ り

は 、 む し ろ 板状工具に よ る ナ デ に 近 い も ので あ っ た 。
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叩 き 目に は 、 平行叩き と 格子目叩き があ る が、 前者が圧倒的 に 多 い 。 平行叩き を 施 す も の は器厚が
1 cmほ ど と 比較的薄 手 に 仕上 げ ら れ、 そ の痕跡 を 顕著 に 残 す も の は な 〈 、 い ず れ も 僅か に 見 い 出せ る

程度の も ので あ り 、 口 縁部 に 対 し て ほ ぼ平行に施 さ れて い る 。 位置 を 見れば、 最下段 と 中 央段 に 確認

で き る も のは 多 い が 口 縁部 に お い て確認で き る も の は 少 な い 。 問題 と な る の は 、 叩き目を僅か に し か

残 さ な いの は 、 最終調整で あ る 叩き か弱 い た め で あ る のか 、 あ る い は 、 叩 き の あ と 2次調整 と し て ナ

デ を 施 し 、 磨 り 消 し て い る のか と い う 点 で あ る 。 叩 き 目の稜があ ま り つぶれて い な い 点 を 見れば、 叩

き 自 体が弱 い た め であ っ た と も 考 え ら れ る が、 凸帯の ヨ コ ナ デに よ り 消 え て い る も の、 かすかでは あ

る がナ デの痕跡 を 残す も のがあ る た め 、 1 次調整 と し て叩 き 目を 施 し 、 2 次調整 と し て ナ デ を 施 し 磨

り 消 し て い る も の と 理解 し た い 。 ま た 同様の形状 を 持 ち な が ら ま っ た ＜ 叩 き の痕跡 を 残 し て い な い も

の も 、 本来叩き 力咄位 さ れ て い る も の と 考 え た い 。 内面 を 観察す る と 、 平坦に調整 さ れて お り 、 当 て具

痕 を 全 〈 残 し て い な い。 板状工具の痕跡 を 残す も のが 多 く 、 外面 同 様 に ナ デに よ り 磨 り 消 さ れ て い る

と も 考 え ら れ る が、 器面の粒子が粗 く 、 輪積痕 も 比較的観察 さ れ、 当 て具痕 を 完全に磨 り 消す は ど丁

寧 な ナ デ を 施 し て い た と は 考 え に く い こ と か ら 現段階では叩き 時の当 て具の使用 は な か っ た も の と 理

解 し て お き た い。

格子目叩き を 施 す も の は 、 大形品 に 多 く 、 そ の 出 土 は 前方部主軸 ラ イ ン の北側に 集 中 し て い る 。 ほ

と ん ど が 3 mm前後の格子目で あ り 、 平行叩き に 比べ顕著 に そ の存在 を 観察す る こ と がで き る 。 叩 き の

後ナ デ を 施 し て い る が粗い も ので あ り 、 叩き 痕 を 消 そ う と し た 意図があ っ た と は 考 え 難 い。 た だ、 凸帯

の剥離 し た部分に ま で叩き 目が見 ら れ る も のがあ り 、 凸帯貼 り 付け以前に叩き が行 わ れ て い る 。 内面

の調整 は 平行叩 き を 施 し た も の よ り さ ら に粗い も ので あ る が、 そ こ に も 当 て具の痕跡 を 認め る こ と は

で き な い。

底部 は 幅 4 cm前後の粘土帯 に よ っ て 作 ら れて い る も のが多 い 。 3 本の粘土帯 を 接合す る こ と に よ っ

て 底部 を 作 り 出 し て い る も のがほ と ん ど で あ る が、 4 本の粘土帯 に よ っ て 作 り 出 さ れ る も の （図33-

67) も ま れ に 見 ら れ る 。 こ れ ら の接合部 を 観察す る と 、 両端が共に 内 側に 〈 る 粘土帯が存在 し て お り 、

底部の成形は こ の部分 よ り 始 ま っ た こ と が分か る 。 仮 に 新 し く 接合す る 粘土帯 を 前面 に 持 っ て き て い

る と す れば、 右 回 り に 作 ら れ た こ と に な る 。 底部の 内外面 に は 、 指、 板 な ど に よ る 底部調整は 見 ら れ

な い。 胴部 は幅 2 cmほ どの粘土紐に よ っ て形作 っ て い る ら し く 、 内面 に そ の痕跡 を 残 し て い る が、 巻

き 上げであ る のか 、 輪積み で あ る のか は分か ら な い 。

線刻 を も つ埴給が見 ら れ る 点 も 特色の一つ と い え よ う 。 線刻 は ヘ ラ な どの鋭い工具 を 用 い て描かれ

た も のであ り 、 幾何学的 に 配 し た 鋸歯状、 格子目状 と い っ た文様の ほ か 、 一定の形 を 示 さ な い も の ま

で雑 多 が見 ら れ る が、 小破片 が 多 く 、 そ れ ら が どの よ う な文様体 を 構成 し て い た か を 知 り 得た も のは

少 な い 。 そ の な か で ほ ぽ文様帯の構成 を 知 り 得 る も の と し て 注目さ れ る の は 図32に 見 ら れ る よ う な鋸

歯文様のモチー フ で あ る 。 こ れ に 近 い文様は 、 長野市駒沢新町 1 号祭祀遺構か ら 出 土 し た 胞形土師器

に も 見 ら れ、 陶質土器に 見 ら れ る 文様 と も 類似 し て い る 。 叩 き の後ナ デ を 施 す調整 と と も に 、 初期須

恵器の製作技法に酷似す る も の と い え よ う 。

赤色塗彩 を 持つ も の は 、 口 縁部が短い普通円筒埴輪、 朝顔形埴綸、 線刻 を持つ も の に 僅か に 見 ら れ

る が、 剥離が進 ん で お り 、 明確では な い。

黒斑は顕著 に 観察 さ れ る 。 そ れ は 外面の相対す る 位置 に 、 縦長に付着す る も ので あ る が、 稀に 一方

に し か観察 さ れ な い も のが含 ま れ て い る 。 （佐藤信之）
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図 径 (cm) 
部 位 出土位置 形 態 手 法 備

口 径 底径 最大径

普 通 円 筒 埴 輪

1 完 形 F S 中列 24. 7 28 9 29. 5 口縁 垂直で長 く 端部 は丸い 内 面 板状工具 に よ る タ テ の ナ 黒斑は対向す る位置

2 • 3 凸帯 M字形 2 本 デ に縦長に付着

ス カ シ 方形fcj丘い円 形 2 段に 1 対 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ 器高 6 0. 4 cm 

底部 ほ ぼ垂直

2 口 縁 F S 中列 25 8 30. 6 口縁 垂直で長 く 端部は丸い 内面 板状工具に よ る ナ デ 黒斑は対向する位置

胴 部 1 • 2 凸帯 M字形 外 面 ていね い な ナ デ に縦長 に付着

ス カ シ 円形 1 対 歪み あ り

3 口 縁 F S 中列 29. 0 29 0 口縁 やや外反 し端部は丸い 内面 ヨ コ の ナ デ

l 外面 -ffil fc. ヨ コ の ナ デ痕跡

4 口 縁 F S 中 列 28. 6 28 6 口縁 やや外反 し端部は 丸 く 内 内面 ナ デ

3 向 す る 外面 ナ デ

5 □  縁 F S ク 上 26 I 27 2 ロ縁 垂直で短か く 端部は丸い 内面 タ テ の 指 ナ デ 摩耗が進ん で い る

凸 帯 M字形 外面 ナ デ

6 口 縁 F頂 24. 7 勿. 3 口縁 垂直で短か く 端部 は平端 内面 ナ デ

凸 帯 M字形 に近い台形 外面 ナ デ

7 口 縁 F S ク 上 21. 3 22 6 口縁 垂直で短か く 端部 は 丸 い 内 面 指 ナ デ 外面 に赤色塗彩

凸帯 M字形 外面 ナ デ

8 口 縁 F S ク 上 22. 3 22 3 口縁 や や外反 し 短 か く 端部は 内 面 板状工具 に よ る ナ デ ？

• 中 丸い 外面 タ テ の ナ デ

凸 帯 M字形

9 口 縁 F S ク 上 18. 9 19 2 口縁 端部が つ ま み 出 し に よ っ 内 面 ナ デ

胴 部 て外反 外面 ナ デ

凸帯 台形

ス カ シ 方形に近い円形

10 口 縁 F S ク 上 24. 7 24. 7 口縁 外反 し短か く 端部は 丸 い 内 面 タ テ の ナ デ 外面に赤色塗彩

凸帯 M字形 外面 タ テ の ナ デ

1 1  口 縁 F S 下 19 3 19 3 口縁 外反 し 短か く 端部は丸い 内面 ナ デ

凸帯 M字形 外面 ナ デ

12 口 縁 F S ク 下 32. 6 32 6 口 縁 外反 し端部は丸い 内面 ナ デ

外面 ナ デ

13 口 縁 F S ク 上 29. 4 29. 4 口縁 ほ ほ＇垂直で端部は丸い 内 面 ナ デ

外面 ナ デ

14 基底部 F S 中列 29 I 32 1 凸帯 M字形 内面 ていね い な ナ デ 黒斑 は縦長に付着 し

胴 部 9 •  10 ス カ シ 円 形 2 段に 1 対 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ て い るが対向す る 部

底部 ほぼ垂直 分は不明

15 基底部 F S 中 列 26 3 31 3 凸帯 M字形 内 面 ナ デ 黒斑は相対す る位置

胴 部 下 ス カ シ 円 形 2 段 に 1 対 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ に付着

底部 やや内弯 • 粘土帯？ は 3本

16 基底部 F S 中 列 2 8  8 30 1 凸帯 M字形 内 面 板状工具に よ る ナ デ 摩耗が進んでいる

胴 部 4 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ 黒斑は縦長 に l ケ所

17 胴 部 F S ク 下 29. 6 凸帯 M字形 内 面 指 ナ デ及び板状工具に よ
ス カ シ 方形 に近い円形 る ナ デ

外 面 平行 タ タ キの ち ナ デ

18 胴 部 F S ク 下 31. 8 凸帯 M字形 内 面 て い ね い な ナ デ 線刻あ り

外面 ナ デ

19 胴 部 F S ク 下 31 9 凸帯 M字形 内 面 ナ デ接合部に板状の痕跡 黒斑あ り

外面 ナ デ

20 胴 部 F N ク 頂 23. 7 凸帯 M字形 内面 て い ね い な ナ デ 黒斑相対す る位置 に
列 3 • 6 外面 平行 タ タ キの ち ナ デ 1 対

21 胴 部 F S ク 中 32. 5 凸帯 M字形 内 面 ナ デ 黒斑あ り
列 2 外面 平行 タ タ キの ち ナ デ

22 胴 部 F S 中列 29. 9 凸帯 M字形 内 面 ナ デ 板状工具の痕跡
I ス カ シ 円 形 1 対 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

表 4 埴輪観察表( 1 )
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屡 径 (cm) 
部 位 出土位置 形 態 手 法 備

口 径 底径 最逗

23 胴 部 F S 中列 27. 9 凸帯 M 字形 内 面 ナ デ

7 外面 ナ デ

24 胴 部 F 頂列 2 41 9 凸帯 台形 内 面 ナ デ 朝顔形 か ？

ス カ シ 円 形 l 対 外面 ナ デ

25 基底部 F S ク 下 22 l 24 7 凸帯 M字形

胴 部 ス カ シ 2 段 に存在 す る が形状は 内 面 ナ デ

不明 外面 ナ デ

26 胴 部 F S ク 下 26 7 凸帯 M字形 内面 ナ デ 黒斑あ り

外面 ナ デ

27 胴 部 F S ク 中 25. 7 凸帯 M字形 内 面 指 ナ デ及び ナ デ 黒斑あ り

• 下 スカ シ 円形 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

28 朋 部 F S ク 上 23. 7 凸帯 M字形 に近い台形 内 面 ナ デ

スカシ 円形 ？ 外面 ナ デ

29 胴 部 F S ク 上 26 4 凸帯 台形に近い M字形 内面 ナ デ 板状工具の痕跡

外面 ナ デ

30 胴 部 F S ク 下 27. 4 凸形 M字形 内面 板状工具に よ る ナ デ

外 面 ナ デ

31 胴 部 F S ク 上 25. 4  凸帯 M 字形 内 面 板状工具 に よ る ナ デ 黒斑あ り

外面 ナ デ

32 胴 部 F S ク 下 24 8 凸帯 M字形 内 面 タ テ の ナ デ

外面 ナ デ

33 胴 部 F S ク 下 23 7 凸帯 M字形 内面 ナ デ 板状工具の痕跡

外面 て い ね い な ナ デ

34 胴 部 F S ク 上 24. 1 凸帯 M字形 内 面 タ テ の ナ デ 黒斑あ り

• 中 外面 ナ デ

35 胴 部 F S ク 下 25. I 凸帯 M字形 内 面 ナ デ ？ 摩耗が進んで い る

外面 ナ デ

36 胴 部 F S ク 中 25. 4 埴輪列 に埋設 さ れて い た も ので 内 面 ナ デ 一部にハケ状の痕跡 黒斑は相対す る 位置

列JO 当初 よ り 底部を欠いて使用 ？ 外面 ナ デ に縦長 に付着

37 基底部 F S ク 中 30. 9 32 1 底部 底近 く で 内 弯 ・ 粘土帯 ？ 内 面 ナ デ 黒斑あ り

列 2 は 3 本 外面 ナ デ

38 基底部 F S 中列 29. 6 31 2 底部 はば垂直 底近 く で厚 く 内 面 ナ デ 板状工具の痕跡 黒斑相対す る 位 置 に

6 な る 外面 平 行 タ タ キの ち ナ デ あ り

39 基底部 F S ク 下 34 9 37 2 底部 やや内弯 断面形はパ チ 内 面 ナ デ

状 外面 ナ デ

40 基底部 F 頂列 l 36. 7 38. 5 底部 やや内弯 断面は パチ状 内 面 板状工具 に よ る ナ デ 一方向 にのみ黒斑あ

粘土帯は 3 本 外面 板状工具 に よ る ナ デ り

4 1  基底部 R S 中列 31 . 1 31 8 底部 ほ ぼ垂直 断面はパチ状 内 面 ナ デ 黒斑は相対す る 位 置

2 粘土帯は 4 本 ？ 外面 ナ デ 板状工具の痕跡 に縦長 に付着

42 基底部 F S 中列 28. I 29 7 底部 は ほ垂直 底近 く で内弯 内 面 ナ デ 一部 に ハ ケ 黒斑あ り， 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

43 基底部 F S 中列 28 6 29 7 底部 やや内弯 内 面 ナ デ

1 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

44 基底部 F S 中列 26. 1 22. 0 底部 ほ ぼ垂直 板作 り 内面 ナ デ 板状工具の痕跡 黒斑相対す る位置IC

2 外 面 平行 タ タ キの ち ナ デ あ り

45 基底部 F S 中列 27 0 勿. 4 底部 ほ ば垂直 板作 り ？ 内 面 ナ デ

7 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

46 基底部 F N ク 頂 28. 7 29. 4 底部 垂直 底近 く でやや内 弯 内面 底部ハ ケ他は ナ デ 黒斑あ り

列 2 • 3 外面 ナ デ 板状工具の痕跡

47 基底部 F S 中列 27 9 28. 9 底部 はば垂直 内面 ナ デ 板状工具の痕跡 黒斑あ り

7 外面 平行 タ タ キの ち ナ デ

48 基底部 F S 中列 25. 8 27 8 底部 やや内 弯 内 面 ナ デ 黒斑あ り

8 外面 平行 タ タ キ の ち ナ デ

49 基底部 F S ク 中 27. 6 28 2 底部 垂直 内 面 ナ デ

列 9 外面 ナ デ

50 基底部 F N ク 頂 27. 8  28. 8 底部 ほぼ垂直 底近 く で厚 く 内 面 ナ デ 黒斑は 一方向のみ付

列 1 な る 外面 タ タ キ の ち ナ デ 着

表 5 埴輪観察表(2)
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図 径 (c叫
部 位 出 土位置 形 態 手 法 備

口径 底径 最逗

5 1  基底部 R S 中列 26. 7 28、 0 底部 やや内弯 内 面 ナ デ

I 外面 平行タ タ キ の ち ナ デ

板状工具の痕跡

52 基底部 F S ク 中 27. 0 30. 0 底部 やや内 弯 粘土帯 ？ は 3 内面 ナ デ 板状工具の痕跡 底部 に網代痕 黒斑

列 8 本 ？ 外面 板状工具 に よ る ナ デ は相対する位置 に付

著

53 基底部 F S ク 中 27 8 30. 6 底部 やや内 弯 内 面 ナ デ 板状工具の痕跡 底部に網代痕

列 I I 外面 平行 タ タ キのち板状工具

の ナ デ

54 基底部 F S ク 中 27. 3 30 1 底部 内弯 底近 く で厚 く な る 内 面 ナ デ 底部に網代痕

列 1 外面 タ タ キ のち ナ デ

55 基底部 F S ク 中 26 6 28. 6 さ部 内 弯 す る 帖土帯は 3 本 内 面 ナ デ 黒斑あ り

列 6 外面 ナ デ

56 基底部 F S ク 中 26. 1 27 5 底部 ほぱ垂直 粘土帯は 3 本 内面 ナ デ 一部ハケ 黒斑は 一方向にのみ

列 4 外面 ナ デ 板状工具の痕跡 付着

57 基底部 F S 中列 27. 3 31 I 底部 やや内弯 内 面 ナ デ 黒 斑は一方向 I四）み

5 外面 平行 タ タ キの ち ナ デ 付着

58 基底部 F S ク 中 26 2 28 6 凸帯 台形 内 面 ハ ケ の ち ナ デ 黒斑は相対す る位置

列 12 底部 はば垂直 外面 ハ ケ の ち ナ デ に縦長に付着

59 基底部 F S ク 上 21. I 22 3 底部 ほば垂直 内面 タ テ の指 ナ デ 黒斑あ り

外面 板状工具に よ る ナ デ

60 基底部 F S ク 中 2 1  8 24 0 底部 やや内弯 紐作 り の可 能 内 面 ナ デ

列 1 2 性 あ り 外面 ナ デ

6 1  基底部 F N ク 頂 20. 5 22. 3 底部 やや内弯 内面 ナ デ

列 3 • 4 外面 ナ デ 板状工具の痕跡

62 基底部 F N ク 頂 22 4 'Z/. 0 底部 やや内弯 粘土帯は 3 本 内 面 板状工具 に よ る ナ デ

列 4 • 5 外面 板状工具 に よ る ナ デ

63 基底部 F N ク 頂 23. 0 26. I 底 部 やや内弯 粘土帯 ？ は 3 内 面 ナ デ 黒斑は相対する位置

列 4 本 外面 ナ デ に縦長 に付舒

64 基底部 R S 中列 22. 4 25 7 底部 や や 内 弯 紐作 り の可能 内 面 板状工具 に よ る ナ デ 黒斑は 一方向に縦長

3 性あ り 外面 ナ デ 板状工具の痕跡 に付着

65 基底部 F S ク 中 23. 8 25. 7 底部 や や 内 弯 粘土帯 ？ は 3 内 面 ナ デ 黒斑は相対す る位置

• 下 本 外面 ナ デ 板状工具の痕跡 に縦長に付行

66 基底部 F S ク 中 21.  6 24 5 底部 やや内 弯 粘土帯 ？ は 3 内 面 ナ デ 板状工具の痕跡 黒斑は 一方向にのみ

列 1 3 本 外面 ナ デ 板状工具の痕跡 縦長 に付著

朝 顔 形 円 筒 埴 輪

67 基底部 F S ク 中 35. 3 36. 2 凸帯 突出度高い 内 面 ヘ ラ ナ デ ？ 鋸歯状の線刻あ り

胴 部 列14 スカシ 円形 2 段 と 3 段に 1 対 外面 ナ デ、 ヘ ラ 状の痕跡

底部 ほぼ垂直 断面 は バチ状

68 基底部 F N ク 下 31 .  I 33 1 凸帯 M字形 タ タ キ の ち 貼付 内面 ナ デ一部ハ ケ 黒斑あ り

胴 部 底部 やや内弯 枯土帯 ？ は 3 外面 格子 タ タ キの ち ナ デ 普通円筒の 可能性あ

本 り

69 基底部 F N ク 下 30 5 34. 0 凸帯 M字形 と 方形 内面 指 ナ デ 黒斑は相対す る位置

粗 部 底部 は ほ
’
垂直 断面はパチ状 外面 格子 タ タ キの ち 一部 ナ デ に斑状に付沼

70 口 縁 F S ク 中 36. 3 36 3 口縁 大き く 外反 し 端部は丸い 内 面 ヨ コ ナ デ

列 1 2 外面 ヨ コ ナ デ

7 1  頸 部 F S ク 下 33. 4 スカシ 円 形 内 面 ナ デ 、 板状工具の痕跡

外面 ナ デ

72 頸 部 F S ク 下 22 9 凸帯 丸味を持つ三角 形 ？ 内 面 ナ デ 接合痕顕著 赤色塗彩 あ り

外面 ナ デ

73 頸 部 F S ク 下 22 9 内 面 ナ デ 赤色塗彩あ り ？

外面 ナ デ

74 頸 部 F N ク 上 25. 0 凸帯 突出度高い 内面 ナ デ 黒斑あ り

外面 ナ デ

表 6 埴輪観察表(3)
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B 土師器

出土 し た 土師器のほ と ん ど は 、 後円部墳頂墓壊上部及び周 縁 よ り 検出 さ れた も ので あ る 。 こ の他 に 、

後円部の各ト レ ンチ内 か ら も 、 墳頂 よ り 転落 し た と 推定 さ れ る 少量の土師器破片 を 検 出 し て い る 。 土

師器は破片総数百点 を 越 え る が、 細 片 と な っ て い る も のがほ と ん ど で あ り 、 接合作業に よ っ て 全形 を

知 り う る 復元がな さ れ た 個体 は 存在 し な い。

( 1 ) 壺 （図34)

1 は 口 径15cm 、 頸径 9 cmの 口 縁部破片 で あ る 。 受 口 状の有段 口 縁 を 呈 す る が、 段の稜線は 明瞭では

な く 、 有段 口 縁 で も 末期的 な 形態 と い え よ う 。 内外面 は と も に ヘ ラ 磨 き に よ り 調整 さ れて い る 。 2

3 は 同 一個体の可能性が考 え ら れ る 上半部破片 で あ る 。 口 縁部 は 有段 口 縁 で あ り 、 端部 を 欠損す る が

1 と 同 様の形態 が予 想 さ れ る 。 頸部 は 強 く 屈 曲 し 、 胴部 内面 に は 巻き上げ痕が明 瞭 に 観察 さ れ る 。 ロ

縁部 内外面 及び胴部 は ヘ ラ 磨 き に よ り 調整 さ れ て い る 。 4 は 口 径13cm頸径 8 cmの 口 縁部 で あ り 、 やや

小形品 であ る 。 内外面 と も に ヘ ラ 磨き さ れ て い る が、 外面 で は縦方向の暗文風に 仕上げ ら れて い る 。

5 は 頸径12cmの頸部破片 で あ る 。 焼成が悪 く 摩耗が著 し い が、 ヘ ラ 磨 き に よ り 調整 さ れ、 頸部下の内

面 に は 指押 え の痕跡 を 残 し て い る 。 6 - 8 は 底部破片 で あ る 。 6 · 8 は 底面 を 削 り に よ り 成形 し て お

り 、 外面 は ヘ ラ 磨き 、 内 面 は ナ デに よ り 調整 さ れて い る 。 7 は 凹底 を 呈 し 、 内 外面 ナ デ調整 に よ る 。

上記壺 と 判 断 し た 個体の焼成 は 良好であ り 、 胎土 も 概ね一致 し た状況に あ り 、 色調は灰褐 色 を 呈す

る 。 た だ し 、 5のみ 焼成 が悪 〈 、 色調 も 赤褐色 を 呈 し て お り 異質であ る 。 ま た 外面 に は 全ての個体 に 、

鈍い 赤褐色の焼成前の塗彩 を 認め る こ と ができ る 。 な お 、 各実測個体に は 、 接合関係 を 認め得 な い が、

2 · 3 · 8 と 4 · 6 は そ れ ぞ れ 同 一個体に属す る 可能性が高 い も の と 思 わ れ る 。

こ の他、 実測不能の個体が 多数存在 す る 。 底部破片 を 抽 出 す る と 、 実測個体 と は 別 に 5個体が確認

さ れ る た め 、 底部破片 に よ り 判別 さ れ る 壺個体数は 8 個体 を 算 出 す る こ と と な る 。

( 2 ) 高坪 （ 図35)

個体数が 多 い も のの、 全形 を 知 り う る も のが存在 し な い た め、 以下各部位 に 分 け て そ の形態 に つ い

て 述べ る 。

坪部 は 有段 口 縁の形態 を 呈す る も ので あ り 、 次の 3 形態 に 分類 さ れ る 。

坪部 a 類 ( 9 )

口 縁部が外反 す る も ので、 坪底部 と の段はやや不明瞭であ る 。 口 径は 18 . 4cm を 測 り やや大形 と な る 。

杯部 b 類 (10- 17)

ロ 縁部 は 直 に伸び、 僅 か に外反 ぎ み で あ る 。 坪底部 と の段 は 明 瞭 で あ り 、 稜線上部 に は 凹面が形成

さ れて い る 。 口 径は 14 - 16cm であ り 、 a 類 に 比較 し て 小形であ る 。

坪部 C 類 (18)

段が 2 段 に わ た る も のであ り 、 段の稜線は 凸帯状 を 呈 し て い る 。 口 縁部 を 欠損 し て い る が、 口 径は

20cm前後に な る と 思 わ れ る 。
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図34 土器実測図① ( 1  : 3 )  

脚部 は 、 柱状の筒部 に 大き く 開 い た 裾部 を 取 り 付 け た 形態 を 呈 す る も ので、 筒部の法量差な ど か ら

次の 2 形態 に分類 さ れ る 。

脚部 a 類 (21 -27)

筒部が 8 - 9 cmの長 さ を も ち 、 裾部への移行部 で径 6 cm 内外の開き を 有す る 。

脚部 b 類 (28 -31 )

筒部が 6 cm 内 外の長 さ を も ち 、 裾部への移行部の開 き は 5 cm以 内 に と ど ま る 。

脚部 a , b 類 は 、 内 面 に し ぼ り 痕 を 残す点 と 、 上半の坪部 と の接合部付近がヘ ラ 削 り に よ り 調整 さ

れ て い る 点 は 共通 し て い る が、 a 類が内面下半 に 明 瞭 な巻き上げ痕 を 有す る の に 対 し 、 b 類 に は その

痕跡か残 さ れ な い 点 に お い て 相違す る 。 ま た 、 坪部 と の接合面 は 、 い わ ゆ る ホ ゾ状の突起 に よ っ て充

填 さ れて い る が、 脚部 a 類に は 砲弾形 (23 · 24) 、 脚部 b 類 に は砲弾形の先端つ ま り 脚 内 に 挿入 さ れた

下端部が指頭に よ り 押 し 潰 さ れ た 形態の ホ ゾ (15 · 19) が伴 う 。 こ の 2 種類の ホ ゾは 、 出 土個体中 、 坪

部 あ る い は 脚部 に 伴 う 個体が 6 例 を 数 え る が、 本体 よ り 剥離 し て ホ ゾのみの粘土塊 と し て検出 さ れ た

も のが14個存在す る 。 そ の剥離状況 を 観察 す る と 、 砲弾形の も の は 上面が坪部 内面 と し て形成 さ れ て

い る の に た い し て 、 下端が押 し 潰 さ れ た も のは 脚 に 挿入 さ れ た 後 に 、 更 に 上面 に 坪部内面 を 形成 す る

粘 土板 を 覆 っ て い る も ので あ り 、 そ れ ぞ れか成形方法 を 異 に し て い る 点 が理解 さ れ る 。

以上、 坪部 と 脚部 に つ い て形態分類 し た が、 次に こ の分類に 基づき 、 胎土、 焼成、 成形、 調整の諸

要素 を 加味 し な が ら 、 想定 さ れ る 型式 を 抽 出 し て み た い 。

A 型

坪部 a 類 を 指標 と す る 。 焼 成 は やや悪 く 、 黄褐色 を 呈 し た 軟質 で あ る 。 脚部 は a 類 に 近 い か、 成形

調整方法が a 類 と は 異 な り 、 内面上半がナ デ、 下半がヘ ラ 削 り に よ る 。 ホ ゾは b 類 に 伴 う 下端が押 し
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潰 さ れ た 形態 を 呈す る 。 外面及 ぴ坪部 内面 は ヘ ラ 磨 き に よ り 調整 さ れ、 坪部 内外面 は放射状の暗文風

に施 さ れ る 。 概 し て 器壁 は 薄 く 、 成形 自 体は 精緻 な も の と い え よ う 。

B 型

坪部 b 類 を 指標 と し 、 脚部 a , b 類の組み合わせが考 え ら れ、 脚部 a 類 を Ba型 、 脚部 b 類 を Bb型 と

す る 。 両 者の違 い は 、 脚部 a , b 類の法量差 と 成形方法の違 い に 基づ く が、 基本的 に は 同 一型 式 と し

て把握すべ き で あ ろ う 。 焼 成 は 良好であ り 、 灰褐色 を 呈 し た 硬質 で あ る 。 外面及び坪部 内面 は ヘ ラ 磨

き に よ り 調整 さ れ、 磨 き の方 向 は 一定せず 、 ほ ぽ全面が丹念 に 磨 か れ て い る と い っ て よ い。 器壁は厚

め であ り 、 全体的 に ボ ッ テ リ と し た 外観 を 呈す る 。

C 型

坪部 C 類 を 指標 と し 、 焼成色調、 成形調整は A 型 に 近似す る 。

高坪の全個体数は 、 検 出 さ れ た 破片 か ら 推定 し て 30個体 を 越 え る も の と 思 わ れ る 。 こ の う ち 大 多数

を 占 め て い る も のが B 型 で あ り 、 Ba と Bb型 が同比率で存在す る 。 こ れ に対 し て A 型 、 C 型 は 各 1 個体

し か確認 さ れ な い。 A 、 C 型 は 一般の集落遺跡 よ り 出 土す る 高坪 と 大差 な い も の と 判 断 さ れ る が、 B

型 は 成形調整方法の面 か ら 言 え ば特殊 な 様相 を も つ高坪 と い え よ う 。 そ の特殊性 に つ い て は 、 坪部 と

脚部 と の接合状況に 表 わ れて い る 。 一般的 に 、 同種の高坪の成形は 、 脚部 と 坪部 と を 別工程に よ り 作

出 す る た め、 杯部 と 脚部 と の接合面 に お い て剥離 し やす い。 ま た 、 接合に と も な い 坪部 に付随 し た ホ

ゾ状の突起 を 脚部 に 挿入す る 例が 多 い 。 こ れ に 対 し て 、 B 型 に は 、 坪部 と 脚部 と の接合に よ る 擬 口 縁

が観察 さ れず 、 ホ ゾ状の突起 も 、 接合 を目途 と す る と い う よ り も 、 単 に 坪底部 内面の穴、 脚部上端の

穴 を 充填す る のみ に 用 い ら れ て い る ら し い 。 こ れは 、 本体 よ り ホ ゾのみが剥離 し た 例が 多数存在 す る

こ と か ら も 肯定 さ れ る 点 で あ り 、 B 型 に 関 し て は 、 杯部 と 脚部 と がほ ぽ 1 工程 に近い形で成形 さ れ て

い る も の と 理解 さ れ る 。 ま た 、 脚部 内面の調整が、 上半のみ を ケ ズ リ に よ り 仕上げて い る 点 は 、 類例

を 知 ら な い が、 恐 ら 〈 は その特殊 な成形方法に 関連す る 要素 と な る も ので あ ろ う 。

( 3 ) 出 土土師器の特殊性

後円部墳頂 よ り 出 土 し た 土師器は 、 推 定 さ れ る 個体数が40個体 を 越 え る も の と 考 え ら れ る が、 その

う ちの 8 割が高 坪 に よ り 占 め ら れ て お り 、 残 り が壺 に 比定 さ れ る 。 そ の器種組成か ら も 明 ら か な と お

り 、 埋葬施設上部での、 供献 を 中 心 と し た 祭祀用遺物 と し ての性格が導か れ る 。

こ の土師器高坪の 中 で、 主体 と な る の は B 型 であ り 、 そ れが、 一般 に 見 ら れ る 高坪 と は 様相 を 異 に

し て い る 点 は繰 り 返 し 述べ な い が、 所見 を 付け加 え れば、 か な り 規格性 を 意識 し な が ら 一時的に大量

生産 さ れ た 製 品 であ る と い う 印象 が強 く 感 じ ら れ る 。 そ の焼成 と 胎土の状況は 、 墳丘 に 樹立 さ れた埴

輪に近似 し 、 こ の特徴は 壺の大多数に も 共通す る 要素 で あ る 。 調整技法の な か に 、 ハ ケ メ が認め ら れ な

い 点 も 土師器製作技法の上か ら 見 れば特殊 な 様相 と い え る 。 こ の ほ か に根拠を持た な い た め、 危険な

推論 と な る か も し れ な い が、 同土師器の製作者 を 埴輪製作者 と 関連 さ せて理解す る こ と も 可能か と 思

わ れ る 。 出 土土 師器が高坪 B 型 を 主体 と し て構成 さ れ る 点か ら 、 極め て短期間の う ち に 供献が完結 し

た と 判 断す る な ら ば、 墳頂への供献 を 前提 と し て 製 作 さ れ た 特殊 な土師器 と し ての性格 も 否定 さ れ る

も ので は な い だ ろ う 。 （青木和明）
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C 鉄 鏃 （図36 · 37)

a 類 大形の柳葉形の も の を 一括す る が、 鏃身部等の形態差 よ り a 1 - a 3 類 に 細別 さ れ る 。

a 1 癸頁 ( 1 - 3 )  

鏃身部は両丸造の柳葉形 を な し 、 関部か ら 内 弯 ぎみ に 箆被部へ移行す る 形態 を 呈す る 。 箆被部は や

や幅広の断面長方形 を な し 、 箆被は 関箆被であ る 。 断面 円 形 に 近 い 茎 が付す。 1 は 茎 部 を 欠損す る が、

2 · 3 は は ぽ完形で あ る 。 1 · 2 は 茎部 に 木質が残 存す る が 2 は そ の 上 を お お う 樹皮 も 遺存 し て い る 。

法量に は 、 やや個体差があ る が、 形態 は ほ ぼ同 一 と い え よ う 。

a 2 委員 ( 4  - 7 )  

鏃身部は両丸造の柳葉形 を な す が、 関部か ら 直線的 に 箆被部へ移行す る 形態 を 呈す る 点、 a 1 類 と

異 な る 。 箆被部は 断面長方形 を 呈 し 、 箆被は 関箆被で あ る 。 断面 円 形 に 近 い 茎 が付す。 4 を 除 き 完形

品 で あ る 。 い ず れ も 茎部 に は 木質の残存が認め ら れ る が、 6 は そ の上 を お お う 樹皮 も 残存 し て い る 。

a 3 類 ( 8 )

大形の柳葉形 を な すが、 鏃身部 は 片 丸造 で、 刃 部幅 も a 1 · a 2 類 に比較 し て やや狭 い 。 8 の 一例

の み で あ る が関 か ら 直線的に 箆被部へ移行す る 形態 を 呈 し 、 箆被は 関箆被 であ る 。 茎部は樹皮 が良好

に 遺存 し て お り 、 断面 円 形 を 呈す る 。

b 類 柳葉形 を 呈す る が、 a 類 に 比較 し て鏃身部の短い形態の も の で b l 、 b 2 類 に 細別 さ れ る 。

b 1 委頁 ( 9 )  

鏃身部が両 丸造の柳葉形 を 呈す る も の。 9 の 一例 の み で あ る が、 関部か ら 直線的に 箆被部へ移行す

る 形態 を な し 、 箆被は 関箆被で あ る 。 断 面 円 形 に 近 い 茎 が付す。

b 2 委員 ( 10) 

鏃身 部が片 丸造の柳葉形 を 呈す る も の。 10の一例 の み で あ る が関部か ら 直線的 に 箆被部へ移行 し 、

箆被は 関箆被で あ る 。 a 類、 b 1 類 に 比較 し て箆被部がやや長 い 。 茎部に は 木質が残存 す る 。

C 類 (11 )

圭頭斧箭式の も の であ る が、 11の 一例が存す る の み で完形 品 で あ る 。 鏃先端 は 端 刃 を な し 、 鏃身部

と 箆被部の 区別がな く 、 箆被は 、 関箆被 を な す。 ま た 茎部は 断面長方形 を な す。

d 類 鏃身部が長三角形の も の を 一括す る か、 鏃身部等の形態差 よ り d 1 - d 4 に 細別 さ れ る 。

d 1 類 ( 12)

鏃身部は 片 丸造で、 関 は 直角 関 に 近 い 形態 を と る 。 箆被部 は 断面長方形 を 呈 し 、 箆被は 関箆被 を な

す。 茎部に は 木質が残存 し 、 茎の断面 は 、 円 形 を 呈す る 。

d 2 類 (13- 18)

鏃身部は 片 丸造で、 関部は 内 弯 ぎみ に箆被部へ移行す る 形態 を 呈す る も の。 箆被部 は 、 a · b 類 に

比較 し て 長 い が、 鏃身部長の 1 . 5倍未満の も の が主体 を し め る 。 箆被は 、 い ず れ も 関箆 被 を なす。 14 ·

16 · 17は 、 茎 部 に 木質が残存す る 。 18 は 、 鏃身部が長三角 形 と い う よ り も 、 柳葉形に 近 く 、 b 類 に 含
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図36 鉄鏃実測 図① ( 1  : 2 )  
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図37 鉄鏃実測図② ( 1 : 2 ) 

゜ 5 cm 

番号 型式 全長 鏃身 箆被 茎長 鏃 身 重 量 番号 型式 全長 鏃身 箆被 茎長 鏃 身 重量

cm 長cm 長cm cm 断 面 g cm 長cm 長cm cm 断 面 g 

1 a 1 10 . l  6 . 2  1 .  5 両 丸造 14 . 2  14  d 2 9 3 3 . 9  3 . 0  片 丸造 9 . 4  

2 a 1 10 . 1  5 . 5  1 .  3 3 . 3  両 丸造 12 . 2  15 d 2  7 . 8  3 .  I 4 . 1  片 丸造 1 4 . 8  

3 a 1 10 . 4  5 4 1 . 7  2 . 8  両 丸造 14 . 0  1 6  d 2 9 . 4  3 . 0  3 . 7  片 丸造 7 . 9 

4 a 2 10 . 0  5 . 6  1 . 4  3 . 2  両 丸造 1 5 . 8  17 d 2 10 . 6  3 . 0  3 . 8  3 . 8  片 丸造 10 . 7 

5 a 2 10 . 6  5 . 9  1 3 3 . 1  両 丸造 1 6 . 0  18 d 2 10 . 6  3 . 2  3 . 7  3 . 7  片 丸造 10 .  7_ 

6 a 2 1 1 . 0  5 5 2 0 3 . 5  両 丸造 1 7 . 6  19 d 3 10 . 2  3 . 2  3 3 3 . 6  片 丸造 1 2 . 4  

7 a 2 1 1 . 8  5 . 7  1 . 8 4 . 0  両丸造 16 . 7  20 d 3  1 0 .  7 3 . 3  3 . 3  3 . 9 片 丸造 1 0 . 4  

8 a 3 10 .  9 5 . 8  1 . 5  3 . 5  片 丸造 1 1 . 3  2 1  d 3  8 5 3 . 1  片 丸造 1 2 . 1  

， a 1 8 . 0  3 . 5  1 . 8 両 丸造 10 . 0  22 d 3 10 . 3  2 . 8  3 7 3 . 8  片 丸造 1 3 . 9  

10 b 2  9 . 2  3 . 4  3 . 6  2 . 7  片 丸造 10 . 6  23 d 3 8 . 7  3 . 0  3 . 7  片 丸造 9 . 5  

1 1  C 1 1 .  2 7 . 3  3 . 9  1 5 . 8  24 d 3 4 . 8 片 丸造 5 . 5  

12  d 1 9 . 4  2 . 7 4 . 2  片 丸造 9 . 7  25 d 4 9 . 6  3 . 1  3 . 4  3 . 1  片 丸造 10 . 3  

13  d 2 9 . 2  3 0 3 . 9  片 丸造 14 . 6  26 d 4  8 . 8  2 . 7  3 7 2 . 4  片 丸造 8 . 1  

表 7 鉄鏃計測値
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めて考 え るべきかもしれない。

d 3 類 (19- 24)

鏃身部は片丸造で、 関部は d 2 類に比べ不明瞭で、 関無に近い形態のもの。 19 · 20 · 24はやや大形

のものである。 箆被はいずれも、 関箆被をなす。 19 · 22は茎部に木質が残存する。

d 4 委員 (25 · 26) 

鏃身部は、 片丸造で、 関無のものである。 箆被はともに関箆被をなし、 25は茎部に木質が残存する。

この他、 27 · 28は頸部残片、 29 -35は茎部残片である。 3 1は、 断面方形をなす。

各鉄鏃の計測値、 重量等は、 表7 に示した。 重量について 、 各類 ご と に 、 比較的良好な遺存状況の

ものの平均値をあ げると、 a 類 15. 2 g 、 b 類 10 , 3 g , C 類 15. 8 g 、 d 類 11 . 2 g である。

なお、 鉄鏃の出土状況は、 出土状況微細図 （図2 1) に見るとおり、 北石室現存部の 中 央西寄りと 、

中 央東寄りの 2 箇所に集 中 している。 中 央東寄りでは、 2 - 7 · 1 1等の a · C 類、 中 央西寄りでは、

14 · 16 - 19 · 22 · 23 · 25 · 26等の d 類が認められ、 大きな 2つの型式別に埋納された可能性がうかが

われる。 また、 図21には示されていないが、 1は北石室攪乱層内、 15 · 21は北石室床面から出土して

いる。 （千野 浩）

本稿で使用 し た 鉄鏃、 な ら ぴに 、 各部位の 名 称等 に つ い て は、 後藤守ー 1939 「上古時代鉄鏃の年代研究」

『人類学雑誌j 第54巻第4 号 、 小久保徹 他 1983 「埼玉県に お け る 古墳 出 土遺物の研究 I ー 鉄鏃に つ い て」

「研究紀要 1983J 埼玉県埋蔵文化財調 査事業団、 に よ る と こ ろ が大 き い。
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D 短 甲 （図38)

短甲の残欠 が、 墓塘 な らびに墓塘周 辺 よ り 、 6 点 出 土 し て い る 。

1 は帯金の残欠 と 思 わ れ る 。 幅2 . 9cm 、 長 さ は 、 現存長で、 約 10cmで あ る 。 上段 に は 3 個、 下段 に は

4個の穿孔が認め ら れ、 そ れ ぞ れ に 革綴の痕跡が明 瞭 に確認でき る 。

2 - 6 は 地板の残欠 で あ ろ う 。 2 は 長方形を 呈す る と 思わ れ、 幅4 . 0cm、 長 さ は 現存長で5 . 7cmで あ

る 。 上下 に 、 そ れ ぞ れ 1 個の穿孔がな さ れて い る 。 3 も 長方形 を 呈す る と 思 わ れ、 幅3.5cm 、 長 さ は 現

存長で 5 cmであ る 。 穿孔は 認 め ら れ な い 。 4 は 最大幅3 . 3cm 、 長 さ は 現存長で4.7cmで あ る 。 1 個の穿

孔 を 有す る 。 5 は 三角 板の可能性があ り 、 長 さ は現存長で4 . 5cm で あ る 。 中 央付近に 2個の穿孔が認め

ら れ、 各 々 が表 と 裏面 に 革綴の痕跡 を 明確 に 残 し て い る 。 6 は 、 詳細は不明 と い わ ざ る をえ な い が 、 や

は り短甲の残欠 であ ろ う 。 最大幅 で2 . 4cm を は か る 。

い ず れ も 小破 片 で あ り 、 こ れ だ けの資料 を も っ て短甲の型 式 を 類推 す る のは 危険で あ る が、 5 の よ

う な三角板 と 考 え ら れ る も のの存在 よ り 、 こ れ ら は 三角 板革綴短甲 で あ っ た 可能性が高 い と い え よ う 。

う 。 （千野 浩）
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図38 短甲実測図 ( 1 : 2 ) 
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E 玉 類 （図39)

玉類は 、 計26個出 土 し て お り 、 こ れ ら は 以下の よ う に分類でき る 。

a 類 ガ ラ ス 製玉で、 色調は い ず れ も コ バルトプルー を 呈 し 、 材質 も は ぽ 同 一 と 思 わ れ る 。

大き さ 、 形態等か ら 、 a 1 - a 3 類 に 、 細分 し 得 る 。

a 1 類 ( 1 - 5 )  径 7 mm以上のやや大形の も の で、 形態 は 円形に 近 い 。

a 2 類 ( 6 - 14)  径 5 - 6 mm前後のやや小形の も ので、 形態 は 、 a l 類同様、 円形に 近 い 。

a 3 類 (15- 19) a 1 類、 a 2 類 に 比べ、 小形の も ので形態 は 円形 と い う よ り も 、 む し ろ 臼玉 に 近 い

形態 を 呈す る も ので あ る 。

b 類 (20 - 25) ガ ラ ス 製小玉で、 扁 平 な形態 を 呈す る も の。 色調は い ず れ も 淡緑色 を 呈 し 、 材質 も 同

じ であ る 。

C 類 (26) 滑石製臼玉であ る 。 26の 1 例のみ検出 さ れ た 。

次に こ れ ら の出 土状況 に つ い て で あ る が、 第 1 次調査 ト レ ンチ覆土内、 特 に 盗掘 に よ る 攪乱廃土内

よ り 出 土 し た も のが 多 く 、 詳細は不明 と い わ ざ る を 得 な い。 し か し 、 確認 し 得 え た 範囲 に お い て は 、

a 類、 C 類は北石室か ら 、 b 類は南石室か ら のみ 出 土 し て お り 、 両石室間 に 差異が存在 す る 可能性 も

あ る 。 ま た 、 北石室の a 類 は 、 a 1 類、 a 3 類が出 土 し て い る が、 a 1 類、 a 2 類 と a 3 類 と は形態

的 に 異 な り 、 北石室に は 2種類の装身具が埋納 さ れ て い た 可能性 も あ る 。 （千野 浩）

番号 型 式 高 さ 径cm 孔径 出 土 位 置 番号 型 式 高 さ 径cm 孔径 出 土 位 罹

1 a 1 0 . 93 1 . 02 0 . 21 ト レ ン チ墳頂 14 a 2  0 . 59 0 71  0 . 18 北 石 室 床

2 a 1 0 . 63 0 82 0 . 1 7 北 石 室 床 15 a 3  0 . 40 0 . 55 0 . 1 5 ト レ ン チ墳頂

3 a 1 0 . 69 0 . 74 0 . 22 北 石 室 床 16 a 3  0 . 40 0 . 5 1  0 . 19 ト レ ン チ墳頂

4 a 1 0 . 78 0 . 70 0 . 1 1 ト レ ン チ墳頂 17 a 3  0 . 35 0 . 55 0 . 1 5 南石室床直上

5 a 1 0 . 74 0 . 70 0 . 17 北石室床直上 18 a 3  0 . 32 0 . 45 0 . 1 1 北 石 室 床

6 a 2  0 . 59 0 . 63 0 . 16 ト レ ン チ墳 頂 19 a 3  0 . 26 0 . 44 0 . 10 北 石 室 床

7 a 2 0 . 62 0 . 68 0 . 18 ト レ ン チ墳頂 20 b 0 . 20 0 . 40 0 . 14 南石室床直上

8 a 2 0 . 60 0 . 70 0 . 19 ト レ ン チ墳頂 21 b 0 . 28 0 . 35 0 . 1 2 南 石 室 床

， a 2 0 . 63 0 . 74 0 . 1 7 ト レ ン チ墳頂 22 b 0 . 23 0 . 39 0 . 1 2 ト レ ン チ墳頂

10 a 2 0 . 60 0 . 62 0 . 16 ト レ ン チ墳頂 23 b 0 . 20 0 . 36 0 . 10 ト レ ン チ墳頂

1 1  a 2  0 . 64 0 . 58 0 . 16 ト レ ン チ墳 頂 24 b 0 . 24 0 . 35 0 . 1 2 ト レ ン チ墳頂

12  a 2  0 . 64 0 . 64 0 . 1 7 ト レ ン チ墳頂 25 b 0 . 19 0 . 28 0 . 08 ト レ ン チ 墳頂

13 a 2  0 . 58 0 . 60 0 . 19 南 石 室 床 26 C 0 . 22 0 4 1  0 1 2  北 石 室 床

表 8 玉類計測値
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F そ の他の 遺物

こ こ では 、 2 次的に 混入 し た と 判 断 さ れ、 直接古墳に 伴 わ な い 遺物 を 扱 う こ と と す る 。

( 1 ) 須 恵 器 （図40- 1 · 2 ) 

1 は 坪 ％ 破片 で あ り 、 前方部墳頂の埴輪破片 集 中 地点 よ り 検出 さ れた も ので あ る 。 内外面 と も ロ

ク ロ メ を 明 瞭 に 残 し 、 底部 は 回転ヘ ラ 切 り に よ る も の と 考 え ら れ、 静止ヘ ラ 削 り に よ り 調整 さ れてい

る。 2 は 、 底部のみの破片 であ り 、 く びれ部北側の上段丘 よ り 検出 さ れ た も のであ る 。 回転ヘ ラ 切

り 痕 を 残 し 、 ナ デに よ り 若干の調整 を 施 し て い る 。 両者 と も 、 8 世紀代の遺物 と し て 位置づけ ら れ よ

ブ o

陶磁器 （図40- 3 - 8 )  

全て 後円部墓塘盗掘坑の攪乱層 中 よ り 出 土 し た も ので あ る 。

3 は 、 珠洲 系陶器の壺 口 縁部 と 考 え ら れ、 同 一個体の深 い刻み に よ る 並行叩き痕 を 有す る 胴部破片

も 出 土 し て い る 。 焼成が悪 く 、 軟質であ り 灰 白 色 を 呈す る 点 、 珠洲系 と は 断定 し 難 い が、 中世須恵器

系陶器 と 判 断 し て 大過 無 い も の と い え る 。 4 · 5 は 内外面 自 然釉 を 有 す る 常滑壺破片 と 考 え ら れ る 。

底部付近 に は わ ず か に ハ ケ メ を 観察す る こ と ができ る 。 6 は 、 ほ ぼ完形の松代焼紅鉢で あ る 。 松代焼

は 、 当 地に お い て 江戸時代に操業 さ れ た 近世陶器 で あ り 、 そ の 出 自 は 明確であ る 。 7 · 8 は 、 磁器で

あ り 、 明 治 時代 を さ かのぽる 所産では な い 。

こ-磨． ．［ぶ{,, 2 

, . · ·,� ;·浴-'fr . .  ・ ，

（ ノ

� 戸‘

4
 

3
 

,;,)\ 幼績以［二ニこ：：
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図40 そ の他の遺物① ( l : 4 )  
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3 

t 
図41 そ の他の遺物② ( 1 : 1 )  

4
 

5
 m

 
c

 
5
1
 

銭 貨 （図41)

1 · 2 は 「！煕寧元宝」 、 3 は 「元祐通宝」 、 と も に北宋銭で あ る 。 4 · 5 は 「寛永通宝」 で あ る 。 1

- 3 は 、 後円部墓猥攪乱 層 、 4 は 前方部墳頂、 5は 後円部北トレンチよ り 出 土 し た も ので あ る 。

こ の他、 墓城攪乱層 中 か ら 、 明 治 時代二銭 ・ 半銭銅貨 と 、 現代の空缶、 ビ ニ ー ル袋等が検出 さ れ て

お り 、 古代 よ り 現代 ま での 多種類の遺物が混在 し た 状況 に あ る 。 こ れ ら は 、 盗掘者、 登 山 者、 見学者

の い ず れかの遺留 品 であ る と 考 え ら れ、 そ の 時代性 を 考 え る う え に お い て は 、 興味深 い 資料 と い え よ

う 。 特 に 、 平安時代か ら 中 世 に か けての遺物が、 盗掘坑 を 中 心 と し て 分布 し 、 石室床面近 く に お い て

も 検出 さ れ て い る こ と か ら 、 か な り 古 い 時代 に 盗掘 が行 な わ れ た 可能性が示唆 さ れ る 。 その後 も 、 数

次に わ た り 盗掘 が行 な わ れ た 様子 で あ り 、 石室の極端 な破壊状況 も う な ず け る 点 で あ る 。
（青木和明 ）
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w 考 察

1 埋葬施設の検討

土 口 将軍塚古墳の後円部頂 に は 、 2 つの竪穴式石室が併存 し て い た 。 こ の埋葬施設が提起す る 問題

は 多 々 あ ろ う が、 今その 2 、 3 に つ い て な に が し かの検討 を 行な い た い。

( 1 ) 併葬 を め ぐ っ て

こ の古墳で は 、 当 初 か ら 2 竪穴式石室 を 併設す る 意図が あ っ た ばか り か 、 こ れ ら は 同 時構築 と 理

解 さ れ た と い う 。 調査当事者の こ の見解は 、 十分に尊重 さ れ る べき だが、 担 当 者 も 認め る よ う に 、 こ

れ に は 問題がな い わ け で は な い。 並列す る 両石室の軸線方位が一致 し な い 点、 その西端部 に お い て 、

北石室が大き く 突出 す る 点 な ど が合理的 に 説 明 さ れ な け れ ば な ら な い か ら であ る 。
一墳丘に 複数の埋葬施設があ る 場合、 そ の あ り 方 を 正 し く 把握す る こ と は葬送 イ デ オ ロ ギ ー な ら ぴ

( 1 )  

に 被葬者の性格 等 を 考究す る う え で重要で あ る 。 近在す る 森将軍塚古墳では 、 後円部頂 に は 圧倒的規
(2) 

模の一埋葬施設があ る だ けで、 こ れ に 次 ぐ 施設は 前方部頂 に 営 ま れ て い た 。 倉科将軍塚古墳の場合 も 、

前方部埋葬の可能性が強 い 。 被葬者間の明 白 な 格差の存在が想定 でき よ う 。

墳頂部併葬 に も い く つ かの型があ る 。 ま ず墳丘 中 央に埋葬が行 な わ れ、 つ い で そ の傍 ら に第 2 、 第

3 の埋葬施設が設け ら れ て い く のが、 そ の 1 で あ る 。 あ ら か じ め併葬 を 予定 し て 、 先 に 築 く 施設を 中

心か ら 外 し て 、 一方 に寄せ る こ と も あ る 。 こ れ を第 2 と す る な ら 、 併葬の 3 番目の型 は 、 墳頂 に設け

た 墓墳内 に 、 同 時 に 2 つ以上の埋葬施設を設け る 場合で、 改葬 を も 含む 同 時埋葬 さ え 考慮す る 必要が

生 じ う る タ イ プで あ る 。 他 に も 2 、 3 の類型があ る が、 今 は ふ れ な い 。

も ち ろ ん 、 埋葬施設の位置 と 築造順序 だ けの問題では な い。 埋葬施設な らびに 副葬品の質 を も 併せ

検討すべき であ る が、 与 え ら れた テ ー マか ら し て 副 葬品 に ま で言及す る の は 筋 違 い で あ ろ う 。

施設の質 を 考 え る た め に は 、 こ れ ま た 近在す る 舞鶴 山 1 号墳 を ま ず取 り 上げねば な る ま い 。 こ の古

墳の頂部 に は 2 つの埋葬施設が並ん で い る が、 主埋葬 と 思わ れ る 方が竪穴式石室であ る の に 、 併存す

る い ま l 基 は木棺 を 直葬 し た も の と 考 え ら れた 。 こ の よ う な並列す る 2 つの埋葬施設の一方が竪穴式

石室で あ る の に 、 他方が粘土榔 な ど で あ る 例は 決 し て 少 な く は な い 。 そ し て こ れ を 被葬者間の隔差の

表現 と 考 え る 人 は 多 い 。
(3) (4) 

同 じ 県 内の小古墳で も 、 坂井村の安坂 1 号墳 に は 相似 し た 竪穴式石室が、 ま た 諏訪市 7 ネ 古墳 に は

2 つの粘土榔が並 ん で お り 、 被葬者間の隔差の乏 し さ を 看取 さ せ た 。 土 口 将軍塚古墳の場合は 、 類似

構造の竪穴式石室の並列 で、 し か も 同 時構築 ら し い と い う ので あ る 。 こ の あ た り の問題 を 考 え る た め 、

い く つ かの古墳の例 を 検討 し て お き た い。
(5) 

佐賀 県経塚山 古 墳 （円墳） の墳頂 に は 、 6 . l X 4 メ ー ト ル、 深 さ 0 . 8 メ ー ト ルの墓壊があ り 、 お よ そ l

メ ー ト ルの間 を お い て 、 2 基 の竪穴式石室 を 併設すべ く 設計 さ れ て い た 。 予 定 さ れ た 両施設の軸線方

位、 規模は 一致 し て お り 、 床面レベ ル も 同 一 に な る よ う に 企 画 さ れて い た ら し い 。 同 じ 佐賀 県の 谷 口

古 墳 （前方後円墳） に も 特 異 な竪穴式石室が並列 し て い た が、 田 平徳栄氏 ら は こ れ ら も 構造上か ら し て
(6) 

同 一墓壊 • 同 時構築 と 想定 し て い る 。 だが現存 す る の は東石室 だ け で あ る た め 、 詳細は知 り 難い 。 梅
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原末治博士は 、 両石室の間 隔 を 2 . 5 メ ー トルほ ど と 推定 さ れ た 。
(7) 

(8) 

三重 県 石 山 古墳 （前方後円墳） の後円部頂 に も 長方形プラ ンの墓塘があ り 、 そ の底 に 3 つの粘土榔が

共存 し て い た と い う が、 そ の細目は 公表 さ れて い な い 。 た だ、 東榔の長 さ が 8 メ ー ト ル を 上 ま わ る の
(9) 

に 、 西椰は その半ばに も 満 た な い 規模だ っ た 点 は 注目さ れ る 。 と こ ろ が奈良 県 池 ノ 内 1 号墳 （円墳） で

は 、 墳頂 に 穿 た れ た 4 . 3 X 4 メ ー トルの壊 内 に 、 は と ん ど 同 大の 2 棺が併置 さ れ て い た 。 同 一方位、 同

ーレベ ル を 示す 2 つの棺の間 は 、 僅か50 - 60セ ンチに す ぎ な か っ た 。

僅 か な 例で あ る が、 同 一墓塘内 多葬の場合 は 、 同 一方位 • 同 一床面レベルが原則 で、 同 大施設で あ

る 場合がむ し ろ 多 い と 想定 で き そ う に 思 う 。
(IO) 

岡 山 県金蔵 山 古墳 （前方後円墳） や 山 口 県長光寺 山 古墳 （前方後円墳） な ど は 、 墳頂 中 央 に 主 石室 を 有

し 、 偏 っ た 位置 に い ま 1 つの竪穴式石室が設け ら れ た 例 で あ る 。 長光寺山 古墳の両 石室 も 、 相互の関

係が把握 さ れて い る わ け で は な い が、 方位 ・ 床面レベルに ズレがあ る ばか り か、 規模の上で も 東石室

（ 中 央） の復原長8 . 75 メ ー ト ル に た い し 、 西石室は5 . 7 メ ー トル と さ れて お り 、 彼我の差 は 大 き い 。 両
(11) 

石室間の距離は 、 そ の 中 心部 で 5 メ ー ト ル も あ る か ら 、 墓塘 を 異 に す る こ と は 疑い な い。 金蔵山 古墳

の場合 は 、 両 石室 中 軸 間 が8 . 1 メ ー トル も あ り 、 別墓壊で あ る こ と も 確か め ら れて い る の に 、 軸線方位

も 床面レベル も ほ ぼ一致 し て い る 。 そ ればか り か 中 央石室長が6 . 1 メ ー ト ルなのに南石室が7 . 2 メ ー ト

ル と む し ろ 長 く 、 長光寺山 例 と 大き く 異 な っ て い る 。 こ れ な ど は 、 主埋葬 と 従埋葬 と い う 関係 を 強調

し つつ、 あ ら か じ め 計画 さ れ た も の と 解すべきか も し れ な い 。
(12) 

兵庫 県丸山 1 号墳 （前方後円墳） の後円部頂の 2 つの竪穴式石室 は 、 あ ら か じ め併葬 を 意図 し て 石室

の位置 が決め ら れた 例で あ る 。 し か し 、 北石室の墓壊が南石室の そ れの一部 を 破壊 し て い た と い う か

ら 、 異墓壊 • 異 時埋葬で あ る こ と は 明 瞭 で あ る 。 両 石室間の距離は 、 そ の 中 央部 で 2 メ ート ルに す ぎ

な い が、 軸線方位は 5 ·の ズレがあ り 、 両石室の内 法長の間 に も 、 数十センチの差異があ る 。

墓猥 を 異 に す る 併葬の場合 も 一概 に こ れ と い え ぬ ま で も 異方位 • 室間距離の大き い こ と 、 規模に も

差があ る こ と が 多 く 、 ま た 床レベ ルの差な ど も 指摘 し う る 場合が 多 そ う で あ る 。

さ て 、 土 口 将軍塚古墳の石室 を 改め て み る と き 、 こ の古 墳の両石室の軸線方位 に お よ そ 5 ゜の ズレが

あ る 点 、 ま た む し ろ 規模が小 さ い と 考 え ら れ る 北石室の西端 が 1 メ ー トル も 西 に 突 出 す る 点 な ど は 、

墓堀 を 共有 し た と す る 可能性 を 薄め る 要素 と い え る 。 だが石室間の距離が1 . 3 メ ー ト ル前後、 そ し て 同

ーレベ ルの床面 と い う 点 な ど は 、 全 く 逆の傾向 を 思 わせ る 。 墓塘の輪郭線が不明 な今、 こ れ以上の論

議は無駄であ ろ う 。

こ こ で再び先述 し た 、 長野県 内 の フ ネ 、 安坂 1 号墳に目を 転 じ た い 。 安坂 1 号墳の竪穴式石室は 同

方位 を 示 し 、 やや大 き い 2 号石室 は 、 その両端が同程度ずつ 1 号石室 よ り 突出 す る 。 両室の 間 は 1 . 7 メ
ートルは ど であ る 。 床面レベルの差 も 10セ ンチ程度 に す ぎ な い。

フ ネ 古墳 は 、 粘土榔 を 併置 し て い る が、 両榔の規模に は50セ ンチほ どの差があ る に過 ぎ な いの に 、

相互に南北に ズレて い る 点 は 、 土 口 将軍塚古墳例 に 近 い。 西椰 に は ね じ れが認め ら れ る た め、 正確に

方位の差 を 測 り 難 い が、 こ れ ま た 土 口 将軍塚例 に近 い ズ レ が認め ら れ る 。 両粘土床の間隔は 60セ ンチ

に す ぎず、 床面レベル も ほ ぽ一致す る と 判 断 さ れた ら し い 。 に も かか わ ら ず調査者は 、 両 者の位置 関

係の ズレを 重視 し て 、 時 を 異 に す る 構築 ・ 埋葬 を 考慮 し て い る 。

安坂 1 号墳の 2 石室は 、 こ の古墳が積石塚 と い う 特殊 な墳丘で あ る 点 を も 考慮 し て 築造順序 を 推測

す る 必要があ る 。 ま た 、 石室間距離の大小 な ど は 、 古墳の規模に も 左右 さ れ る 。 例 え ば金蔵山 古墳で
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は 大 き な 間があ っ た の に 、 別墓壊が確かめ ら れて い る 舞鶴山 1 号墳では 、 両施設間 が1 . 5 メ ー トルにす

ぎ な か っ た 。 こ の よ う に 述べ て く る な ら 、 結局 は上記諸古墳の墓塘が確かめ ら れ な い か ぎ り 、 こ れ以

上の論議 は 不毛 と い う こ と に な っ て し ま う 。 し た が っ て 、 こ こ で は 長野県 に お い て は 、 中 山36号、 森

将軍塚、 弘法山 そ れ に お そ ら く 川 柳将軍塚な ど を加 え た 古式 な古墳では、 主丘に単独で中心埋葬施設

が存在す る の を 一般 と す る の に 、 5 世紀代 と さ れ る 古墳 に 主丘併葬が、 そ れ も 同 質の埋葬施設を 至近

に 並べ る 例が し ば し ば認め ら れ る と い う 点 だ け を 強調 し 、 土 口 将軍塚例 は 新例 を加 え た と 評価 し つつ、
こ の地域 5 世紀の首長層 の性格 を 考 え る よ すが と し た い 。

( 2 ) 石室構造 を め ぐ っ て
土 口 将軍塚古墳の竪穴式石室は 、 南、 北両室 と も 、 礫 を 混 え る 粘質土で固 め た 平坦な床を も ち 、 側

壁 は 内 側に持 ち 送 ら れ る こ と な く 直立 し 、 控 え 積 み も き わ め て 少 な い と い う 、 共通 し た 特色 を も つ。

周 知 の よ う に 、 古 式 な竪穴式石室の側壁 は 、 割石 を 少 し ず つ 内側に持 ち 送 っ て 小 口 積み を す る た め 、

極度 に 内傾 し て い る 。 森将軍塚古墳や、 隣県の 甲 斐銚子塚、 丸 山塚古墳な ど の 石室は そ の好例 と い え

る 。 こ の よ う な 壁体構造 は 、 崩 落 を 防 ぐ 上で幅の あ る 控 え積み を 必要 と す る と 考 え ら れ る 。 森将軍塚

古墳石室の控 え 積み は 、 板石 と 河原石 を 交互 に 配 し た 頑丈な も の で、 そ の奥行は 2 メ ート ル を 計測 し
(13) (14) 

て い る 。 丸 山 塚古墳の場合 も 、 石室上面付近で幅1 . 5 メ ートル と 推測 さ れて い る 。

森将軍塚古墳前方部 に設け ら れた 2 号石室は 、 全長 2 メ ートル未満、 壁高 5 、 60セ ンチと い う 小規

模 な も の だが、 側壁は 内傾す る タ イ プで あ る 。 そ し て控 え 積み は そ の 甚部 で こ そ 板石 1 枚分、 す な わ

ち 幅30セ ンチ前後 （石室壁面か ら 60センチ） に す ぎ な い が、 高 ま る に従 っ て幅 を ま し 、 上面 で は70セ ン

チほ ど （壁面か ら 1 メ ー ト ル） と な っ て い る 。

弘 法 山 古墳の 石室 は 河 原石使用 に よ る 特殊 な も の で 、 壁面 も 外傾 ぎみ と な っ て い る 。 に も か か わ ら
(15) 

ず 、 控 え積 み は 壁体の外方 に 1 - 1 . 5 メ ー トルの幅で認め ら れ た 。

さ て 、 土 口 将軍塚古墳石室の控 え 積み は 、 十分に 把握 さ れ た と は し 難い が、 そ の上面 で も 、 壁面 か

ら 5 、 60セ ンチに す ぎ ず 、 板石 1 石分の幅 し か と ら れて い な い。 上述諸例 に 照 ら す ま で も な く 、 簡略

古 墳 • 石 室 名 内法長( m ) 最大幅 ( m ) 壁高( m )

土 口 将 軍 塚 、 南 石 室 5 .  2 + a 0 .  6 5 0 .  8 5 

土 口 将 軍 塚 、 北 石 室 4 .  6 + a  0 .  5 5 0 .  6 + a  

舞 鶴 山 1 号 墳 5 . 3  0 . 7  0 . 5  

舞 鶴 山 2 号 墳 5 + a 0 . 7 0 . 6  

越 将 軍 塚 6 . 2  1 .  4 5 0 .  9 + a  

安坂 1 号墳、 1 号石室 5 0 . 8  0 . 8  

安坂 1 号墳、 2 号石室 5 . 6  0 . 7 0 . 6  

安 坂 2 号 墳 6 . 8  1 . 0 0 . 9  

表 9 長 野県 に お け る 5 世紀代の竪穴式石室
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化が進 ん だ形式 と し て把握 し う る 。 こ れ に 直立す る 壁面 と 石室規模 を も 勘案す る な ら 、 本古墳の石室

は 、 舞鶴山 1 号墳な どの そ れ に 、 極め て 類似 し て い る こ と がわ か る 。

表示 し た 諸石室の う ち 、 石室幅 に 著 し い 差 を 見 る 越将軍塚古墳は 、 す で に 盗掘 に よ っ て 石室の大半
06) 

が破壊 さ れて い た が、 調査に よ り 滑石製臼玉若干 と 埴輪片が採集 さ れ た 。 円筒埴輪片 に は 黒斑が認め

ら れ な い と い う 指摘 を 重視す る な ら 、 こ の古墳は 土 口 将軍塚 ・ 舞鶴山 1 号墳 な ど よ り は 後出 と い え る 。

残余の内法長 5 メ ー トル代の石室 こ そ 、 5 世紀代の長野 県 下 に 盛行 し た 型 と 想定でき そ う で あ る 。

つ ぎ に 平坦な床面 に 言 及 し な ければ な ら な い 。 全長 5 メ ー トル を 上 ま わ り 、 幅 1 メ ー トルに 満 た な
(17) 

い狭長な竪穴式石室に は 、 割竹形木棺が安置 さ れ る と い う 。 だが別稿 で も 指摘 し た こ と だが、 丸太に

近 い形状 と 想定 さ れ る 割竹形木棺 を安置 す る に は 、 そ れ相応の棺台 が必要で あ る 。 通常 は横 断面形が
(18) 

U 字形 に 窪む粘土床 を設け て 、 こ の棺 を 安定 さ せ る と い わ れ て い る 。 埼玉県前山 2 号墳の よ う に 2 列

の石列 で こ れ に 代 え る な どの例 も あ る が、 土 口 将軍塚古墳の 2 石室に は 、 その よ う な施設も な い。 平

坦な床に 割竹形木棺が安置でき な い と な れば、 長大 な組合式木棺 を 想定 し な けれ ば な ら な い 。

弘法山 古墳 を 調査 し た 斎藤忠博士 ら は 、 その石室床面の状態か ら 、 割竹形木棺は お ろ か木棺の類す

べての使用 を 否定 さ れ た 。 ま た 森将軍塚古墳の主石室 も 、 そ の規模、 床の形状か ら 割竹形木棺の使用

は 考 え 難 い。 そ ればか り か、 表 示 し た 竪穴 式石室は すべ て が平 坦 な床 を も ち 、 割竹形木棺安置の設備

を 欠 い て い る の で あ る 。 も ち ろ ん近畿圏の古式古墳 と い っ て も 、 すべ て が割竹形木棺 を 使用 し た の で
(19) 

は な 〈 、 組合式木棺 を 考 え ね ば な ら な い例 も 少 な く は な い。 だがや は り 近畿圏 な どの前期古墳の典型

は割竹形木棺 を も つ と すべ き で あ る 。 す な わ ち 、 こ の地域で は 古墳築造の 当 初 か ら 、 近畿固 と は 異 な

る 型の埋葬施設が用 意 さ れ、 そ れが土 口 将軍塚古墳に ま で及 ん だ と 考 え る べき で は な か ろ う か。

4 世紀末以降、 近畿圏 な どの有 力 古墳に は 石棺の使用 が始 ま り 、 そ れ と と も に 石室の形態が変 わ る
、(20)

と い っ 。 だが、 長野県下の場合、 石棺の採用 は あ と づけ ら れず 、 す で に み た と お り 伝統 的 な狭 長竪穴

式石室の使用が続 く 。 そ し て 5 世紀 も 中 葉 ご ろ か ら 割竹形木棺 と 粘土椰 と が よ う や く 登場す る 。 い ま

の と こ ろ そ れ ら が 、 中 • 小古墳に 限 っ て 認め ら れ る 点 も 興味 深 い 。 土 口 将軍塚古墳の被葬者の系譜 •

性格 を 論 じ る さ い に 、 埋葬施設の あ り 方 を も 十分考慮 に 入 れ る 必要があ ろ う と 思 う ゆ え ん で あ る 。
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2 土 口 将 軍塚古墳の 設計企画

土 口 将軍塚古墳の、 詳細実測原図ができ上が っ た段階 及び調査の進行の段階で、 後円部の平面プラ

ン か楕円形 を なすのでは な い か と の認識がひ ろ が っ た 。 その根底 に は 前方後円墳の 中 段プ ラ ンニ ン グ

と い う 見解 も 横 た わ っ て い た と 言 う こ と も でき る 。 丘尾切 断 に よ る 前方部前面 を 尾根の上位 に 企画す

る 宿命 と し て 、 後円部の位置の標高が下がる た め、 水平面 を 中段 に 築造す る と い う 工法上の課題の克

服 も こ の な か に 内 在 し て い る 。 主軸線に そ っ た 前方部前面の墳丘裾線 中 央 は 、 449 . 3m、 後円部墳丘裾

線中央は445 . 5m で あ る た め、 その標高差は 3 . 8m、 前方部の裾線が高 〈 、 後円部裾線の低 い こ と を 示

し て い る 。 墳丘裾線は 、 前方部 中 央点の449 . 3m を 最高点 と し て南北に逓滅 し 、 南北 くびれ部の墳丘裾

線の447 . 3m 及び447 . 5m に 至 る 。 お よ そ 2 m下が る こ と に な る 。 そ し て 更 に後円部最南北位置であ る

主軸線 に 直角 な墳丘裾線の標高445 . 9m 、 445 . 5m に 至 る ので あ る が、 こ こ の間 に1 . 5m か ら 1 . 8m と 急

激に下が る こ と が注意 さ れ る 。 し か し 、 こ の位置 よ り 後円部端445 . 5m ま では 、 ま っ た く 平坦であ る こ

と も 重要であ る 。

墳丘 中段部 を 見 て お き た い 。 前方部 中 央の主軸上の標 高 は 449 . 8 m 、 前方部南北隅450 . lm と 450 . 6

m、 南北 〈 びれ部448 . 7m そ し て449 . 0m、 後円部 中 央主軸線直角 位置の南北点 は448 . 8ID448 . 5m と な

り 、 後円部主軸線上点 は448 . 5m で あ る 。 墳丘裾線の3 . 8mの下降 に 対 し て 、 中段テ ラ ス は1 . 3m 以 内の

下降であ っ て 、 後円部最末端の標高差 3 m 、 前方部の標高差は0 . 5mの在 り 方 を 加 え る と 、 中段テ ラ ス

を 極め て 意 図 的 に 水平面 に 近 い平坦面 と な る よ う に構築 し よ う と し て い るのが明 ら かであ る。 土 口 将軍

塚古墳の設計企画 を 読 み取 る た めの基礎的 な要素 で あ る と い え よ う 。

墳丘裾線が、 地山の緩斜面 を 前方部 で切断削 り 出 し た のみ で、 ほ ぼ後円部 に 向 か っ て の 自 然地形緩

斜面 を 利用 し て い る こ と は明 ら かで、 主軸67m に た い し て 3 . 8mの下降 は 、 そ の ま ま 自 然地形面 に そ っ て

い る と 見て よ い。 そ れ に 対 し 墳丘 中段 テ ラ ス面 は 、 その面での新 し い 計測 に よ る 割 り 出 し を 期す る か

の よ う に 、 水平面 に 近づけ よ う と す る 意 図 が見 え る 。 し た が っ て 中段面 に お け る設計企 画 も 重要な課

題であ る と み る こ と ができ る 。

図42は 土 口 将軍塚古墳調査に も と づ く 実測図 よ り 、 読み取 る こ と のでき る設計意図の復元図 で あ る 。

な お 、 表10 は そ れ に も と づ く 土 口 将軍塚古墳の計測 と 比率であ る 。 ま ず 図42 よ り 必要 な 要素 を 把握 し

て お き た い。

①主軸線®® (BD) は 直線で、 67 . 0m と 計測 でき る 。 ②前方部前面の裾線は 主軸線に 直行せず 6゜ 向

っ て 左、 南側墳丘裾線が短 く な る よ う に傾斜 し て い る 。 ③前方部の三辺裾線は ほ ぼ直線状 で あ る が、

南北の角 は 鋭角の稜 を な さ ず 丸味 を帯びて い る 。 ④前方部 と 後円部の接合部は 、 明確に 割 り 出 さ れて

い て 、 主軸線上の 0 点 を 中心 と し て 半径20 . 5m ( 直径BC4 1 . 0m ) 上 に位置 し 、 後円部主軸上の最末端点

® ( B ) と も 一致す る 。 そ れ は 主軸線に 直行す る 南北裾線 と も ほぼ一致する こ と が明 ら かであ る 。 し た が

っ て 、 後円部 が0 を 中 心 と し た真円で あ る と い う こ と は 、 今 ま で試み ら れて き た 0 - 0'の二重構造の

在 り 方 を な し て い な い と い う こ と で も あ る 。

墳丘中段部の意図 を 把握 し て お き た い。 ①中段主軸線の長 さ は 58 . 3mであ る 。 ②前方部前面の 中段

テ ラ ス 内側の線は 、 墳丘裾線 と 同様で主軸線 と 直行せず 6 'の角度で交わ っ て い る 。 ③ し た が っ て 中段

ラ イ ン は 三辺 と も 墳丘裾線 と 平行 に 築造 さ れて い る こ と 力沼月 ら かであ る 。 そ の上、 前方部墳丘裾線及び
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図42 土 口 将軍塚古 墳 の 設計意図の復元
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⑤ 

図43 土 口 将軍塚古墳の 設計企画
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中 段 テ ラ スの南北コ ー ナ ー を 結ん だ線 は 、 主軸上の一点 ( P ) 、 CP12 . 3m よ り 確実に 割 り 出 さ れ た も の

で あ る 可能性が大 き い 。 こ の点 は 、 6 .傾斜 コ ー ナ ー と も 一致す る こ と は 、 更 に その確実 さ を 補強 し て

い る 。 ④中段後円部 と の接合 〈 びれ部 は 、 ほ ぼ O ' 点 を 中 心 と す る 半径14 . 4 m で接 し 、 後円部へ と 続い

て い る 。 こ の O' 点 は 墳丘後円部の 中 心 0 点 よ り 前方部へ 3 m 寄 っ た 所 に 存在 す る 。 主軸線に 直行す る

南北端 テ ラ ス線 と も 一致す る 。 し か し O ' 点 は 中段後円部全体 を カ バーで き ず 、 西側半円 は 、 中心点 を

主軸線上で3 . 5m西へず ら し た 位置 O " 点 に お い て 半径14 . 4m を トレー ス す る こ と で主軸上の中段テ ラ

ス 石垣裾線 を カ バー す る こ と がで き る 。 し た が っ て 中段後円部 は 3 . 5m は な れ た 2つの 中心点 を も つ楕

円形を な す こ と と 認識 さ れ る 。 ⑤ な お 前方部の南北両側ラ イ ンは 、 墳丘後円部の裾線 と 主軸線の交わ

る 点 を 基点 と し て 、 主軸線に 対 し て そ れ ぞ れ10゜ ずつ20゜の開 き を も っ て 走行 し て い る こ と は 注目すべ

き こ と であ る 。

墳丘調査に よ り 当 初の所見 に 反 し て 、 後円部墳丘裾線のプ ラ ンニ ン グは 、 真円形であ っ て 、 中段後

円部 は 楕円形であ る こ と か明 ら か と な っ た。 ま た 前方部前面裾線は 主軸線 に 直行せず 、 6 . を も っ て傾斜

し て い る こ と も 明 ら かであ る が、 前方部 は 極 め て 明確 な 基 点 と 、 平行線 を も っ て 行 な わ れ て い る こ と も

明 ら か と な っ た。墳丘中段 テ ラ スの持つ墳丘構造上の意義 は 大 き い も のがあ る も の と 理解 さ れ る 。

図43は 土 口 将 軍塚古墳の以上の設計意図の把握に よ っ て 、 築造当 初の設計企画 に つ い て 復元的に理

解 し よ う と 試み た も ので あ る 。 表 10 と 関連 し な が ら その在 り 方 を 読み た い。 土 口 将軍塚古墳の平面形

に お け る 一つの特徴 は 、 前方部前面の墳丘裾部 ラ イ ンが 6·傾 い て い る 点 で あ る 。 こ の線 に つ い て は ど

の よ う に 理解す る の が妥 当 で あ る のか、 にわかには明 ら か に な ら な い。 森将軍塚古墳の よ う に 地形上の

制約があ っ た と は 考 え ら れ な いのでその課題の克服 は難 し い 。 し か し 、 円筒埴輪及び形象埴輪の配列

等 を 考慮す る と 、 森将軍塚古墳 に お い て 注意 さ れ た よ う に 、 よ り デ コ レー ト さ れた 片側を 意識 さ れて

い る と す る と 、 土 口 将軍塚古墳は 岩野東福寺側を 意識 し た 可能性が大 き い 。 す る と 当 初の設計企画は

® 一 ®' ラ イ ンで あ っ た可能性 も 大 き い と 理解す る こ と がで き る 。 修正値は そ れ を 意味 し て い る 。

杷案 8 : 3 : 3 . 5、 上 田 案 6 : 2 : 2 、 宮 川 案 8 : 5 は 、 土 口 将 軍塚古墳の設計企画の重要な所見 と

す る こ と がで き る 。 森将軍塚古墳の そ れ ぞ れ 8 : 3 : 2 . 5、 6 : 3 : 2 、 8 : 4 .  7 と 共 に か な り 古式古

墳の様相 を 呈 し て い る こ と に 注意 さ れ ね ば な ら な い 。 出 土遺物 と し ての鉄鏃甲 胄 等 に 与 え ら れ る 5 世

紀前半、 埴輪に 与 え ら れ る 5 世紀 中葉 と も 合わせて も な お設計企画に お い て 古 式の前方後円墳であ る

こ と は 注目すべ き 課題 で あ る 。 か つ て 私 は 、 森→土 口 →倉科→有明 山の可能性 を設計企画か ら 示唆 し

て お い た が、 本調査の進展 と と も に その可能性 は 更 に 増 大 し た と 考 え て い る 。 （森嶋 稔）

実 測 ®® ©⑪ ®® ®® : © ⑪ :  ®® 概 略 相
実 測 6 7 .  0 2 6 .  7 2 9 . 7 s : 3 . i s : 3 . 5 4  8 : 3 : 3 .  5 

修 正 6 9 .  2 2 6 .  7 3 0 .  0 8 : 3 . 1 8 : 3 . 4 6  8 :  3 : 3 . 5 案

B C C D p D B C : C P  P D  概 略

実 測 4 1 . 0 1 2 . 3 1 3 .  7 6 : 1 . s o : 2 . 0 0  6 : 2 : 2  

修 正 4 1 .  0 1 2 . 3 1 4 .  2 6 : 1 . s o : 2 . 0 0  6 : 2 : 2  案

B C C D B C : C D  概 略 宮
実 測 4 1 . 0 2 5 .  9 8 : 5 .  0 5 s : 5  ) I I  

修 正 4 1 . 0 2 7 .  5 8 : 5 .  3 6 8 : 5  案

表10 土 口 将軍塚古墳の計測 と 比率
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3 善光寺平の埴輪

森将 軍塚古墳や、 土 口 将軍塚古墳等の発掘調査に よ っ て 、 埴輪の様相 も 次第に 明 ら か と な っ て き た 。

今後 こ う し た 調査成果 に 基づき 、 古墳の年代や変遷 に つ い て 検討 を 行 う た め に 、 こ こ で土 口 将軍塚古

墳 を 取 り ま く善光寺平南部地域の円筒埴輪 を 中 心 に 改め て 整理 を 行 っ た 。 ま た 、 川 西宏幸氏が行 っ た
( 1 ) 

円筒埴輪の編年 に 基づき編年 を 試み た 。

1 、 森将軍塚古墳 更埴市大字森 前方後円墳 （全長約lOOm)
(2) (3) 

昭和40 · 42 · 43年の調査以後、 昭和56年か ら 古墳の保存整備事業に よ っ て 全面発掘調査が実施 さ れ

て い る 。 埴輪は 、 樹立原位置 を 保つ 出 土例は 少 な い が総重量3, 000kg に も お よ ぶ埴輪片 が出 土 し て い る

ほ か に 、 古墳を 取 り ま く 12墓の埴輪棺か ら も 出 土 し て い る 。 器種 に は 、 円筒 ・ 壺形 • 朝顔形埴輪 を は

じ め、 特殊器台形埴輪の流れ を 汲む も の、 家形あ る い は 囲形埴輪 と 考 え ら れ る 方形 を 呈す る 形象埴輪

があ る が、 復元 さ れ て い な いので詳細 は 未だ不明 で あ る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ 調整力渭i さ れて い る 。 ②透孔 は 、 三角形の

も の が千鳥に 多数穿 た れ て い る 。 巴形の も のが極一部 あ る ほ か に 、 全 〈 透孔の穿た れ な い も の も あ る 。
(4)  

③凸帯 は 、 突出度が強 く その製作 に あ た っ て は 『善光寺平型埴輪』 と 提唱 さ れて い る 擬 口 縁状 に 造 り

だ さ れ る も のがあ る 。 条 数 は 、 3 条 が基本で あ る 。 ④黒斑があ る 。 ⑤個体毎に形状が異 な り 、 口 径40

cm、 器高80cm と 大型 で あ る 。

こ う し た 特徴か ら 川西編年 I 期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

2 、 川 柳将軍塚古墳 長野市篠 ノ 井 前方後円墳 （全長93m )
(5) 

昭和 4 年 に 刊行 さ れ た 『 川 柳将軍塚の研究』 に お い て 「此の埴輪 に は 厚薄二種の作 を 見 る 。 」 と 紹介
(6) 

さ れて い る の み で あ る 。 表採資料 に 少量の円筒埴輪片 があ る のみ で、 詳 細 は 不 明 で あ る 。

表採 さ れた 円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ 調整が施 さ れ て い る 。 ②凸帯 は 、

断面台 形の貼 り 付 け 凸帯 で あ る 。 ③黒斑があ る 。 ④器厚 は 、 0 . 8cm と 薄手 で あ る 。

埴輪棺の特徴 ①外面 2 次調査 は 、 タ テ ・ ナ ナ メ ハ ケ調整が施 さ れ て い る 。 ②透孔は 、 大き な三角

形の も のが 2 孔穿た れて い る 。 ③凸帯 は 、 突 出 度が強 く 擬 口 縁状 に 造 り だ さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

条数は 2 条 であ る 。 ④黒斑かあ る 。 ⑤形状が楕円形 を 呈 し て お り 、 口 径38 X 48crn 、 器高80cm と 大 型 で

あ る 。

こ う し た特徴か ら 、 川 柳将軍塚古墳前方部付近 で発 見 さ れた埴輪棺は 、 川西編年 II 期 に 相 当 す る も

の と 考 え ら れ る 。 本埴輪棺が、 川 柳将軍塚古墳の陪塚 と 考 え る と す れば、 川 柳将軍塚古墳の円筒埴輪

は 、 本埴輪棺 よ り 古 〈 I - II 期相 当 と す る のが妥当 と 考 え ら れ る 。

3 、 倉科将軍塚古墳 更埴市大字倉科 前方後円墳 （全長73m)

昭和59年更埴市史編纂事業の一環 と し て 、 前方部南側 く びれ部付近の部分 的 な発掘調査が行わ れ た 。

出 土 し た埴綸 片 は 、 器面が荒 れ た 小破片のみ で詳細 は 知 り 得 な い 。 か つ て 、 水 鳥 ・ 人物等の形象埴輪
(7) 

が出 土 し た と の こ と で あ る 。 調査で も 扁 平 な板状の埴輪片が出 土 し て お り 、 形象埴輪の存在 を 知 る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テ ハ ケの ほ か に B 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて い る 。 ②透孔 は 、

方形 と 円形があ る 。 ③凸帯 は 、 断面 台形な い し 三角 形 を 呈 し た 貼 り 付 け 凸帯で あ る 。 ④黒斑があ る 。

B 種 ヨ コ ハ ケ があ る こ と か ら 、 川 西編年 III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。
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4 、 森 2 号墳 更埴市大字森 円墳 （径20m)
(8) 

昭和43年の ト レン チ調査後、 昭和61年 に 再ぴ全面発掘調査が実施 さ れ、 古墳の全容が明 ら か に さ れ

た 。 埴輪は 、 墳頂及び、 裾部 では 0 . 8 - 2 . 3m 間 隔 に 円筒 • 朝顔形埴輪が樹立 さ れ て い た が、 形象埴輪

は な い 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整は 、 一部の も の に タ テ ハ ケ 調整があ る も のの、 タ テ ハ ケ 1 次調整

のみの も のが 多 い 。 ②透孔 は 、 方形の も のが 多 く 、 わ ず か に 三角 形の も のがあ る 。 ③凸帯は 、 断面台

形及 ぴ凸帯側面 を 丸 く し た も のがあ り 、 全 て 貼 り 付 け 凸帯 で あ る 。 条数は 2 条 で あ る 。 ④黒斑があ る 。

⑤個体毎に形状が異 な り 、 口 径23 -32cm、 器高45cm - 58cm と 大き さ に も ば ら つきがあ る 。
(9) 

調査者の岡林孝作氏 も 説 く よ う に 古 い 様相 で は あ る が、 2 次調整の省略がみ ら れ る こ と 、 T K73 - T

K216型 式併行の須恵器が出 土 し て い る こ と な ど か ら 、 川西編年 III期 に 相 当 す る も の と す る のが妥 当 と

考 え ら れ る 。

5 、 越将軍塚古墳 長野市篠 ノ 井 円墳 （径33m)
(IO) 

昭和53年 に 行わ れ た 発掘調査に よ っ て 、 埴輪片 が墳丘及び周 浬 内 よ り 出 土 し て い る 。 し か し 、 その

出 土 量 は 、 部分的 な トレンチ調整で は あ っ た が少 な い も ので、 器種等 も 詳細 は 不明 で あ る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 タ テハ ケ調整が施 さ れ る も のがあ る が、 ナ デ調整な い し 省略

さ れて い る 。 ②透孔は 、 方形の も のがあ る 。 ③凸帯 は 、 上側に 大き く 突出 す る 貼 り 付 け 凸帯があ る 。

④黒斑があ る 。

タ テ ハ ケ 1 次調整のみの も のがあ る こ と 、 方形の透孔があ る こ と な ど は 森 2 号墳例 に 類似 し て お り 、

同 様 に 川西編年III期に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

6 、 長礼山 2 号墳 長野市松代 円墳 （径16 . 6m)
(II) 

昭和49年 に 発掘調査が行わ れ、 円筒 • 朝顔埴輪 と 共 に 家形・楯形埴輪が出 土 し て い る 。 ま た 、 人物 ・

水 鳥 ・ 動物 を 形 ど っ た 土偶状の土製品 も 出 土 し て い る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調査 は 、 タ テハ ケ · B 種 ヨ コ ハ ケ か施 さ れ て い る 。 ②透孔 は 、 方形 と

円形があ る 。 破片の中 に は 、 凸帯 を は さ ん で両 者の透孔 を も つ も のがあ る 。 ③凸帯 は 、 断面M字形の

も の と 台 形 を 呈す る も のがあ る 。 ④黒斑があ る 。 ⑤ 口 径15 . 6 -44cm、 底径19 . 4 - 37 . Scm を 測 り 大小 2

種類の円筒埴輪の存在が考 え ら れ る 。

こ う し た 特徴か ら 、 川 西編年III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

7 、 四 ツ屋遺跡 長野市松代 祭祀遺構 （ ？ ）

昭和35 · 47年の調査に よ っ て 直径2Qmの周 溝 と 共 に埴輪列の一部が検出 さ れ て い る が、 その詳細は
02) 

不 明 な と こ ろ も 多 く 、 調査者 は 、 「古墳では な く 、 特殊 な祭祀遺構で は な い か と 考 え る に 至 っ た 。 」 と

報告 し て い る も ので あ る 。 ま た埴輪列の内側か ら 、 土師器の高坪 ・ 地 ・ 須恵器の把手付拡 ( T K216-208 

型 式併行） が出 土 し た こ と 、 さ ら に 鶏の頭部のみの形象埴輪が採集 さ れ た こ と も 報 じ て い る 。

円筒埴輪の特徴 ①外面 2 次調整 は 、 B · C 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて い る 。 ま れ に A 種 ヨ コ ハ ケ と 思

わ れ る も のがあ る 。 ②透孔 は 、 円形が 多 い が、 縦長の長方形 を 呈 す る も の も あ る 。 ま た 、 三角形の も

の も あ っ た と の こ と で あ る が、 確認でき な か っ た 。 ③凸帯 は 、 断面台形状で あ る 。 ④明瞭な黒斑が認

め ら れ る が、 窪窯焼成 と も 考 え ら れ る 程焼 成 は 良 い 。 ⑤底径は 、 21 - 24cm で あ る 。

ヨ コ ハ ケ が 多用 さ れ、 C 種 ヨ コ ハ ケ がみ ら れ る こ と か ら 、 川西編年IV期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ

る 。
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8 、 腰村 1 号墳 長野市篠 ノ 井 前方後円墳 （全長43m )

本古墳は 、 発掘調査が行わ れて お ら ず詳細は不明 で あ る 。 昭和53年長野県史編纂事業の一環で墳丘
03) 

測量が実施 さ れ た 。 そ の折表採 さ れて い た 円筒埴輪片 に つ い て も 詳 し く 調査 さ れ た 。

円筒埴輪の特徴 ①外面調整は 、 タ テ ハ ケ 1 次調整の み で あ る 。 ②透孔 は 、 円形で あ る 。 ③凸帯 は 、

低いM字形であ る 。 ④黒斑は な い 。 ⑤底部調整は な い。

調査者は 、 こ う し た 特徴か ら 川 西編年 V 期の古相 に 相 当 す る も の と 位置づけて い る 。

以上善光寺平南部地域の円筒埴綸の特徴 を 紹介 し 、 川西編 年 に 基づき編年 を 試み て み た が、 III · IV

期相 当 と し た も の に 多 〈 の問題が残 る 結果 と な っ た 。 な お 、 本報告書で紹介 し た 土 口 将軍塚古墳の円

筒埴輪は 、 川西編年 III期 に 相 当 す る も の と 考 え ら れ る 。

III期 と し た も のの 中 で、 外面調整 に ヨ コ ハ ケ を 施 す倉科将 軍塚古墳 • 長礼山 2 号墳 と 、 タ テ ハ ケ l

次調整 を 主体 と す る 森 2 号墳 ・ 越将軍塚古 墳 と の前後関 係 は 不明 で あ る 。 前者の透孔は 円形 ・ 方形で

あ る の に 対 し 、 後者 は方形 ・ 三角形であ り よ り 後者の も のが古 く 位置づけ ら れ る の であ る が、 後者の

場合 2 次調整の省略 と す る な ら ば、 ヨ コ ハ ケ に よ る 2 次調整 を 施 す前者 を 古 〈 考 え る の が妥 当 で あ る 。

現段階 では 、 一概に こ れ ら 埴輪 に つ い て 前後関係 を 決 し がた い。 ま た 、 IV期 と し た 四 ツ 屋遺跡の も の

は 、 B · C 種 ヨ コ ハ ケ を 多用 し て お り 、 11I期 · IV期 を 通 し て外面調整の あ り 方 に 問題は 残 る 。

川西編年 に お け る III期 と IV期の大き な違 い は 、 焼成技法の変化 と さ れ黒斑の有無に よ り 分け ら れて

い る が、 善光寺平南部地域で は 腰村 1 号墳 を 除き全て に 黒斑が認め ら れ る 。 C 種 ヨ コ ハ ケ が施 さ れて

い る こ と か ら IV期 と 考 え た 四 ツ 屋遺跡は 、 黒斑の有無か ら す る と III期 に 位置づけ る のが妥 当 と 考 え ら

れ る が問題 も 残 る 。 し か し 、 こ う し た こ と か ら 善光寺平南部地域で は 、 黒斑は須恵器が導入 さ れ た 後

( 5 世紀後半） ま で も 残 っ て お り 、 川 西編年 と 大き 〈 異 な る も ので あ る 。

III期 · IV期相 当 と し た 円筒埴輪の様相 を は じ め 、 III · IV期の区分 ・ 年代等今後解明 し な け れ ば な ら

な い 課題は大きい。

（矢 島宏雄）
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4 叩 ぎ の埴輪

( 1 ) は じ め に
( 1 )  

1955年 に 大森信英氏が茨城県権現山 古墳の埴輪 に つ い て 報告 し た も のが、 叩きの埴輪研究の皮切 り

で あ っ た 。 当 時大森氏の報告は あ ま り 問題視 さ れ な か っ た が 、 そ の後岩崎卓也氏等が土 口 将軍塚古墳

の叩きの埴輪 に 着目 し た こ と に よ り 、 権現 山古墳の埴輪が見直 さ れ る よ う に な っ た 。 1974年乾芳宏氏
，， ま の や ま し よ う ぐ ん づ か (2) 

等 に よ っ て 埼玉 県生野山 将 軍塚古墳の叩きの埴輪が報告 さ れ、 東 日 本 に お い て 叩きの埴輪が広範囲 に
か な さ な じ ん じ ゃ

分布す る と 想定 さ れ る よ う に な っ た 。 1986年 に は佐藤好司 氏 に よ っ て 埼玉県金鑽神社古墳、 公伽磁 古
(3) 

墳の叩きの埴輪 に つ い ての報告がな さ れ て い る 。

こ れ ら 東 日 本の叩きの埴輪 に つ い ての報告では 、 叩き工具の種類が全て格子目で あ る こ と か ら 、 格

子叩き ＝ 初期須恵器の技法 ＝ 須 恵器製作技法の導入、 と い う 考 え 方が一般に な さ れ て い た 。 そ れ な ら

ば どの よ う に し て 須恵器製作技法が流入 し たのかが問 わ れ る よ う に な り 、 1985年 に 木下亘氏 は 、 土 口

将軍塚古墳に近隣 し て い る 森将軍塚古墳周 辺 に お い て 初期須恵器が出土 し て い る こ と な ど か ら 、 須恵
(4)  

器工人 に よ る 埴輪生産への関与 を 想定 し て い る 。 前述の佐藤氏 は その論考で 「東 日 本 （長野 · 茨城 · 埼

玉） の格子叩き を も つ埴輪の製作は 、 叩き を も っ て 須恵器技法の影響 を う け た と す る 可能性があ る が、

焼成 に お い て は 朝鮮半 島 系 軟質土器の製作技法の影響 を う け た 可能性が高 い 。 」 と 述べて い る 。 ま た東

日 本各地域の首長系列 を た ど り 、 叩きの埴輪は 「 こ く 限 ら れ た 時期の首長墓 にのみ採用 さ れ た も の と
(5) 

推定」 し て い る 。 1987年 に 酒井清治 氏 も 埴輪の叩き技法が 「朝鮮半島 系軟質土器 と 関連があ る と 想定」

し て お り 、 さ ら に格子叩きの埴輪 に 須 恵 質の も のが な い こ と に つ い て 、 「今後検討すべ ぎ 材料」 だ と し

て い る 。

以上東 日 本 （ 中部 • 関東） に お け る 叩きの埴輪に つ い て 、 研究の流 れ を 述べ て き た 。 一方西 日 本 （北

陸 • 東海以西） で は 、 叩き と い う 成形技法 よ り も 須 恵器 的 な 焼成 技法の須 恵質埴輪 に 注目す る こ と か

ら 、 叩きの埴輪の研究が始 ま っ て い る 。

1966年平野和 男 氏 は 、 須 恵器的 な焼成の埴輪 を 「硬質埴輪」 の名 で紹 介 し て い る 。 追 っ て 翌1967年
(6) 

に は 山村宏氏等がそ れ を 土師質の埴輪 と 区別 し て 「須恵質埴輪」 と 呼称す る よ う に な っ た 。 こ こ では

埴輪の焼成 に 容窯が導入 さ れ る こ と にの み 触 れ て お り 、 東 日 本の叩きの埴輪 と は 紹 介の動機 を 全 〈 異

に し て い る 。

1977年 川西宏幸氏は 須恵質埴輪の焼成方法 と 成形技法の両者 に つ い て 触 れ 、 タ タ キ と C 種 ヨ コ ハ ケ
(7) 

を 焼成 と と も に 須 恵器の製作技法 と 結びつ け て 考 え て い る 。 こ れ に よ っ て 、 西 日 本 と 東 日 本の叩きの

埴輪研究の接点 が初め て 生 じ たのであ る 。 ま た 川西氏 は 和歌 山 県紀 ノ 川 下流北岸地域で初期須恵器が

出 土す る こ と と 、 近隣の大谷古墳か ら 叩きの埴輪が出 土す る こ と を 併せ て 考 え 、 須 恵器工人 と 埴輪工

人 と の関連 を 考 え る う え で重要だ と し て い る 。 後に坂靖氏 も 和歌 山 県 木 ノ 本釜山遺跡か らの叩きの埴
(8) 

輪 出 土 に 際 し て 、 川 西氏の考 え 方 を 支持 し て い る 。 1984年 関 川 尚 功 氏 は 畿 内の埴輪窯 に お い て埴輪 と

初期須 恵器 と の併焼例が少な く な い こ と に つ い て 、 古墳の造営 を 機 に 集 め ら れ た 多方面 に わ た る エ 人
(9) 

集 団 の な か で 、 須 恵器工人 と 埴輪エ人 が技術交流 を 行 っ たのでは な い か と 述べ て い る 。

叩きの埴輪の 出 土 は 県下では 土 口 将軍塚古墳のみ で あ り 、 全国 で も 管 見 し 得たのは 他 に42例に と ど

ま る 。
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( 2 ) 叩 き の埴輪の系譜 （表 11)

叩 きの埴輪は 、 東 日 本 （ 中 部 • 関東） で は ほ ぼ 5 世紀 中 頃のみ に 集 中 し て 出 土 し て い る 。 一方西 日 本

（北陸• 東海以西） では 、 叩きの埴輪の初現であ る 大阪府淡輪の西陵 • 宇度墓 • 西小山の 3 古 墳の時期

が、 絶対年代 と し て東 日 本の叩きの埴輪 を も つ古墳 と 大体同 じ 時期の 5 世紀 中 頃 で あ り 、 そ の後 6 世

紀 に も 引 き続 い て 出 土 し て い る 。 5 世紀 中 頃 と い う のは 、 川 西氏 に よ れば畿 内 に お い て埴輪の焼成 に 、
(IO) 

須 恵器の技法で あ る 容窯焼成技法が取 り 入 れ ら れ る 時期 で あ る 。 西 日 本で淡輪の 3 古墳以降の時期に

出土す る 埴輪は 須恵質であ る か、 東 日 本で出土 し て い る 叩 きの埴輪は 土師質で あ る 。

叩きの埴輪は径nmの円墳か ら 長 さ 210mの前方後円 墳 に 至 る ま での出 土 を み て い る が、刷毛目を も

つ埴輪の よ う に 広範囲 に わ た っ て分布せず、 狭 い 範 囲 か ら 集 中 し て 出 土す る 傾向 があ る 。 し か し 叩 き

の埴輪は 未報告の も のがあ る よ う で、 他の地域か ら も 出土す る 可能性があ る 。

叩きの埴輪が 、 出 土 し た埴輪の全て を 占 め る 古墳 は 未 だ確認 さ れて い な い。 叩 き 以外の調整 と し て

は 、 ナ デ ・ ケ ズ リ ・ タ テ ハ ケ · B 種 ヨ コ ハ ケ · C 種 ヨ コ ハ ケ が あ る 。 ハ ケの あ と タ タ キ を 施 す ( 7 例）

よ り も 、 タ タ キの あ と に ナ デやハ ケ を 施 す (12例） 方 が 多 い 。 ま た タ タ キのみ、 ハ ケのみの調整 と 、 タ

タ キ と ハ ケの両方 を 組み合わせた 調整かあ る 。

叩き は器壁の外面調整 だ け で な 〈 、 底部調整 ( 14例） や 凸帯製作 ( 8 例） に も 用 い ら れて い る 。 叩 き

に よ る 底部調整 は 、 畿 内 の埴輪に よ く み ら れ る 底部調整技法の、 板状工具の押圧 に よ る も の と 同 じ 意

図であ り 、 ま た 凸帯製作時の叩 き も 板状工具に よ る 押圧技法の範疇に 入 る も の で、 外面全体に施す叩

き と は 混同 し な い は う が よ い と 思 わ れ る 。

格子叩きの埴輪は東 日 本の土師質の も のだ け で は な く 、 愛媛県上難波南10号墳• 三島神社古墳か ら

須恵質の埴輪が出 土 し て い る 。 し か し こ れ ら に は 底部調整 と し て 叩 き が施 さ れ て お り 、 東 日 本の 叩き

の埴輪 と の直接の関連性は う す い 。

叩きの埴輪 に は 有黒斑 と 無黒斑、 土師質 と 須 恵質の も のがあ る 。 埴輪の黒斑 に つ い て最初 に 着目し
(II) 

た西口 寿生氏 と 川西氏 は 、 黒斑が埴輪の焼成技法 を 考 え る う え で極め て 重要 な ボ イ ントだ と し て い る 。

京都府寺戸 大塚古墳出 土の埴輪 を 例 に あ げ、 円筒埴輪の黒斑が 「外面の一方 と その反対方向の外面 と

に 、 縦 に 長 く つ く 」 も の だ と 述べ て い る 。 し か し 黒斑の付着例 は 必ず し も 一様 では な く 、 長野県更埴
(12) 

市森将軍塚古墳の円筒埴輪の よ う に 「基底部お よび口 縁部の 内面 も し く は 外面 を め ぐ る よ う に付着」

し た り 、 斑状 に付着す る も の も あ る 。
(13) 

西 日 本で出 土 し て い る 叩きの埴輪は ほ と ん ど が須恵質で無黒斑だが、 土師質で無黒斑の も のや土師
(14) 

質 と 須恵質両方の埴輪が出 土 し て い る 例があ る 。 叩 き を 持た な い埴輪の う ち 、 ひ と つの古墳の 中 で須
(15) 

恵質埴輪 と 有黒斑の埴輪が共伴す る 例 も あ る ので、 黒斑の有無だけ で焼成方法 を 推定す る の は 尚早か

も し れ な い。 ま た 容窯焼成で黒斑が生 じ な い と す れば、 須 恵 質埴輪 と 有黒斑の埴輪が伴 う 古墳の造営

に 際 し て は 、 焼成技法が異 な る 2 ケ 所以上のエ人集 団か ら 埴輪 を 供給 し た こ と に な っ て し ま う だ ろ う 。

焼きむ ら に よ っ て 生ず る と さ れ る 黒斑 は 、 容窯焼成の際の焼きむ ら に よ っ て 生ず る こ と は な いの だ ろ

う か と 疑問が残 る 。
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番号 所 在 地 名 称 遺跡の 1 規模
性 格 (m) I 時 期

外 面I 叩 き の種類
ど ぐら い 1 ぐ人 づか

1 長野県 更埴市土 口 • 長野市松代町岩野 土 口 将軍塚古墳

2 茨城県 那珂郡東海村大字村松字権現 山 権現 山古墳

3 埼玉県 児玉郡 児玉町 入浅見 釜籍柿社古墳
な 2 の やま L ハ ぐ人 づか

4 II 児玉郡 児玉町 生野山将軍塚古墳
< If づか

5 II 本庄市 久下塚 公卿塚古墳

前方後円墳 70 5 世紀中葉

前方後円墳 90 5 世紀第III-N

円墳 67 5世紀第III

円墳 60 5世紀第川

円墳 65 5 世紀中葉
，； に●● 9 

6 I 福井県 遠敷郡上中 町 日 笠
7

8

 

II II 天徳寺
人 か,,

II 三方郡美浜町佐田
I

I

I

 

I

I

I

 

o

l

 

1

1

 

，
 

＂
 II
 ＂
 

マ い ち

郷市

興道寺

12 石 川 県 加 賀 市 二子塚町

13 II 小松市 矢 田 町通称借屋
II

II

II

 

14

15

16

 17 11 11 押 水町ニ ツ 屋
ヽ •な さ

18 静 岡 県 引 佐郡細江町
'"' Iこ

19 11 浜松市都 田 町 中 津郷 ケ 平

20 11 小笠郡 菊 川 町
2 1  

22 

＂ 
＂ 

II

II

 

25

26

 

II ＂ 
II 今江町
II 小梨

II 

II 大東町 大井

袋井市 岡 崎
I I  " 

23 愛知 県 宝飯郡御津町
24 II 名 古屋 市 熱 田 区 白 鳥町

11 II 旗屋 町
II 中 区

上船塚古墳

十善の 森古墳

帝釈寺 1 号墳
l L づか

獅子塚古墳

玩論寺 1 1号墳

興道寺窯

二子塚 東 田 10号墳 前方後円墳 ？ 

借屋 4 号墳 円墳 ( 20 )

借屋 7 号墳な い し 8 号墳 前方後円墳

御幸塚古墳 前方後円墳I ? 

豆 岡 山 窯

大海 川 川 口 遺跡

中平古墳

郷 ケ平 6 号墳

高 田 原古墳

星 川 古窯

衛 門 坂古窯

赤坂天王 山古墳
l ・ . , ,
白薦古墳

だ ん り や ま

断夫山古墳

大須二子 山古墳
し り や 1 " "  ,.,. ゃ 2

27 11 11 守 山 区大字守 山 字東 山 守 山瓢蹴山古墳

28 I I  I I  II 大字志段味字中屋敷 勝手塚古墳
29 II 春 日 井市 洲 原 山古墳

かち がわ

30 II II 勝 川 遺跡
L ろ で 主

31 II 尾張旭市 城 山 古窯
L ょ く か I I り

32 I " " I 卓 ケ 洞古窯

33 奈良 県 御 所 市 元 町

34 II 桜井市

35 大阪府 藤井寺市林
f・人 のわ

36 I 11 泉 南 郡岬町淡輪
II

II

 

II

II

 

37

38

 39 I 和歌 山 県 和 歌 山 市 大 谷

40 ＂ II 木 ノ 本字釜山

4 1  愛媛県 北 条 市上難波
42 11 松 山 市 畑寺町

43 宮崎県 宮崎市下北方

せ き こ ； ざA

石光山48号墳
史 >. L• く
纏向遺跡

林 1 号墳

西 陵古墳

宇度墓古墳

西 小 山 古墳

大 谷古墳

木 ノ 本 釜 山 遺 跡

上難波南 10号墳

三 島神社古墳

下北方 1 号墳

前方後円墳 70 6 世紀前半

前方後円墳 67 6 世紀前葉

（古墳） 一 ？ 

前方後円墳 33 6 世紀第II

円墳 ？ ？ 

須恵器窯 - 6 世紀前葉

埴輪窯 ， — 
祭祀 ， — 
円墳 1 1  

円墳 14 

（古墳） ？ 

古窯

古窯

（古墳） ？ 

前方後円墳 ( 75 )

前方後円墳 1 5 1  

前方後円墳 40 

前方後円墳 63 
帆 立 貝 式
前方後円墳 53 

円墳

（古墳） ， — 
古窯 ， — 

古窯 I - I ( 6 世紀前葉）

円墳 1 5  

（ 旧古墳） ， — 

前方後円墳 210 

前方後円墳 170 

円墳

前方後円墳I 70 

42 

6 世紀前葉

( 5 世紀後半）

( 6 世紀前葉）

6 世紀中葉 平行、 擬似格子

6 世紀中葉 擬似格子（平行）

6 世紀中葉 擬似格子

6 世紀中葉 擬似格子（平行）

6 世紀中葉 擬似格子（平行）

5 世紀後葉

6 世紀初頭
5 世紀後葉
6 世紀前葉

5 世紀

5 世紀末
6 世紀前半

5 世紀第II

5 世紀中葉
5 世紀中葉
5世紀末葉

— , ( 5世紀中葉）

円墳 ？ ？ 

前方後円墳 45 ( 6 世紀前半）

前方後円墳 1 10 1 

平行 ・ 格子

格子

格子

格子

格子

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

（平行）

平行

（平行）

（平行）

（平行）

（平行）

平行

平行

（平行）

斜格子

平行

平行

平行

平行（格子）

平行

平行

平行

格子

格子

平行

表 1 1 叩 き の埴綸 出土遺跡の概要
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調 整

そ の 他
外 面 調 整 の 順 序 叩 き の位置 内 面 調 整 焼 成 註

ナデ、 タ テハケ タ タ キのちナデ 外面全体 ナデ、 ハケ 土師質、 有黒斑I
？ ？ 外面全体 ？ ？ 

タ テハケ 、 ナデ タ タ キのちナデ 外面全体 ナデ、 ハケ 有黒斑
？ ？ 外面 ？ ？ 

ナデ、 タテ ・ ナナメ · C ヨ コハケ タテハケのちタタキ ・ タタキのちナデ 外面 ハケ、 ナデ 有黒斑

タ テ ・ ナナメハケ ？ 底音闘周整 ハケ、 ナデ ？ 

タ テハケ ？ 底部調整 ハケ 無黒斑
？ ？ 底部調整 ？ ？ 

タ テ ・ ナナメハケ ？ 底音閥周整 ハケ 、 ナデ 土師質 ・ 須恵質
？ ？ 底部調整 ？ ？ 

タ テ ・ ナナ メ ハケ ？ 底部、 内 ・ 外面 ハケ 、 ナデ、 青海波 土師質 · 須恵質 ( 1 7 )  
？ ？ 底部調整 ？ ？ 

タ テ ・ C ヨ コハケ タ テハケのち タ タ キ 外面 タ テハケ 、 ナデ 須恵質

タ テ ・ ( B ヨ コ ） ハケ ？ 底音悶周整 ハケ、 ナテ ？ 

タ テハケ ？ 底音閥周整 ？ 無黒斑
？ ？ 外面 ？ ？ 

？ ？ 内面 青海波 ？ 

ナデ、 タテ ・ ナナメ ・ C ヨ コハケ i タ タ キの ち C ヨ コハケ 内 ・ 外面 青海波、 ナテ
＂ 土師質 ・ 須恵質

タ タ キのち タ テハケ 無黒斑
C ヨ コハケ ？ 内 ・ 外面 青海波、 ナテ

よ
須恵質

？ ？ （内 ） ・ 外面 ナデ （青海波） （須恵質） ( 18 )  

ナデ 2 次調整タ タ キ ｛ 最内下· 段外面凸帯よ り 下 青海波、 ナデ 須恵質 ( 19 )  

ナデ、 ヨ コハケ 2 次調整タ タ キ ｛ 最内下・ 段外面凸帯よ り 下 青海波、 ナデ 須恵質 ( 20 )  

タ テ · C ヨ コハケ ？ 外面 ナデ 須恵質 ( 21 ) 

タ テ ・ C ヨ コハケ タ テハケ後タ タ キ 外面 ハケ、 ナデ 土師質、 無黒斑 ( 22 )  

タ テ ・ C ヨ コハケ ①タテハケ②タタキ③尤 ヨ コハケ 外面第 3 · 4 段 ハケ、 ナデ 須恵質 ( 23 )  

タテ ・ C ヨ コハケ ( l 次調整タ タ キ ） ？ ハケ ？ ( 24 )  

C ヨ コハケ ？ 凸帯側面 ？ （須恵質）
？ ？ 底部調整 ？ ？ 

？ ？ 凸帯側面 ？ ？ 

？ ？ 凸帯側面 ？ ？ ( 25 )  
？ ？ 凸帯側面 ？ ？ 

？ ？ ？ ？ ？ 

タ テ · C ヨ コハケ ①タタキ②タテハケ③C ヨ コI ヽケ 外面上から 2段目 ハケ ？ ( 26 )  

？ ？ 底部調整 ？ ？ ( 27 )  

タ テ ・ C ヨ コハケ

l膨蒻1 次
ぞ

調整夕
キ翫テ’

基底下半部 ハケ 、 ナデ 土師質 須恵質 ( 28 )  

タ テ · B · C ヨ コハケ 、 ナデ タ キ 外面、 凸帯側面 ナデ、 オサエ、 ハケ 須恵質 無黒斑

タ テ ・ C ヨ コハケ 、 ナデ 1 次調整タ タ キ 内 ・ 外面、 凸帯側面 ナデ、 オサエ、 青海波 須恵質 ・ 無黒斑

タテ ・ ナナメ ・ C ヨ コハケ、 ナデ 1 次調整タ タ キ 外面 、 凸帯側面 ナデ、 オサエ 、 ハケ・ ｛ 土無師黒斑質 · 須恵質

タテハケ 、 ナデ タ タ キのち タ テハケ 外面、 凸帯側面 （ナデ） 、 オサエ ｛ 無土黒師斑質 • 須恵質

タ テ ・ ナナメ · C ヨ コハケ ？ 外面 ？ 須恵質

タテハケ ｛ タ テハケのち タ タ キ
タ タ キのちハケ ｛ 認

外
面庫

l整
凸部lj面 オサエ 須恵質

ナデ ？ 底音屈周整 ？ 須恵質
？ ？ 底音閥問整 ？ 須恵質

（ ） は 可能性 の あ る も の ・ ？ は 不明
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( 3 ) 土 口 将軍塚古墳の 叩 き の埴輪
土 口 将軍塚古墳の叩きの埴輪 に は 平行叩き と 格子叩き の 2 種類の叩き痕跡があ り 、 そ れ ぞれ叩い た

あ と に ナ デカ哺且 さ れ て い る 。 平行叩き は ナ デに よ り ほ と ん ど 消 さ れて い る が、 格子叩きの あ と の ナデ

は 、 叩き を 消 そ う と し た と は 思 え な い は ど の 軽 い も の で あ る 。 内面の調整 を み て み る と 、 外面 か ら の

叩き を 押 え る た め の 当 て具痕が認め ら れ な い。 静岡 な ど で 出 土 し て い る 埴輪に み ら れ る 青海波文や、

円礫 ・ 指 な ど で押 え た痕、 ま た そ れ ら を ナ デで消 し た 痕が な い 。 埴輪成形の際の粘土紐の接合痕 も 、

器壁の内外面 い ず れ に お い て も 消 し 切 れず に 残 っ て い る も の が 多 い。 こ れ ら に よ り 土 口 将軍塚古墳の
(16) 

埴輪の叩き は 、 弥生土器や土師器の製作技法の よ う に叩きの 際 に 内面 に 当 て具 を 使 わ な か っ た 可能性

があ る 。 し か し 、 格子叩き の埴輪の剥れた 凸帯下 に 叩き痕跡が観察でき る こ と か ら 、 強 い 叩き締めで

は な い が、 埴輪の 成形に 関 わ る 技法 と し て 叩き を 用 い た と 考 え た い 。

土 口 将軍塚古墳の埴輪 に は 、 全て と い っ て い い は ど 多 く の 個体の外面全体に タ タ キ も し く は ナ デの

み が施 さ れ て お り 、 ハ ケ を 用 い た 個体は ほ と ん ど な い。 わ ず か 、 例外的 に み ら れ る ハ ケ 調整の埴輪に

は 、 タ タ キ は 共伴 し て い な い 。

平行叩き と 格子叩き は 1 個体内 で は 共伴 し な い。 そ れ ぞ れの割合は 、 発掘調査に よ り 平行叩き の方

が格子叩き の埴綸 よ り 多 い こ と が判 明 し た 。 叩き の痕跡がな 〈 ナ デ し か観察でき な い も の に つ い て は 、

平行叩き の あ と に施 さ れ た 丁 寧 な ナ デの た め に 、 叩き の痕跡が消 さ れて し ま っ た も の が含 ま れ る 可能

性があ り 、 こ れ ら を 加 え る と 更 に 平行叩き の埴輪の個体数が増 え る こ と が考え ら れ る 。 ま た 円筒埴輪

の 胴 部 中 程 に 、 叩き の刻み痕は 残 ら な い も の の 、 板 を 押 し 付け た よ う な圧痕 と そ の 際 に でき た 稜が残

る 個体がみ ら れ る 。 畿 内 の埴輪 に み ら れ る 板に よ る 底部調整 と 同 じ よ う な状況 を 示 し て お り 、 叩い た

あ と を ナ デで消 し た か、 刻み を 入 れ な い板 に よ る 叩き （ オ サエ と い っ た 方 がい い の か） の痕 と 考 え た い 。

平行叩き と 格子叩き の埴輪の 間 に は目立 っ た 個体差は 認め ら れ な い が、 た だ出 土位置 に 違 い がみ ら

れ る 。 平行叩き の埴輪 は 中 段 テ ラ ス よ り 、 格子叩き の埴輪は 後円部墳頂 と 北側か ら 出 土 し て い る の で

あ る 。

焼 成 は 良好だが土師質で、 黒斑が残 る 。 黒斑のつき方は西口 氏等の い わ れ る よ う に 「外面 の 一方 と

そ の 反対方 向 の 外面 と に 縦に 長 く つ く 」 も の が 多 い が、 外面 の 片 側に し か な い も の 、 斑状 に付着す る

も の も 少 な か ら ず み ら れ る 。 内面や底部、 口 縁端部 に 付着す る こ と は な い。 黒斑の 付着位置 に何 ら か

の 規則性があ る と す れば、 黒斑の 成 因 は野焼きの際の火の ま わ り の違 い 、 あ る い は 焼きむ ら 以外 に 、

初原的 な 窯 の 存在 を 考 え た い。

( 4 ) ま と め
土 口 将軍塚古墳の埴綸 は 叩き を も つ も の の 内面 に 当 て具痕がな い。 そ し て叩き の 原体 に 平行 と 格子

の 2 種類があ る の が特徴的 で あ る 。 焼成は野焼 き に 近 い状態 で黒斑 を も ち 、 須 恵器 を 焼 く よ う な 容窯

は 使用 し な か っ た と 考 え た い 。 土 口 将軍塚古墳の よ う に 、 出 土 し て い る 埴輪の ほ と ん ど に叩き痕跡が

あ る 例は 他 に な い。 こ れは ど叩き調整 を 主体 と し て 使 い な が ら 、 須恵器の焼成 を 取 り 入 れて い な い の

は ど う い う わ け だ ろ う か。 土 口 将軍塚古墳 よ り やや先行す る 埴輪が出 土す る 長野県更埴市森 2 号墳か

ら は TK73、 TK216型 式の初期須恵器が出 土 し て い る 。 こ れ か ら 考 え る と 、 土 口 将軍塚古墳の埴輪製作

は 須 恵器 出 現以降 も 須 恵器 の 焼成 技法 を 導入 し な か っ た こ と に な る 。 調整技法 と 併せ て 考 え て み る な

ら ば、 土 口 将軍塚古墳の埴輪製作 に あ た り 、 須 恵器の 製作技法 を 直接導入 し て い な い こ と を 示す材料
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に な ろ う 。

叩きの埴輪の出 土 は 、 全国 で43遺跡 で あ り 、 そ の数は埴輪 を 持つ古墳の数か ら 比べ れ ば と て も 少 な

い も のであ る 。 西 日 本で叩きの埴綸 は lOOm 以上の大型 古墳か ら も 出 土 し て お り 、 須 恵質埴輪の一形態

と し て 考 え る こ と ができ る が、 東 日 本の場合 は 時期 も 範囲 も 限定 さ れ、 埴輪生産の主流に は な り 得 な

か っ た よ う で あ る 。

川西氏の埴輪編年 に よ れば、 III期 と IV期の編年の メ ル ク マ ー ルの ひ と つ に 焼成技法の相違があ る 。

こ れ は 言 い換 え れば須恵器の導入 と い う こ と で あ る が、 川 西氏 も 述べ て い る よ う に瞬時に し て 舶 来の

新 し い 技法が浸透 し た と 考 え る の に は 無理が生ず る 。 特 に 長野県の場合 5 世紀 中 葉、 も し く は 5 世紀

後半 に な っ て も ま だ黒斑 を 有 す る 埴輪が出 土す る のであ る 。 こ の現象 を III期が 5 世紀後半 ま で続 く と

考 え る か 、 IV期 に 入 っ て も 黒斑が残 る のか に つ い て は 各古墳の詳 細 な 分析が必要 に な っ て く る か、 少

な く と も 畿 内 に お け る 川 西編年 を 長野県下出 土の埴輪、 特に 土 口 将軍塚古墳の埴輪に そ の ま ま あ て は

め る こ と は でき な い だ ろ う 。

時期的 に 非常 に近 い と 考 え ら れ る 森 2 号墳の埴輪の透孔は 、 主 に方形で中央段 に 2 - 4 孔穿 た れ る 。

稀に三角形の透孔 も あ り 、 千鳥状 に 穿 た れ る 。 こ れ に 対 し て 土 口 将軍塚古墳の埴輪の透孔は 円形が主

体で あ る が方形に 近 い 円形 も あ り 、 中 央段に 向 か い あ っ て 2 孔穿 孔 さ れ る 。 森 2 号墳の埴輪 は 個体毎

に形状が異 な り 、 その様相は 森将軍塚古墳に系譜が求め ら れ る だ ろ う 。

土 口 将軍塚古墳 と 森 2 号墳の埴輪 を 比較 し て み る と 、 透孔、 全体のプロ ボー シ ョ ンの違い な ど か ら 、

土 口 将軍塚古墳の埴輪の方がやや後出 的 な 要素 を 持 っ て い る 。 森 2 号墳出 土のTK73、 TK216型式の須

恵器の時期 にやや後出 す る 時期の も の と 考 え た い。 （山根洋子）

本稿 を 草す る に あ た り 、 資料の実見 を は じ め関係文献の提供、 適切 な御指導等 を 全国 の 多 〈 の 方 々 に い た だ

き ま し た 。 関係 各位の御名 前 を 記 し て こ こ に 御礼 申 し 上げ ま す。

赤塚次郎 入江文敏 岩崎卓也 宇垣匡雅 加納俊介 木下 亘 塩谷 修 鈴木敏則 関 川 尚功

高 井 健 司 立木 修 野澤則幸 北條芳隆 増 田 逸朗 森 田 久男 （敬称略 多謝）
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5 土 口 将 軍塚古 墳 出 土 土 師 器 の 編年 的位置

後円部墳頂か ら 出 土 し た 土師器は 、 高坪 を 中 心 に 推定40個体 を 数 え 、 埋葬直後の埋葬施設上部 での

祭祀 に 伴 う 遺物 と し て考 え ら れた 。 た だ し 、 出土土器の大 多数が、 小破片 で あ り 、 盗掘 に よ り 攪乱 を

も 受 け て い る た め 、 その型式学的 な検討 と と も に 、 出 土状況の検証に も 不充分な点があ る こ と は 否め

な い。 そ の一括性 と 、 埋葬施設と の 同 時代性 に つ い て は 、 可能性か提示 さ れ る に 留 ま る も ので あ る が、

そ の可能性 を 前提 と し て 、 出 土土師器の う ち 比較的形態の明確 と な っ た 高坪 を 取 り 上げて、 その編年

的位置付 け を 試み て み た い。

( 1 ) 出 土高坪標準 型 式 の 設定
前章 に お い て 、 高坪 を A · B · C の 3 型式 に 分類 し た 。 こ の う ち 、 最 も 遺存状況の良好 な A 型 （図35·

4 4 - 9 ) と 、 個体数が 多 く な お かつ各個体間 に形態的共通要素 が強 い B 型 （ 図35 · 44 -11 · 15 · 30 · 31 )

を も っ て 、 分析 に お け る 標準型式 と し た い 。 以下、 前者 を 土 口 A 型 、 後者 を 土 口 B 型 と す る 。 な お B

型 は 、 全形 を 示す個体が存在 し な い た め 、 Bb型 に つ い て 各部位 ご と の破片 を 図 上で組み合わ せ た 想定

図 を 作成 し て 示 し た 。

土 口 A 型 、 土 口 B 型 と も に 、 関東地方 に お け る 「和泉式」 高坪 と 共通す る 形態 を 呈 し て お り 、 その

年代が古墳時代 3期区分に よ る 中 期 に 相 当 す る こ と は 異論の な い と こ ろ で あ ろ う 。 B 型 は 、 形態 と 成

形の面 に お い て 特殊性が認め ら れ 、 祭祀用 に 生産 さ れた 「仮器」 と し ての性格 を 有す る 可能性 を 前章

で指摘 し て お い た が、 基本的 な形態的要素 は 、 一般性 に 基づ い て い る も の と 判 断 し た 。 A 型 に 関 し て

は 、 そ の特殊性が考慮 さ れ る も ので は な い。

（ 数字は 図35 と 共通 ）

3 1  

B 型
A 型 ゜ 10cm 

図44 土 口 将軍塚古墳出 土 の 高坪標準型式 ( 1 : 3 )  

( 2 ) 比較型 式 の 抽 出
標 準 型 式の編年 的位置の分析は 、 他遺跡出土の高坪 と の比較 を 通 し て 、 その型 式学的変遷の な か に

標 準型 式 を 組み 入れ る 操作 に よ る 。 比較資料 と な る 型式の抽 出 に お い て は 、 時間 的 に は 古墳時代 中期

を 中 心 と し 、 地域的 に は 標 準 資料 と 直接的 な 関係 を設定でき る 善光寺平 に 対象 を 限定す る 。 ま た 、 型

式学的変遷 を 理解す る た め に は 、 共伴遺物に よ る 年代観 も 大き な 比重 を 占 め る た め 、 共伴性 を 検証 し

う る 高坪以外の器種、 そ れ も 年代決定の指標 と な り う る 器種 を 含 む 資料 を 選択す る も の と す る 。
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長野市篠 ノ 井遺跡群大規模 自 転車道地点出土資料 （ 図45 - 1 - 13) 

各遺構出 土土器の 中 か ら 、 高坪 と 小形精製土器 を 中 心 と し た 共伴器種 を 抽 出 し た 。 （長野市教委1980 、

6 · 12-21号住、 2 · 7 · 10- 26号住 、 13- 29号住 、 3 · 5 · 1 1 - 30号住 、 1 · 4 · 9 一 方形周溝墓）

高坪 ( 1 - 4 )  

坪部 に は 、 口 縁部が直線的 に 外方 に 伸びる も の ( 1 ) と 、 端部 に お い て 外反す る も の ( 2 ) と の 2 形

態が存在す る 。 脚部は 柱状の筒部 に大き く 開 い た裾部 を 取 り 付 け た 形態 で あ り ( 4 ) 、 裾部 に 3 孔の透

か し を 有す る 小形品 ( 3 ) が含 ま れ る 。 坪部 と の接合部 は 中 実 と な っ て い る 。

小形器台 ( 5 - 7 )  

受部 中央 に 円 孔 を 貫通 さ せ る も の ( 5 · 6 ) と 、 孔 を 持 た な い も の ( 7 ) が存在す る 。 前者は 、 裾広

が り の脚部 に 4 孔の透か し を 有す る ( 6 ) 。 後者は 、 3 孔の透か し に よ り 、 脚部上半が柱状の伸びを 示

す。

小形丸底鉢 ( 8 - 10) 

ロ 縁部が体高 を 大き く 上 回 る も の ( 8 ) と 、 口 縁部 と 体高 と がほ ぼ等 し い も の ( 9 - 10) が存在 す

る 。

前者は 、 口 縁部 内 面 に ハ ケ メ を 残 し 、 外面の調整 も 丁寧では な い 。

直 口 壺 (12)

直線的 に外方へ伸びた 口 縁部が端部 に お い て やや外反 し 、 胴部 は ほ ぼ球形 を 呈す る 。

S 字状 口 縁台付甕 (13)

頸部下は板状工具に よ る 削 り に 近 い ナ デに よ り 調整 さ れ 、 内 面 に は 指頭の圧痕が認め ら れ る 。

編年的位置

篠 ノ 井型高坪の形態 に は 、 布留式の中葉段階 に 共通す る 要素 が認め ら れ 、 小形器 台 、 小形丸底鉢な

どの共伴遺物 も は ぼ同 時期の様相 を 示す。 S 字状 口 縁 台 付甕 は 、 ハ ケ メ 調整 を 簡略化 し た も ので あ り 、

同 系列の最末期 に 置 か れ る 。 以上の様相 は 、 当 地 に お け る 編年の 中 では 善光寺平第 1 様式新段階 に 相

当 し 、 他地域 と の並行関係 を 求 め る と 、 畿 内 では布留 2 - 3 式、 関東では五領 2 式 に 対応でき よ う 。

長野市駒沢新町遺跡出土資料 （ 図45- 14 - 19)

祭祀遺構 と し ての 1 号址出 土資料 中 か ら 、 典型的 な 高坪 と 、 特徴的 な 共伴土師器 と を 抽 出 し た 。 な

お 、 1 号址か ら は 、 土師器500個体以上が検出 さ れ て お り 、 そ の過半数が高坪 と 小形丸底壺に よ り 占 め

ら れ て い る 。 図示 し た も の以外に 型 式設定でき る 高坪が含 ま れ る 点 は 否定 さ れ な い 。 ま た 、 追 に つ い

て は 、 出土土師器中 2 点のみが確認 さ れて い る 。 （笹沢1982)

高坪 ( 14 · 15)

杯部は 、 口 縁部が外反 ぎみ に大き く 開 き 、 坪底部 に 明 瞭 な 稜線 を 有す る 。 脚部 は 、 柱状に 発達 し た

中空の筒部 に 、 大き く 開 い た 裾部 を 取 り 付 け た 形態 を 呈す る 。 脚部 に 4 孔の透か し を 有 し た 小形品 ( 14 )

は特殊 な 存在 で あ り 、 他に透か し 孔 を 有す る 例品 は な い 。

聡 ( 16 · 17)

ロ 縁部 と 体高 がほぼ等 し 〈 、 口 縁部が有段 口 縁 を 呈す る も の (16) と 、 短口 縁で、 体部 に 円 形刺 突

文、 鋸歯文 、 格子文に よ り 構成 さ れ る 箆描線刻文様 を 施 し た も の (17) と が存在す る 。
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図45 高杯比較型式 と 共伴資料① ( 1  : 3 ) 
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小形丸底壺 ( 18)

内 弯 ぎ み に 大 き く 開 い た 口 縁部 に 、 やや扁球形の体部 を 付 し た も ので、 口 縁部 内 面 は ヨ コ ナ デ調整

を その ま ま に 残 し 、 外面のヘ ラ ミ ガ キ も 粗雑 で あ る 。

直 口 壺 (19)

ロ 縁部中位に 凸帯状の段 を 有 し 、 端部 に お い て 内 弯 す る 。 胴部 は ほ ぼ球形に 近 い形態 を 呈す る 。

編年的位置

駒沢型高坪 は 、 典型的 な 和泉式の形態 と い う こ と ができ、 篠 ノ 井型 に 後出 す る こ と が 明 ら か で あ る 。

小形丸底壺 も 、 当 地 に お い て 最 も 盛行 し た段階 に 位置付け ら れ、 布留式新段階 に お け る 同器種の盛行

と 対応でき る 。 迎、 直 口 壺は 、 初期須 恵器 あ る い は そ れ以前の朝鮮陶質土器の模倣 を 想定すべ き で あ

ろ う 。 特 に 、 迎 に 見 ら れ る 線刻文の系譜 に つ い て は 、 笹沢氏が指摘す る と お り （笹沢1982) 、 TK73型 式

か そ れ以前に求め ら れ る も ので あ り 、 陶質土器 と の関連 も 注目さ れ る 。 以上の様相は 、 当 地に お け る

編 年 で は 、 善光寺平 第 2 様式古段階 に 比定 さ れ て お り 、 小形丸底壺の盛行 と 小形器台 、 小形丸底鉢の

消滅か ら 、 畿 内 に お け る 布留 4 式 に 対応でき よ う 。

長野市四ツ屋遺跡出土資料 （ 図46 -20 · 21)

墳丘が未確認 な が ら 、 円筒埴輪列の存在 か ら 古墳の可能性が指摘 さ れ る 遺構内 よ り 出 土 し た 資料で

あ る 。 他に 、 土師器高坪 と 、 器高20cmの大形迎 （土師器） が共伴 し て い る 。 （ 高野1972 、 小林1976、 矢 口

1982) 

高坪 (20)

坪部 は 、 内 弯 し な が ら 外方へ開 き、 坪底部 に 凸帯状の段 を 有す る 。 全体的 に 、 厚手の成形 な が ら 、

器面の ミ ガ キ 調整 は 丁 寧 で あ り 、 精緻な つ く り と い え る 。

須恵器 ・ 把手付椀 (21)

黒灰 色 を 呈す る 優 良 な焼成であ り 、 内面 に は 自 然釉がかか る 。 上部 に 渦巻き状の飾 り を 付 け た 把手

を 有 し 、 口 縁部 は 外反 し な が ら 内方へ開 き 、 端部 は やや丸み を 帯びて い る 。 体部 に は 2 条の凸帯 下 に

流麓な波状文 を 施 し て い る 。 底部 は 不定方 向の ケ ズ リ の後ナ デ調整 し 、 やや平 坦 な 丸底 を 呈す る 。

編年的位置

四 ツ 屋型高坪 は 、 口 縁部が内 弯 す る 点 に お い て 駒沢型 に 後出 す る も の と 考 え た い 。 駒沢新町遺跡 1

号址出 土資料 中 に は 、 口 縁部が直線的 に外方へ開 き坪底部 に 明 瞭 な 凸帯 を 有す る 高坪が存在す る 。 ロ

縁部形態 に 四 ツ 屋型の祖型 を 見 る こ と ができ る が、 脚部 は裾広が り の形態 を と っ て い る 。 同種の高坪

は 、 大形で特殊 な 存在 な が ら 、 1 型 式 を 形成す る も ので あ り 、 四 ツ 屋型 と の関連が予想 さ れ る 。 脚部

が駒沢型 に く ら べて短 く な る 点 も 、 新 し い要素 と し て 把握 さ れ、 善光寺平 第 2 様 式新段階 に 相 当 す る

も の と 考 え ら れ る 。 須 恵器は 、 TK216 - 208 型 式 に 盛行 し た 把手付塙の一種 と 考 え ら れ、 口 縁端部の形

態 に 古 い要素が含 ま れ る 。 口 縁部及び底部の形態 は 、 同器種の な か で は 異質 で あ り 、 渡来品 と し ての

可能性 も 指摘 さ れて い る （ 矢 口 1982) 。

長野市浅川扇状地遺跡群牟礼バイパス B 地点出土資料 （図46 - 22 - 26)

4 号住居址出土の高坪 と 須 恵器、 14号住居址出 土の須恵器 を 抽 出 し た 。 （長野市教委1986 、 22 · 26- 4 

号住居址、 23 -25- 14号住居址）
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高坪 (22)

坪部 は 、 直線的 に 外方へ開き、 坪底部の稜線は不明瞭であ り 、 口 縁部への移行は 丸み を帯びて い る 。

脚部 は 、 円錐に 近 い 柱状の筒部 に 、 大き く 開 〈 裾部 を 取 り 付 け た 形態 を 呈す る 。

須恵器 ・ 蓋坪 (23 · 24)

ロ 縁部は外反 ぎ み に 内方へ開き 、 端部 は 丸 く 仕上げ ら れて い る 。 蓋受部 は 、 水平 に 近 〈 やや上方 に

伸 ぴ、 丸 〈 仕上げ ら れ て い る 。 底部 は ％か ら ％が 回転ヘ ラ ケ ズ リ さ れ る 。 全体 と し て 丁 寧 な 調整 に よ

り 、 焼成 も 優良 で あ る 。

須恵器 • 直 口 壺 (25)

優良 な焼成に よ る 口 縁部破 片で、 中 位 に 鋭 い 凸帯 2 条 を 有す る 。 凸帯下 に は 、 細密な 波状文が施 さ

れて い る 。

須恵器 ・ 甕 (26)

ロ 縁部破片で、 端部 内面が凹面 を 形成 す る 。 2 条の鋭 い 凸帯 を は さ ん で、 2 段の流麓な 波状文力<'Mi

さ れ て い る 。

編年的位置

浅 川 型高 坪 は 、 口 縁部が外反せず 、 坪底部 と の稜線 も 不明瞭であ る こ と か ら 、 坪部の形態 は 内 弯化

の傾向 を 示 し て い る 。 脚部 も短小化 し て お り 、 駒沢型 よ り 後出 的 な要素が強 く 表 わ れ る 。 共伴す る 土

師器に は 、 小形丸底壺 と 有段 口 縁壺が消滅す る 傾向 が認め ら れ、 駒沢型 に 後出 す る 善光寺平第 2 様式

新段階 に位置付け ら れ る 。 須恵器は 、 蓋坪 にTK216型 式の特徴が認め ら れ、 直 口 壺 も ほぼ同 時期の所

産 と し て 考 え ら れ る 。 甕 は 、 口 縁部 がTK208型式以降の形態 を 呈す る も ので あ り 、 文様帯 を 画す る 凸

帯 に 古 い要素 を 残す と い え よ う 。

更埴市森 2 号墳出土資料 （ 図46- 27 · 28)

墳裾の埴輪列上部 に形成 さ れ た 集 石 に 伴 い 出 土 し た 土器群か ら 、 高 坪 と 須 恵 器 を 抽 出 し た 。 高坪

は 、 10個体以上が確認 さ れ て お り 、 そのほ と ん ど が抽 出 個体 と 同 型 式 に な る 。 その他、 土師器では 、

壺、 坪、 須恵器では 、 無蓋高坪 な ど が共伴す る も のであ る 。 ま た 、 森 2 号墳か ら は 、 TK73 -216型式

並行の古 い段階の須恵器の一群が出 土 し て い る 。 そ れ ら は 墳丘上か ら の流れ込み と 判 断 さ れ て お り 、

直接的 に は抽 出 資料 に 共伴 し な い も の と さ れ る た め 、 こ こ では 除外す る 。 （ 更埴市教委1986年調査）

高坪 (27)

口 縁部 は 、 内 弯 ぎ み に 外方へ開 き、 坪底部 と の稜 は 不明瞭であ る 。 口 縁部が短い た め 、 坪部 は 浅 い

形状 を 呈 し 、 皿形に 近 い 。 脚部 は 、 柱状の筒部 に 大き く 開 い た裾部 が付 さ れ る が、 筒部下端か大き く

膨 ら み 、 脚 高 に 比較 し て 寸詰 ま り の形態 を 呈す る 。

須恵器 ・ 地 (28)

ロ 縁部 に 大き 〈 歪 を も つ個体で あ り 、 口 縁端部 は 斜め に 凹面 を 形成す る 。 口 縁屈 曲部 に 1 条の凸帯

が付 さ れ、 その下に 波状文が施 さ れ る 。 体部 は 扁 球形で あ り 、 肩部の沈線下 に 剌 突文が施 さ れ る 。

編年的位置

須 恵器地は 、 共伴 し て い る 無蓋高坪 と と も に 、 TK23型式並行 に 比定 さ れて い る 。 森型高坪 は 、 杯部

形態 が扁 平 で あ り 、 他型 式の そ れ と 形態 を 異 に す る 。 た だ し 、 口 縁部 に 内 弯化の傾向 が顕著 で あ り 、

脚部 も短い形態 を と る 点 に 新 し い 要素 が認め ら れ、 浅 川 型 に 後出 す る と 考 え て よ い だ ろ う 。 須 恵器の
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編年位置 を 、 TK23型式並行に対応 さ せ る と す れ ば、 森 型 高 坪 は 善光寺平第 3 様式古段階 に お け る 高坪

型 式の一つ と し て み る こ と ができ る 。

長野市地附山上池 ノ 平 2 号墳出土資料 （図46 - 29 - 34)

墳裾か ら 検 出 さ れた 土師器高坪 と 、 須 恵器 を 抽 出 し た 。 前者は 完形で埋納 さ れ た 状態 で検出 さ れた

土師器10個体の内の 1 点 で、 後者 は 、 土師器類 と 共 に破砕 さ れ た 状 態 で検出 さ れた 須 恵器の一部であ

る 。 そ れ ぞれ地点 を 異 に し ての出土であ る が、 遺棄の時間的隔た り に 大差 な い も の と 判 断 さ れて お り 、

共伴資料 と し て 扱 う 。 （長野市教委1986年調査）

高坪 (29)

ロ 縁部が内 弯 ぎみ に外方へ開 き 、 杯部 と の稜 は 不明瞭であ る 。 口 縁部の立 ち 上が り が直 に 近づ く た

め 、 坪部 は 深 い 形状 を 呈 す る 。 脚部 は筒部 と 裾部の境界が不明瞭であ り 、 高 さ は 坪部 高 を 下 回 る 。

須恵器 ・ 聡 (30 · 31 )

肩のやや張 っ た 扁 球形の体部 に よ る も の (30) と 、 肩部 に 明 瞭 な稜 を 有 し 、 頸径 を 大き く し た も の (31 )

の 2 者が存在す る 。 両者 と も 、 口 縁部 に 2 段の波状文 と 、 肩部下 に 剌 突文 を 施 し て い る 。 前者は優良

な 焼 成 に よ る が、 後者 は 軟質 で灰 白 色 に近 く 、 低火度の焼成 に よ る 。

須 恵器 ・ 蓋坪 (32 · 33)

蓋 (32) は 器高 が高 〈 、 丸い形状の天井部½程 度 を 確認ヘ ラ ケ ズ リ す る 。 口 縁部 と の稜線が不明瞭で

あ り 、 口 縁端部 は 内傾 し た 凹面 を 形成 す る 。 坪 身 は 、 や は り 底部 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ か％以下で あ り 、 ロ

縁部の立 ち 上が り は 内傾 し な が ら 屈 曲 し 、 「 く 」の字状 を 呈す る 。 両者 と も 焼成 、 胎土 、 成形が粗雑 な

製 品 で あ る 。

須 恵器• 高坪 (34)

坪部 は 蓋杯 と 同様の形態調整 に 基づい て い る 。 短 い 脚部 に は 、 長方形の透か し が 3 方向 に 開 け ら れ 、

やや不明 瞭 な カ キ目が施 さ れ て い る 。 端部 は 屈 曲 し て稜 を形成す る が、 丸み を おびて 鋭 〈 は な い 。 調

整 は 蓋坪 よ り 丁寧 で あ る も のの、 胎 土 と 焼 成 は 粗雑 と い え る 。

編年的位置

地附 山 型高坪 に は 、 坪部の内 弯化が顕著 に 認め ら れ、 脚部 も 矮小化 し た 形態 と な る 。 同傾向は 、 浅

川 型 に お い て も 指摘 さ れ た が、 そ れが さ ら に 顕在化 し た 段階の も の と し て位置付 け る こ と ができ、 善

光寺平第 3 様式古段階 に 比定 さ れ る 。 須 恵器 で は 、 森 2 号墳 と 同 一形態の聴のは か に 、 肩部 に稜 を 有

し た 新 し い形態の聡が伴 出 し て い る 。 同形態 は TK23型 式以降 に 定型化 さ れ た も の と さ れ、 TK47型式

並行に 置 か れ る 可能性があ る 。 高 坪 は TK23 -47型 式並行 と さ れ る 埼玉 県稲荷 山 古墳出 土資料 に 近似

し て い る 。 当 資料の方がやや長脚 であ る も のの、 編年位置 は概ね 一致す る も の と 思 わ れ る 。 蓋杯 も は

ぼ同期の型式特徴 を 示す。

( 3 ) 土 口 型 高 坪 の 編年的位置

善光寺平 に お け る 古墳時代 中期の高坪 は 、 布留 式の影響下 に 成 立 し た と 思 わ れ る 篠 ノ 井型 を 祖型 と

し 、 駒 沢型 に 見 ら れ る 口 縁部外反、 長脚形態 か ら 、 地附 山 型 に 至 る 口 縁部 内 弯 、 短脚形態へ と 型 式変

化す る こ と が想定 さ れ た 。 た だ し 、 高坪の型式組列が一系 で な い こ と を 示す 四 ツ 屋型 、 森型 も 存在す

る こ と か ら 、 想定 し た形態の変化 を 一律の も の と 考 え る に は 危険 で あ り 、 他地域 と の比較 も 含め て 、
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複数系列 に よ り 構成 さ れ る 高坪型式 に つ い ての再検討が課題 と し て 残 さ れて い る 。

現段階 に お い て 、 標準型式 と し て 抽 出 し た 土 口 将軍塚古墳 出 土の高坪の編年的位置 に つ い て 言 及 す

る な ら ば、 比較型式 と し て 抽 出 し た 高杯 と の共通性 を 問題 に す る のみ であ る 。 土 口 A 型 は 、 駒沢型の

ロ 縁部形態 に近 似 し 、 脚部 も 長脚 と い え る 。 坪部の稜線が不明 瞭 な 点 は 後出 的 な要素 と な ろ う 。 土 口

B 型 は 、 坪部形態が四 ツ 屋型 と 同 列 に 置 か れ る 。 口 縁部が外反 ぎ み で 、 脚部が長い形態 を と る 点 は や

や先行的 な要素 と い え る 。 駒沢型 と 四 ツ 屋型 と は 、 共伴資料 に よ る 相対年代か ら その先後関係 を 明 ら か

であ り 、 土 口 型 を 両者の 中 間位置 に 編 年す る こ と に は 無理がな い 。 土 口 型の共伴遺物 に 、 駒 沢 型 に 伴

う 小形丸底壺が含 ま れ て い な い点 も 、 その序列 に 矛盾 を 来 さ な い 。 こ の編年的位置付 け を 前提 と す る

な ら 、 共伴資料 と し ての須恵器編年が年代決定の重要 な 要素 と な る 。 駒沢型以降 と 考 え る 四 ツ 屋 型 、

浅 川 型 に は 、 TK216-208型式、 次の段階 に 置 か れ る 森型、 地附 山 型 に は TK23 -47型 式並行の須恵器

が共伴 し て い る こ と か ら 、 先行型 式 と し ての駒沢型 に は TK73型 式以前 を 並行 さ せ る こ と が妥 当 と な

る 。 駒沢型 に 共伴す る 土師器聡 に 、 TK73型 式古段階 と 対応 す る 箆描線刻文が存在す る こ と は 、 そ れ を

肯定 し う る 手掛か り と な ろ う 。 土 口 型 に 関 し て も 、 出 土埴輪の一部 に 存在す る 格子叩き技法や、 箆描

線刻文 を 関連 さ せ れば 、 TK73型式並行期 に さ かのぼ ら せ て 理解す る こ と は 否 定 さ れ る も の で は な い 。

TK73型式の暦年代 に つ い て は 、 5 世紀 中 葉 と す る 説 （ 田 辺 1981 ) と 5 世 紀 前半 に さ か の ぽ ら せ る

説 （ 白 石1979) と が対峙 し 、 に わ か に 決着 し 難 い 様相 を 呈す る も のであ り 、 須 恵器生産の開始に か か わ

る 朝鮮陶質土器 と の関係に も 検討の余地が残 さ れ た 状況に あ る 。 本稿 に お い て は 、 両 説 に 対 し ての立

場を明 ら かにする こ と な く 、 その年代観の上限 と 下限 と を 引 用 す る に と ど め た い。 土 口 型 高坪 がTK73型

式に並行す る と 考 え た 場合、 白 石説に 従 え ば 5 世紀前半、 田 辺説 に 従 え ば 5 世紀中 葉 と い う 実年代が

＃ か れ る 。

（本稿に 引 用 し た 土 師器及 ぴ須恵器の編年は 、 次の論文に よ る 。 善光寺平 一 笹沢1976、 布留式 一 寺沢1986、 五

領式 ー 大村1982、 須恵器 ー 田 辺 1981 な お 、 笹 沢浩氏 、 岩崎卓也氏に は 有益 な 御指導 を 賜 っ た 。 記 し て 感謝 申

し 上げた い。 ） （青木和 明 ）
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6 土 口 将 軍塚古墳 出 土 の 鉄鏃 と 甲 冑 に つ い て

本古墳出 土の鉄鏃は 、 鏃身部等の形態 な ど か ら 、 a 1 - a 3 類、 b 1 · b  2 類、 C 類 、 d 1 - d 4 

類の10類 に 細別 す る こ と が可能であ る が、 大き 〈 は a 類、 b 類 と し た 柳葉式鉄鏃、 C 類 と し た 圭頭斧

箭式鉄鏃、 d 類 と し た 長頸長三角形式鉄鏃に 大別 す る こ と ができ る 。

既 に 盗掘 を 受 け て い る た め 、 各形式の構成 は 、 その信用度が低い と い わ ざ る を え な い が、 長頸長三角

形式15本、 柳葉式10本、 圭頭斧箭式 1 本で あ り 、 長頸長三角形式、 柳葉式が主体的、 圭頭斧箭式が従

的 な あ り 方 を 示 し て い る と と ら え ら れ よ う 。

d 類 と し た 長頸長三角形式の鉄鏃は 、 い ず れ も 箆被部の長 さ が鏃身部長の1 . 5倍程度の長 さ を 有す る

も ので、 定型化 し た 長頸鏃に 比較 し て やや古 い 様相が う か がわ れ る 。

長野県 内 に お い て 、 長頸長三角形式鉄鏃を 出 土 し た 5 世紀か ら 6 世紀前半代 に 比定 さ れ る 古墳 と し

て は 、 中野市林畦 2 号古墳 （小野1972) [ 図47 - 10] 、 飯 田 市妙前大塚古墳 （飯田 市教委1972) [ 固47- 1 1 -

15] 、 飯 田市 新井原12号古墳 （今村、 小林1983) [ 図47 -23 · 24] 、 東筑摩郡本郷村桜 ケ 丘古墳 （本郷村教委

1966) [図47 - 25- 27] 等があげ ら れ る 。 し か し 、 い ず れ も 頸部 は 完全に長頸化 し て お り 本古墳出土資料

よ り も 明 ら か に 後出 的 な 様相が う かか え る 。

ま た 、 他地域の様相 と 比較 す る な ら ば、 長頸鏃の祖形 タ イ プ と 考 え ら れ る 大阪府和泉黄金塚古墳西

榔 出 土資料 （末永 、 島 田 、 森1954) [ 図48- 1 - 4 ] よ り は 頸部の長頸化が認め ら れ、 明 ら かに後出的であ

る が、 初期須恵器 を 出 土 し て い る 大阪府野 中 古墳 （大阪大学文学部国 史研究室1976) [ 図48 - 5 - 9 ] 、 奈

良 県新沢千塚139号墳出 土の頸部の完全に 長頸化 し た も の に 比較す る な ら ば、 やや古相 を 呈す る も の と

と ら え ら れ よ う 。

本古墳出 土例の よ う な 定型化 し た 長頸鏃への過渡期的 な長頸長三角形式の鉄鏃は 、 福 岡 県甘 木市古

寺墳墓群第 7 号墓 （甘木市教委1983) [ 図48- 10 - 18] に 良 好 な 資料が出 土 し て い る 。 第 7 号墓か ら 土器

の 出 土 は な い が、 池の上 ・ 古 寺墳墓群は 、 陶質土器、 初期須 恵器の副葬が顕著 に 認め ら れ る 墳墓群で

あ り 、 鉄鏃の年代観 に つ い て も 、 今後注意すべき資料 と な ろ う 。

次 に 、 a 類 と し た 柳葉式鉄鏃は 、 鏃身部 が典型的 な柳葉状 を な さ ず 、 直線的 な形態 を 呈 し て い る 。

長野県 内 に お い て 、 本古墳出 土例 よ り 先行す る 柳葉式鉄鏃に は 、 松本市弘法山 古墳 （松本市教委1978)

［ 図47 - 1 · 2 ] 、 更埴市森将軍塚古墳 （ 更埴市教委1973) [ 図47- 5 · 6 ] の類銅鏃柳葉式鉄鏃があ げ ら

れ よ う 。

ま た 本古墳出 土の a 類 は 、 鏃身部の長身化、 な らびに 箆被部 も やや長頸化の傾向 を 示す点特徴的 で

あ り 、 本来箆被部がほ と ん ど 存在せぬか 、 存在 し て も 非常に短い こ と を 特徴 と す る 柳葉式鉄鏃であ る

こ と を 考慮す る な ら ば、 本古墳出土資料 は む し ろ 長頸化の影響 を 受 け た も ので あ る こ と が想定 さ れ 、

時期的 に は d 類の長頸長三角形式の も の と 、 ほ ぼ 同 時期 に 位置付 け う る も の と 考 え る 。

長野県 内 に お い て 、 a 類 と 同 様の柳葉式鉄鏃を 出 土 し た 古墳 と し て は 、 須坂市鎧塚第 1 号古墳があ

る （永峯 、 亀井1959) [ 図47 - 16-22]。 し か し 、 鏃身部 を 欠損 し て い る た め不 明 で は あ る か、 頸部が完全

に 長頸化 し た 長頸長三角形式 と 想定 さ れて い る も の も 共伴 し て お り 、 本古墳例 よ り は 新 し い 様相 を 呈

し て い る も の と 考 え て お き た い。

c 類 と し た 圭頭斧箭式鉄鏃は 、 本古墳では 1 例のみの出 土 で あ り 、 ま た 、 今の と こ ろ 長野県 内 に お
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1 - 4 松本市弘法山古墳 5 · 6 更埴市森将軍塚古墳 7 - 9 土 口 将軍塚古墳 10 中野市林畦 2 号古墳
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鉄鏃集成② （縮尺不同）

1 - 4 大阪府和泉黄金塚古墳西 t郭 5 - 9 大阪府野中 古墳 10- 18福岡県甘木市古寺瑣袋群第 7 号墓

い て も 出 土例は 存在 し な い。 頸部の長頸化な ら ぴに 鏃身部幅の狭 さ な どの点 よ り 、 やは り 前述の二者

と ほ ぼ同様の時期 に 位置付け う る も の と 考 え て お き た い 。

以上大別 し た 3 形態の鉄鏃に つ い て 述べ て き た が、 こ れ ら は 他地域の古墳の年代観 よ り 考 え る な ら

9ま、 5 世紀第 1 四 半期後半 - 5 世紀第 2 四半期前半 頃 に 比定す る こ と が可能か と 考 え ら れ る 。

長野県 内 に お け る 当該期の良好な資料が本古墳 を 除き 存在せぬ現在、

し か し 、

5 世紀 中 葉 ～ 後葉 に 比定 し う る

と 考 え ら れ る 林畦 第 1 号、 第 2 号古墳、 鎧塚古墳、 妙前大塚古墳 出土資料 よ り は明 ら かに先行す る様相

が強 い と い う 意味 に お い て 、 本古墳の鉄鏃は大き 〈 5 世紀前半 と い う 年代幅の な か で と ら え て お き た

し 、 ゜

次 に 、 甲 胄 に つ い て 若干述べ て お き た い。 本古墳 出 土例は い ず れ も 小破片であ り 、 詳細は不明 と い

わ ざ る を え な い が、 三角板 と 想定 さ れ る 地板残欠の存在、 ま た 、 革綴の痕跡が明確 に確認でき る も の
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の 存在 す る こ と よ り 、 三角板革綴短 甲 であ る 可能性が高 い こ と を 指摘 し て お い た 。

長野県内 に お い て は 、 中野市七瀬双子塚古墳 （土屋1982、 小野1953) に お い て 革綴部分 を 残す鉄片の

出土が報 じ ら れ て い る はか、 明確 な革綴形式の も の は 出土 し て い な い。 三角板革綴式 に 後続 す る 鋲留

式の も の で は 、 中野市林畦 1 号古墳 （小野1953) か ら 三角板鋲留 短 甲 が、 飯 田市妙前大塚古墳か ら 四 方

白 小札鋲留 眉 庇 付 胄 が出土 し て い る 。 三角板革綴短 甲 の盛行期が 5 世紀代前半で あ る こ と か ら 、 本古

墳 出土資料が三角板革綴短 甲 で あ る な ら ば、 さ き に 述べ た 鉄鏃の年代観 と も 合致す る も の で あ る と い

え よ う 。

尚、 鉄鏃の年代観に つ い て は 、 杉山秀宏氏の御教示 に よ る と こ ろ が大 き い。 記 し て 感謝の意 を 表 し た い。

（ 千野 浩）
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7 雨 宮 凹 地か ら 観 た 土 口 将 軍塚古墳

1 
古代、 善光寺平南半の 雨 宮 凹 地 に は 1 世紀半余に 及ぶ世襲王権が存続 し て い た と す る 推測 があ る 。

森将軍塚 • 倉科将軍塚 • 土 口 将軍塚 • 有明将軍塚古墳 な ど、 こ こ に 蛸集 し て い る 前方後円墳か ら 説か
( ! )  

れ た こ と で、 昭和33年発表の、 こ こ を 国造治処 と 観 た 斎藤忠氏の考察 あ た り が皮切 り に な る だ ろ う か。

30年代 に は 屋代城 の 内遺跡や屋代条里 水 田 の調査があ り 、 40年 に は 森将軍塚古墳の第一次調査、 関連

し て 倉科や土 口 将軍塚古墳の墳形測量が行 な わ れ 、 45年 に は 考古学 よ り す る 本格的地域研究の喘 矢 と
(2) 

な っ た 岩崎卓也氏の 「古墳時代の遺跡 ・ 遺物 と 郷土社会の変貌」 が発表 さ れ て い る 。
そ の 後、 更埴 市教育委員 会に よ る 発掘調査、 更埴郡誌の発刊、 5 次 に 亙 る 森将軍塚古墳の保存整備

事業 に係 る 調査 で こ の 地域の考古学的 な解明 は 急速 に 進 ん だ。 そ し て 、 こ の 度の、 長野 • 更埴市両教
育委員 会に よ る 土 口 将軍塚古墳の調査で一応の小括 を 迎 え た 。

2 

冒 頭の推測 は 4 基の前方後円墳の規模 ・ 形状 ・ 施設か ら 森将軍塚 • 倉科将軍塚 • 土 口 将軍塚 • 有明

山 将軍塚古墳へ と 続 〈 編年 に 墓づい て い る が 、 岩崎氏の45年 レ ボー ト は 、 そ の推測 を 一応は是認 し な が

ら も 、 こ れ に は な お 考究 を 重 ね ね ば な ら ぬ幾 多 の点 の あ る こ と を 指摘 し て い る 。 そ の 中 に は 土 口 将軍

塚古墳に係 る 問題 も あ る 。

氏 は 、 1 世代 1 古墳で 4 基 の首長墓 を 縦位置 に並べ る 1 説の他に、

2 説、 森将軍塚一倉科将軍塚
［

有明 山 将軍塚

土 口 将軍塚

3 説、 有明 山 将軍塚

森将軍塚［倉科将軍塚

土 口 将軍塚

4 説、 森将軍塚
［

倉科将軍塚ー有明 山 将軍塚

土 口 将軍塚

と い う 、 3 種類の配列 を 掲 げ た 。 こ の う ち、 初代首長が終 る と 3 人の支配者が鼎立す る 3 説は 成立

し 難 い だ ろ う が、 2 説 ・ 4 説の 配列 は 有 り 得 る こ と だ と 発言 し て い る 。

そ し て 、 そ の場合、 土 口 将軍塚古墳がキ ー ・ ス トー ン に な っ て い る 。

「直接 こ の地域の平地 （雨宮凹地） を 俯瑕す る 位置 に は な く 、 地理的 に 若干の問題 を と ど め て い る 。 す

な わ ち 、 北方 、 千 曲 川 の 流域 を 眺望す る に よ い薬師 山 の 尾根 を 修飾 し て築造 さ れ」 と い う 立地の点か

ら 、 2 説の場合 は 、 「 3 代目に北方の低地 を の ぞむ地帯の首長が新た に 強 力 な権力 を 持 つ に 至 り 、 2 首

長 に 分割支配さ れ る と み る か 、 両 古墳の規模の相違か ら み て 支配機構の整備 さ れた あ る 種の す がた を

想定す る こ と も でき よ う 」。 4 説の場合では 、 「 土 口 将軍塚古墳の 被葬者の 基盤 と な っ た 土地 ・ 集 団 は 、

も と も と 森将軍塚古墳の そ れ と は 別個 の も の で、 む し ろ 、 こ の地域の 2 代目首長の段階 で大和政権の

傘下 に 入 っ た と み る べ き であ ろ う 。 」

2 説 ・ 4 説の推測は 、 単系世襲王権の 存在 を 否定す る こ と に な り 、 か か る 考察の経緯があ っ て 、 森 ·
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倉科 • 土 口 の 3 基の将軍塚古墳の 周 囲 、 及ぴ、 そ の 山 麓 に 形成 さ れ て い る 後期の群集墳の存在か ら 、

この地域 に は 幾つかの集 団が居 り 、 そ の集 団の形成年次 を 渕ぼ ら せ た 場合、 「森 • 倉科 • 土 口 の 3 将軍

塚古墳の被葬者 は 、 そ れ ぞれ別個の集 団の族長だ っ た と 考 え る こ と も 許 さ れ る だ ろ う 。 も し 、 こ の考

え が認め ら れ る な ら 、 首長権 は あ る 特定集 団 内の特定親族 に 世襲 さ れ た の で は な 〈 、 有 力集 団 （或 い は

全集団） の間 を 移動 し て い た と 推測でき る 」 こ と と な り 、 1 説の立場 を と っ て も 、 「利 害 を と も に す る

幾つかの農業集 団のルー ズ な連合体がこ の地域の古墳時代前期の社会の実体だ っ た 」 と の結論 を 生み

出 し て い る 。

こ の結論は 、 6 世紀後半 に 降 る ま で150年以上に 亙 り 継続的 に 作 ら れ て き た 森将軍塚古墳の墳麓 を 囲
(3) 

饒 し て い る 小形埋葬施設の存在 で証明 さ れ て い る 。 も し 、 森将軍塚古墳か ら 始 ま る 単系世襲王権説 に

固執 し て い た な ら ば、 小形埋葬施設群の説明 は つき難い。

3 

こ の問題 に つ い て 、 別 な観点 か ら の推測 は でき な い も の だ ろ う か。

こ の後、 科野国造の入信、 7 世紀代 に 下 っ て は 国 司の赴任があ っ て 、 中 央集権の体制 内 に 組 み 込 ま

れ て い く のだが、 雨 宮 凹 地 に 存在 し 、 将軍塚古墳 を 築き あ げた農業集 団の末裔 は数世紀後の律令体制

中 に 見出 し 得な い も の なのか と い う こ と であ る 。 具体的 に は 律令時代の郷名 一一 埴：科郡 7 郷中の どの

郷 と 結ばれ る のか と い う こ と で、 こ れ ができ得れば、 微弱 な が ら も 一つの例証に は な る だ ろ う 。

7 世紀代か ら 始 ま る 地方制度の 筋 は 国一郡一里一戸 で あ り 、 霊亀元 (715) 年か ら 天平 12 (740) 年 ま

での25年間は 国一郡一郷一里一戸。 そ れ以後は 国一郡一郷一戸 と な っ た 。 こ の う ち 、 国 ・ 郡 に は 境界

があ る も 、 郷 ・ 里 は 地域 に よ ら ず郷 （里） を 構成 す る 戸 に 基準 を お い て い る た め 、 四 至 は 判 然 と し て い

な い。 郡の増置の時 は従来の郡 を 分置 し て 一郡 を建て て い る の に 、 郷の場合は分置 と い わず新た に加

う と い う 次第で、 埴科郡 7 郷の地域 を 地図上に グルー ピ ン グ す る こ と は でき 得 な い 。

た だ、 天平12年以後の制度は 永 く 存続 し 、 平安末 に 至 る と 郷が国街領の一定の地域 を 表現す る よ う

に な る ので、 そ こ か ら 潮っ ての地域の推測 は あ る 程度可能であ る 。

地名の上か ら 坂城 ・ 磯部 ・ 船山 ・ 英 多 は 雨宮 凹 地 よ り は ず さ れ る ので、 倉科 • 屋代 ・ 大穴の 3 郷が

こ こ では 問題 と な る 。 う ち 、 倉科は 昭和31年 に 屋代町 に 合併す る ま で村名 と し て 存続 し て き て い る の

で問題 は 少 な い 。

倉科郷 は 中世、 倉科庄 に 替 っ て い る 。 『吾妻鏡』 文治 2 年 3 月 乃 貢未済庄 々 注文 （寛永本） に 「九条

城興寺領倉科庄」 と 見 え る のがそ れだが、 こ こ で興味深 い の は 、 こ れ に 続 〈 「 同加納屋代四 ヶ村」 の

条で、 こ れ に よ り 屋代郷の位置 も 推定でき る 。

「同」 は 倉科庄 に 同 じ の意。 「加納」 は 「地理的条件の有利 な る を 楯 と し て 自 領庄の外に 官地 を 冒 し て
( 4 )  

賦税 を 加納 し 漸次領知権の凡て を 収む る こ と 」 なので、 屋代四 ケ 村 は 倉科庄 と 同 一の地理条件 を も つ

地域 と い う こ と に な る 。

明治 8 年の調べ に よ る と 、 倉科村の水田面積は 11町 3 反 、 森村は77町 3 反 で、 こ の 用 水で あ る 三滝

川 と 沢山 川 は 1日生萱村の宮崎 あ た り で合 し （以後生仁 川 ） 、 北流 し て 千 曲 川 に 注 い でい る 。 し た が っ て 、

屋代四 ケ村は 用 水 を 同 じ く す る 旧 生萱 ． 雨 宮 ・土 ロ ・ 屋代村 あ た り が該 当 す る こ の う ち 、 雨宮村に

は 貞 観 8 (866) 年 に 定額寺 と な っ た 屋代寺に比定でき る 廃寺跡があ り 、 近接す る 灰塚遺跡か ら は 「卍」

の墨書土器片が出 土 し て い る 。
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更 に 、 屋代が社 に 通ず る と す る な ら ば、 こ こ に は 「雨宮座 日 吉 神社」 が祀 ら れ て い る 。

(5) 

明 治 7 年か ら 17年 に か けて 作成 さ れた 『長野県町村誌』 に よ れば、 雨宮村 ・ 土口 村 • 生萱村 ・ 森村

は 古時大穴郷 と 称す る と あ る が、 中世の郷 中 に 名 を 留 め て い な いのが大穴郷であ る 。 『吾妻鏡』文治 2

年 2 月 条 に は 「大穴庄」 の名 が見 え る が、 配列の順序 に よ れ ば安曇郡所在 で 、 池田 町の大部分 と 明科

町陸郷 に か け ての地域が比定 さ れ て い る 。 『信濃地名 考』 は 「森村、 土 口 村 2 村の う ち な る べ し 」 、

『大 日 本地名 辞書』 は 「西条村 • 清野村 ・ 豊 栄村 等 に あ た る ご と し 」 、 『 日 本地理志料』 は 「 土 ロ ・

雨 宮 ・ 岩野の諸 邑 に 亙 る 」 と 見 え る 。
(6) 

下 っ て 、 栗岩英治 氏 は 「大穴 、 是 は 森村の地字 オ ホ ナ で あ る n 而 し て 是が昔の郷の名 残 り ら し 」。
(7) 

一志茂樹氏は 「更埴市域の 旧屋代町の大部分 と 旧 雨 宮 県村の一部」、 な お 、 同 氏 は 「倉科郷 は 旧 倉
(8) 

科 ・ 旧 森両村地域、 屋代郷 は 旧 雨 宮 県村の大半地域」。 米 山 一政氏は 「生仁は 「 オ オ ナ」 の轄訛では

な い か と 想像 さ れ る 。 「雨 宮の沢 山 川 以東、 生仁•生萱•土 口 を 含む地域」。 関連 し て 「屋代郷 は 屋代町

東北の千 曲 川 自 然 堤防上、 その東端 は 屋代寺の寺跡 ま で。 倉科は 今の倉科地区 か ら 森地区へか け て 」 。

「大穴」 は 「於保奈」 と 訓 じ ら れ て い る 。 地名 に 当 る と 森地 区 に 「 お ほ ら 」 があ る が、 その他に 、 森

と 屋代の境 に あ る 山 名 に 「大穴 山 」 があ る 。 「 お は ら 」 は こ の 山の東麓 に 位置 す る 村 名 だが、 注意 し な

け れ ば な ら ぬの は 、 こ の 山 頂 に 森将軍塚古墳が築 か れ て い る こ と で、 同古墳の所在地は 「更埴市森字

大穴山 ・ 赤池 山 」 で あ る 。

全面葺石貼 り に な る 主軸長lOOmの前方後円墳の、 巨大な竪穴式石室中 に 眠 る 首長は 、 雨宮凹地外の

農民に ま で君臨 し て い た こ と だ ろ う が、 核 と な る 村 は 凹 地内 に な け れ ば な ら な い。 し か も 村の規模は

相 当 に 大 き く な け れ ば な ら ぬので 、 大 穴 山の 山 麓下 に 求め る こ と は で き かね る 。 古墳の全貌 を真正面

に 見 る 地域 こ そ 核的 な村 に ふ さ わ し い訳で、 古墳真北の 、 1500m へだ た っ た 千 曲 川 自 然堤防があ がっ

て 〈 る 。 こ の 自 然堤防上は 4 世紀代か ら の集落遺跡で覆 わ れ て し ま っ て い る 。

5 

前節 では 相 当 に 飛躍 し て し ま っ た が、 底 辺 を 北に 置 い た 三角形状の雨宮 凹 地の東麓際に 倉科郷 、 北

辺 に 横 た わ る 自 然堤防の う ち 、 西半分 に 大 穴郷 、 東半分 に 屋代郷 を設定 し 、 大穴郷 と 森将軍塚古 墳 と

を 結びつ け た 。

籍帳制 度 は 、 そ れが収奪 を 目 的 と し て い る 以上、 当 時の現実 に あ る 程度 則 し て い な け ればな ら な い

だ ろ う 。 利害 を 同 じ 〈 す る 自 然村落 を 統合 し て 1 郷 を形成す る こ と は あ っ て も 、 逆の ケ ー ス は 考 え 難

い 。 自 然堤防上に設け た 2 郷の郷名 に つ い て は 、 西方部 に 大穴郷 を 置 こ う と す る 一志氏及 ぴ桐原の説、

東方部 に 置 く 『信 濃地名 考』 、 『 日 本地理志料』 、 『長野県町村誌』 、 米 山 ー政氏の説 と 対立 し て は い る

が、 雨 宮 凹 地 に 存 し た 3 つの郷の位置 同定作業は ま ず は 妥 当 視 さ れ る こ と だ ろ う 。 と こ ろ で 、 『倭 名

紗』 の郷名 と 、 奈良 • 平安時代の文書記載の郷名 と の照合結果 で は 、 9 世紀前半 が97 . 5% と 最 も 高 〈 、

8 世紀前半 ま で潮ぼ ら せ る と 84 . 5% と 低下 し て し ま っ て い る ので、 こ の地縁組織 を そ れ以前の世紀 ま

で及ぽす こ と に は 問題があ る 。 し か し 、 古代の村落 に は 意外 と 停滞的 な面があ る 。 4 · 5 世紀代 に お

い て も 雨 宮凹 地内の 自 然村落は 3 群に グルー ピ ン グで き な い も のか。 そ し て、 大穴郷 は 森将軍塚 、 倉

科郷は 倉科将軍塚、 屋代郷 は 土 口 将軍塚古墳築造村落の末裔 と い っ た図式が描 け は し な い か と い う こ
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と で あ る 。

6 

千曲 川 流域 と い う 地形上か ら 、 善光寺平南半部 に は 弥生 時代遺跡 は 豊 富 で あ る と の先入観念 を 持 っ

て い た が、 更埴市教育委員会の矢 島宏雄氏の示教 に よ る と 、 更級郡下 で は 豊 富 で あ る も 埴科郡下 は 寡

少に過 ぎ る と の こ と で あ る 。 宮下健 司 氏 も 「更級郡下の石川 条里地域 に は 伊勢宮 ・ 松節遺跡 を 始め数

多 い 遺跡があ る の に 、 埴科郡下の後者 は 広大な 条里地割 で あ る が、 弥生時代の も ので は 生仁遺跡の他
(9) 

は その規模は 小 さ く 、 歴 史景観 も 少 な い 」 と 両地域間の差異 を 強調 し て い る 。

だが 、 次期 に 入 っ た 途端 、 埴科郡の雨宮凹地に は善光寺平最古の古墳が築 か れ 、 自 然堤防上に城の

内の大集落が出現す る 。 こ の現象 は 余 り に も 唐 突で、 内 よ り の変革 よ り も 外か ら の影響 を 大き く 考 え

た い。 大和政権が信 濃 に 進出 す る に 当 り 、 在地勢力の稀弱 な地域 を 狙 っ て 、 更級郡下 よ り も 埴科の雨

宮凹地 に橋頭堡 を 築 き あ げた と す る 考 え が ど う し て も 払拭 し き れ な い 。 在地勢力 と の結合は 当 然 に あ

っ た だ ろ う が、 彼等 と は 生活習慣 を 異 に す る 人 人の来住 も 結構 多 か っ た 。 4 世紀後半の朝鮮進攻 に よ

る 渡来人 も 混 っ て い たのか も し れ な い 。

自 然堤防上 に 定着 し た 彼等 は 後背湿地の開拓 を 進 め る 。 自 然堤防の南側に は 現在五十里 川 が流れて

い る が、 古代 に 同 川 は 存在 し な か っ た と す る 考察があ る ので、 ま ず 用水路 ・排水路の開竪 は 必要であ

る 。 こ れ に は 畿 内 人 ・ 渡来人の も つ技術が発揮 さ れ た 。 彼等の首長は 集落の真南の 山 頂 に 葬 ら れ た 。

そ し て 古墳の墳麓 に は 8 基の円墳、 61基にのぼる 組合式箱形石棺、 11基の埴輪棺が築か れ た 。 時期的

に最 も 下 る も のが 6 世紀後半の円墳で 、 横穴式石室 を 内蔵 し て い る 。

一方 、 5 世紀代に 入 っ て 、 三滝 ） I i 東の 山頂 に は 倉科将軍塚古墳が築 か れ 、 山 麓 に は横穴式石室 を も

つ円墳 3 基、 更 に 、 三滝川の発す る 奥処に 矢の 口 と 杉山の群集墳が築か れ て い る 。 矢の 口 古墳群 は 13

基、 杉 山 古墳群は22基で、 こ れ は総て積石円墳であ る 。

ま た 、 三滝 • 沢山 川 の合す る 生萱地区の 山麓、 及び土 口 の北の薬師 山 山 麓 に は 横穴式石室内蔵の円

墳が数 多 く 存在 し て い る 。 生萱地区 に 現存す る 古墳は僅か 3 基 に す ぎ な い が、 明 治初年 に は 将軍塚 ・

大穴塚• 老の塚 • 飯盛塚• 御蔵塚 ・ 遠見塚 • 皇塚の 7 塚があ り 、 更 に そ れ以前に 遡 っ て は 30余墓の古

墳があ っ た 。 土 口 地区の現存古墳は17墓だが、 こ れ も 『長野県町村誌』 の記事に よ れば、 薬 師 山の半

腹 よ り 裾 に か け て 「坑 口 相連 り て そ の数往 日 は 百余 あ り （或 い は 47ケ と も い う ） 」 と 見 え る 。

い かがで あ ろ う 。 3 地区の古墳様相 に 見 ら れた こ の差 異 は 大き い 。 殊 に 、 倉科将軍塚古墳 と さ し て

時間差がな い 同 じ 5 世紀 に 、 雨 宮 凹地の北東隅 を 劃 す る 薬師 山 山頂 に 前方後円墳 を 築き 、 次期、 薬師

山南麓 に100余基 も の横穴式石室墳 を 構築 し た 氏族は 、 明 ら か に 森将軍塚古墳や倉科将軍塚古墳築造氏

族 と ば性格 を 異 に し て い る 。

土 口 の水 田 面積 は 、 明 治 8 年 に は 僅 か 8 町 5 反、 畑 は33町 9 反、 集落のす ぐ西側は 千 曲 川 の河筋で、

増水の都度、 河 水 は 逆流 し て 〈 る 。 沢 山 川 （生仁 川 ） を 渡 り 、 謡坂 を 越 え ての土 口 の 凹 地 は 、 西方の 自

然堤防上集落か ら 見 た 場合、 高井郡南端の大室谷同様の、 死者の眠 る 地域であ っ たのか も し れ な い。

同 じ 千 曲 川 自 然堤防上に生活 を 構 え て は い て も 、 祖霊の鎮 ま る 森将 軍塚古墳の墳麓 に 眠 る こ と を 願

っ た グルー プ と ば性格は 大 い に 異 な る 。 少 な 〈 と も 6 世紀代 に あ っ て は そ う だ っ た 。 森将軍塚古墳 と

土 口 将軍塚古墳の被葬者間 に ほ ぽ 1 世紀の時間差があ る 。 5 世紀後半。 こ の凹 地に お い て新氏族の台

頭の あ っ た こ と が思 わ れ る 。
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考古学的資料の裏付 け は 全 く 無 い と い っ て よ い か雨 宮 凹 地の 中 よ り 土 口 将軍塚古墳 を 観て 、 改めて 、

岩崎氏の 第 4 説 に ひ かれ る も の があ る 。 （桐原 健）
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ま と め

土 口 将軍塚古墳は 長野市松代町岩野 と 更埴市雨 宮 土 口 の両地区に位置 す る 丘陵尾根の先端部 に 立地

す る 前方後円墳であ る 。 長野市か ら 善光寺平の南部の更埴市 に か け て は 、 千 曲 川 や 犀 川 を は じ め と し

て 多 く の小河川 に よ っ て 開析 さ れ た 沖積地が形成 さ れ、 善光寺平 と 称 さ れ る 盆地 と な っ て い る 。 こ の

善光寺平の南部に位置 す る 雨 宮小盆地 を の ぞむ南東側は 山 丘が迫 り 、 沖積低地 に む か っ て丘陵が突出

し て お り 、 土 口 将軍塚古 墳 は 標高450m 、 沖積面 と の比高差約lOOmの尾根上 に 主軸 を 東西に 向 け て 立

地 し て い る 。

調査の結果 、 明 ら か に さ れ た 古 墳の規模は下記の通 り で あ る 。

墳丘全長 67 . 7m 二段築成 葺石 ・ 埴輪あ り

主軸方位 北87度30分東 （前方部方向 は東）

後円部直径 40 . 5m 

後円部 高 さ 8 . l m (下段丘3 . 0m、 上段丘5 . lm)

く びれ部幅 19 . 7m 

前方部先端幅 30 . 5m 

前方部先 端が示す偏角 6 度

前方部高 さ 3 . 9m (下段丘0 . 5m 、 上段丘3 .4m)

後円部墳頂標 高 453 . 60m 

前方部墳頂標 高 453 . 20m 

後円部 と 前方部の比高差 0 . 40m 

上述の よ う に 土 口 将軍塚古墳は 墳丘規模が70m近 い長 さ を 有す る 善光寺平 で有数の前方後円墳であ

る 。 善光寺平の南部地域に あ っ て は 、 古 〈 か ら 川 柳将軍塚古墳が著名 で あ り 、 墳丘長93m を 測 る 。 ま

た 森将軍塚古墳は98mの墳丘長で こ の地域最大の規模 を 誇 っ て い る 。 将軍塚古墳の名 を 冠す る 古墳が、

こ の地域では他に 越将軍塚 • 倉科将軍塚 • 有 明 山 将軍塚 と と も に 土 口 将軍塚 を も 含め て 総計 6 基の名

があ る 。 こ れ ら の諸前方後円墳がすべ て 同 一時期の築造 と は 考 え ら れず 、 各地域間の関係 と 築造 時期

の前後関係 と は 、 4 世紀か ら 6 世紀代 に い た る 善光寺平の歴 史 的 な 諸状況の反映 と 見 て よ い で あ ろ う 。

本報告書の な か に お い て も 桐 原健氏 は 、 土 口 将軍塚古墳の基礎的 な調査成 果 を 勘案 し た う え で、 善

光寺平南部地域の古墳間の系譜上の問題 に 言 及 さ れ て い る 。 か つ て 岩崎卓也氏は1973年 （昭和48) の 『森

将軍塚古墳』 の 中 で、 こ の地域の盟主墳 と し ての前方後円墳の築造順序 に ふ れ、 森 • 倉科 • 土 ロ ・ 有

明 山 と い う 4 前方後円墳の序列 を 考 え つつ 、 な お 若干の考究すべき点のあ る こ と を 示唆 し て い る 。 桐

原氏が指摘 し て い る よ う に 、 こ の雨宮盆地 を 中 心 と し た 地域の前方後円墳の推移は 、 森将軍塚古墳を

最初の最有力盟主墳 と し て位置づけ る 点 で は 、 ほ と ん どの研究者が同様の考 え 方 に 立つ と 思 わ れ る 。

森将軍塚古墳の被葬者 に 次 い で、 こ の地域の政治的 な統括者 と し て 君臨 し たの は 一体誰で あ っ たのか。

そ し て その首長の登場 し た 歴 史的世界の あ り 方 は 、 中 央の大和政権 と こ こ 千 曲 川 流域で覇権 を 担 っ た

有 力 首長 と の政治的関係論に ま で及ぶ と 思 わ れ る 。 森将軍塚古墳 に 次 い で 出 現 す る 古墳が、 こ れ ま で

考 え ら れて き た よ う に 倉科将軍塚古墳で間違 い な いのか ど う か。 土 口 将軍塚古 墳 と は 墳丘規模あ る い

ー 109 ー



は 、 後円部 に た い し ての前方部の発達程度 、 さ ら に埴輪の存在や予 想 さ れ る 内部主体の構造の内 容 を 考

え る と 、 今回の調査でか な り 明 白 に な っ た 土 口 将軍塚古墳 と の、 こ れ ま での築造年代 と そ れ に も と づ

く 順位 と が、 き わ め て 不確か な も の と な ら ざ る を え な い 。 倉科将軍塚古墳に は 円筒埴輪のは か に 、 地

元研究者が保管 し て い る と い う 人物埴輪が確実 に 出 土 し たのか ど う か と い う こ と も 、 十分に 調査す る

必要があ ろ う 。 そ し て 越将軍塚古墳 も 善光寺平南部地域の前方後円墳の系列の な かで、 ど こ に編年 し

う る の か ま だ不明確 と い っ た は う が よ い。 森将軍塚古墳に比較的近 い 距離に 存在す る 有 明 山将軍塚古

墳 は 、 墳丘長40m未満の前方後円 墳で、 森将軍塚古墳 と の対比の問題で、 年代 を 若干 引 下げて新 し く

見 よ う と い う 見解が支配的で あ る 。 有 明 山 将軍塚古墳が森将軍塚古墳 よ り は 新 し 〈 登場 し た と 考 え た

と し て も 、 倉科 ・ 越 • 土 口 の 3 基の将軍塚古墳の、 い ず れが古 く い ず れが新 し い か は 、 実 は 即 断の限

り で な い。 す で に 桐 原健氏が報告書の 中 で も 問題提起 し て い る よ う に 、 こ れ ら の将軍塚古墳の歴史的

な 関 係 は 岩崎卓也氏 に よ っ て 下記の如 く 理解 さ れて い る 。

l 説 森将軍塚古墳 倉科将軍塚古墳 土 口 将軍塚古墳 有明 山将軍塚古墳
2 説 森将軍塚古墳 倉科将軍塚古墳ー

［�
有 明 山 将軍塚古墳
土 口 将軍塚古墳

3 説 森将軍塚古墳』二：：!::: 『
1 土 口 将軍塚古墳

4 説 森将軍塚古墳ー

［口
倉科将軍塚古墳 有 明 山 将軍塚古墳
土 口 将軍塚古墳

上記の諸関係の 中 で土 口 将軍塚古墳の構造年代や古墳の 内容が、 今回の調査で明 瞭 に さ れ た 結果、

大き く 二つの問題が浮び上が っ て く る よ う に 思 わ れ る 。 そ れ は 基本的 に は 編年上の問題であ る が 、 倉

科将軍塚古墳 と 土 口 将軍塚古墳 と の関係 に つ い て で あ る 。 2 説 で は 倉科将軍塚古墳は有明 ・ 土 口 の両

将軍塚 に 先行す る と い う 考 え 方 で あ る 。 3 説 と 4 説 と は 有 明 山将軍塚古墳の編年序列 に 差異があ る も

のの、 倉科将軍塚古墳 と は ほ ぼ同 一時 期 に 地域 を 異 に し て 併行 し て 出現 し た と い う 理解の仕方であ る 。

こ の よ う な古墳の調査研 究 に お け る も っ と も 墓本 的 な 問題 に つ い て も 、 ま だ ま だ 多 く の課題 を 解決

し な け れ ば研 究 は 進展 し な い 。 桐 原 氏 は 今 回の報告書の 中 で は 、 古墳資料の検討の上で、 岩崎氏がか

つ て 提起 し た 第 4 説 に 魅 力 を 感ず る と 述べ て い る 。

こ の 問題 は 土 口 将軍塚古墳の築造年代 を どの辺 り に 定着 さ せ る か と い う こ と と 関係があ る 。 こ の点

に 関 し て は 調査研究に か か わ っ た 関係 者の 間 で も 年代の決定に つ い て は 微妙 な 差異がな い わ け で は な

い 。 森将軍塚古墳か ら 土 口 将軍塚古墳へ と い う 時 間 的 な 経過 を 考 え て 矛盾 が な い のか ど う か。 土 口 将

軍塚古墳が も し 5 世紀の後半期の 出 現 だ と 理解す る と 、 森将 軍塚古墳 と の年代の ヒ ア タ ス が少 し 大き

過 ぎ は し な い だ ろ う か と い う 疑問 が生 ま れ る 。 あ る い は 、 土 口 将 軍塚古墳の年代が 5 世紀前葉に ま で

さ かのぼ り う る の か 問題 と な る で あ ろ う 。

い ず れ にせ よ 土 口 将軍塚古墳の明確 な事実認識 こ そ 、 善光寺平南部 に お け る 前方後円墳間 に お け る

政治的 な権 力 構造の動き を 解 く 重要 な糸 口 に な る もの と 思 わ れ る 。 そ こ で、 こ う し た 課題 を 念頭 に お

い て 土 口 将軍古墳の調査 で判 明 し た事実、 あ る い は 長野県の考古学研究のみ な ら ず 、 全国的 な 視点か

ら で も 重要だ と 思 わ れ る 問題提起 に つ い て ま と め を 述べ て お き た い。
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土口将軍塚古墳の墳丘築造 に つ い て

古墳の築造は 円墳 • 前方後円墳に 限 ら ず 、 と 〈 に 地形の変化の著 し い丘陵尾根上 に 立地 さ せ る 場合

に は 、 土木技術上の さ ま ざ ま な経験的知識が投 入 さ れ た と 思 わ れ る 。 長 さ 67 . 7mの前方後円形の シ ン

メ ト リ ッ ク な墳丘 を 構築す る た め に 、 技術者 た ち は 立面 を 二段築成 と し 、 さ ら に埴輪の配列 と 葺石の

実施 を ま ず計画 し 準備 し た 。 墳丘の下段丘 を 築成 す る た め に 旧 尾根地形 を 削 っ て 、 基層 と な る 岩盤面

のレベル を 揃 え て墳丘 を 盛土 し て い る こ と が確認 さ れ て い る 。 墳丘の裾部の葺石 に 接 し て 必ず と い っ

て よ い は ど岩盤の露出 が認め ら れて い る 。 下段の傾斜は 33度、 中段のテ ラ ス は 墳丘の地点 に よ っ て幅

に 広狭があ り 、 と く に後円部西側中段の テ ラ ス 幅4 . 5 m - 5 m あ り 、 ほ か幅1 . 5m で あ っ た 。 上段丘の

傾斜 も 下段 同様33度 で あ り き わ め て正確に設計 さ れ、 工事が施工 さ れ て い た こ と を 知 る ので あ る 。

前方部墳丘の築造 に あ た っ て は 自 然 山 丘の岩盤 を 露出 し 、 旧地形 を い わ ゆ る 丘尾切断 し て 墳裾線 を

決定 し て 盛土作業 を し て い た 。 前方部の コ ー ナ 一部 は 尾根幅 が狭 い た め 、 盛土 を し て形 を 整 え て い る

こ と も 明 ら か に な っ た 。

幅のか な り 狭 い 尾根上 を 削平 し た り 、 ま た 一部 に は 盛土 を 施 し て 下段丘 を 作 る た め、 後円部の下段

丘裾部は 正円のプ ラ ン を 示 し 正円形につ く る 努 力 を 惜 し ま な か っ た が、 傾斜地で あ る た め、 墳丘下段

丘の傾斜 を 一定に保たせ る た め 、 中段テ ラ ス 外縁の平面プ ラ ン は やや楕円形 と な っ て い る 。 こ の た め

後円部の上段丘の平面フ゜ ラ ン を 正円形に近づけ る た め 、 中段テ ラ ス 幅 を 多 少変 更 し て 、 後円部西側を

中心に幅4 . 5m - 5 m と し 、 そ の ほ かの中段 テ ラ ス 幅 は 1 . 5m と し たのであ る 。 前方後円墳築造の た め

の企画設計が、 自 然の 山 丘地形に 対 し て施 さ れ る 場合の具体的 な 実施 例 と し て 、 き わ め て 重 要 な 資料

に な る も の と 思 わ れ る 。

土 口 将軍塚古墳の墳丘築造企画 と 設計 に つ い て 、 森嶋稔氏 は 杷 国 男 ・ 上田 宏範• 宮 川 渉 ら 3 氏の設

計企画の方法 を 用 い て 、 森将軍塚古墳 と 土 口 将軍塚古墳の墳丘の計測点指数 を 計算 し て 比較 を 行 っ て

い る 。

森嶋氏の報告か ら こ こ に採録 さ せて い た だ く と 下記の如 く で あ る 。

森将軍塚古墳 土 口 将軍塚古墳
相国 男 案 8 : 3 : 2 . 5  8 : 3 : 3 . 5  
上田 宏範案 6 : 3 : 2 6 : 2 : 2 
宮 川 渉案 s : 4 . 7 s : s  

上記の よ う な 3 氏の設計企画論 に 基づ い て 示 さ れ た 土 口 将軍塚古墳の計測指数が、 き わ め て森将軍

塚古墳 に近 い こ と に 注目さ れ、 同 氏 は 森将軍塚古墳→ 土 口 将 軍塚古墳→倉科将軍塚古墳→有明 山 将軍

塚古墳の編年の可能性が増大 し た こ と を 示唆 し て い る 。 ま た 土 口 将軍塚古墳の前方部先端線の方向 が、

墳丘主軸 に 対 し 6 度の傾きの あ る こ と に 注目し 、 埴輪配列の特色 を も 勘案 さ れ て 、 よ り デ コ レー ト さ

れた 墳丘の片側意識 に つ い ての指摘 を し て い る 。

葺石 と 埴輪の配列

墳丘の上段丘 と 下段丘の傾斜面 に は 葺石が存在 し た 。 築造時 に は 傾斜全面 に施設さ れ て い た が、 各

所で落下 し て い る 部分 も あ り くびれ部の遺存状態が最 も 良好であ っ た 。 葺石 は 直径10cm - 40cmの大き

さ の転石で石英閃緑岩 で あ り 、 土 口 将軍塚古墳の立地す る 薬師 山の南斜面 に 露頭があ り 、 お そ ら く 山
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麓一帯 か ら 採石 し た も の と 考 え ら れ て い る 。

埴綸列 は後円部墳頂部 と 前方部墳頂 な らびに 中段 テ ラ ス の 中 央部 に樹て ら れ て い た 。 墳丘の裾部か

ら 埴輪破片 が 多 量 に 発見 さ れ て い る が、 墳裾 に 原位置 を 示す も のがな く 、 中段テ ラ ス か ら の転落であ

っ た と 考 え ら れて い る 。 従 っ て 土 口 将 軍塚古墳の 下段丘の裾 に は 、 円筒埴輪列 は樹て ら れ て い な か っ

た と 判 断 さ れて い る 。 調査者の青木和 明 氏 に よ れば、 本古墳の埴輪列上注目すべ き 特色 と し て 遺存状

態 の 良 好だ っ た くびれ部南側と 前方部南隅の所見 と し て 、 次の事実 を 報告 さ れて い る 。

す な わ ち数本の円筒埴輪 を 密接 し て 樹 て 、 1 - 2 個の空間 を設け て 再び数本 を 樹て る と い う 繰 り 返

し を し て い る こ と だ と い う 。 こ う し た 配列 の バ タ ー ンが墳丘 各地点 を 全周 し て い た の か ど う か 、 転落

資料 も 多 く 実証 し がた い と い う 。 若 し そ う し た 傾向があ る と す れば、 埴輪配列 に お け る 視覚上か ら す

る 特別 な 意識が、 墳丘の あ る 部分 に 対 し て慟 い て い た と い う こ と に な る の か も 知 れ な い 。 墳丘 に 発見

さ れ た埴輪列が、 仮 に 全周 す る と す れば、 6 m の 距離に 16本の埴輪が並ん だ と す る と 、 土 口 将軍塚古

墳の総個体数は 約700本 と 試算 さ れ て い る 。

埋葬施設の問題点

土 口 将軍塚古墳の後円部 中 央 に は 2 基の竪穴式石室が確認 さ れ た 。 こ の 両石室は平行 し な い で石室

主軸が北石室が北西方 向 に 5 度ふ れて い る 。 南石室 は ほ ぽ東西方向 を 指 し て い る 。 こ れ ら の石室は掘

り 方の 中 に構築 さ れ て い る が、 北石室だけが 1 m ほ ど 突 出 し て い る 。

こ れ ら の石室は 双方 と も 東側半分近 く が盗掘 の 厄 を 受 け て い て 、 竪穴式石室の石材が半分以上 も 抜

き 取 ら れ破壊 さ れ て い る 。

南石室の現存長5 . 20m 、 幅0 . 65m 、 高 さ 0 . 85m と い う 規模か ら 判 断す る と 、 北 • 南石室 と も 幅 の狭

い 、 粘土礫床の あ る 竪穴式石室であ っ た と 考 え ら れ る 。 こ の 2 石室並列 の 石室は 同 時期共存だ と 見 ら

れ て い る 。 報告者の小林秀夫氏 は 、 長野県の 2 基並葬石室例 と し て 、 東筑摩群坂井村安坂古墳群、 竪

穴 式石室 と 木棺直葬並列 の 長野市松代町舞鶴山 2 号墳例 を 挙げて い る 。 土 口 将軍塚古墳の並葬石室の

被葬者 を 析出 す る こ と は き わ め て 困難であ り 、 単純 に 夫婦一組の並葬 な ど と 推断す る こ と は で き な い 。

全国的 な 観点か ら 見 れば 2 棺乃 至 3 棺の例 は 決 し て稀有の存在では な 〈 、 た ま た ま 遺存 し え た 遺骸 に

つ い て の解剖的所見 に よ っ て 、 被葬者の実態 に つ い て推理を か さ ね る と い う 傾向が強か っ た 。 今回の

調査で は そ う し た 資料の検出 は み と め ら れ て い な い の で、 並葬石室の持つ 多様 な 問題点の展開 は 、 な

お 将 来 に 期待 さ れ な け れば な ら な い と 考 え ら れ る 。

埴輪 に関する問題点

土 口 将軍塚古墳の 出 土埴輪に は 、 全国的 な 視点 か ら す る 埴輪研究の将来に 、 大 き な 問 題 を 投げかけ

る 課題が含 ま れ て い る 。

全国 で も 現在43例 の 出 土例があ る 「 叩 き 」 の あ る 埴輪が、 土 口 将軍塚古墳か ら 出 土 し て お り 、 と く

に 本古 墳の 出 土埴輪の ほ と ん ど が叩 き の あ る 埴輪 と い う 点 に も 特色があ ろ う 。 平行叩 き と 格子叩 き を

施 し た埴輪の 中 で も 、 本古墳では平行叩 き が 多 い こ と が指摘 さ れ、 注目すべ き 所見 と し て 、 平行叩 き

の埴輪 は 中 段 テ ラ ス か ら 主 と し て 出 土 し 、 格子叩 き 目の 円筒埴輪は 、 後円部墳頂 と そ の北側か ら 出 土

し て い る と い わ れ、 両 者 は 凸帯や 2 次調整 な ど の細部 に お い て も 変化があ る 。 格子目叩 き の埴輪に は

大形品 が 多 い傾向 な ど も 、 埴輪の 製作技法に 相 異 な る テ ク ニ ッ ク を も つ複数の グルー プの存在 を 考 え
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る こ と ができ る か も し れ な い 。

叩き目があ る 埴輪は東国 で は 5 世紀代の 中 頃 に 多 い と い わ れ る 。 土 口 将 軍塚古墳の叩き目があ り 黒
斑のみ と め ら れ る 埴輪の製作年代が限定でき る と す れ ば、 土 口 将軍塚古墳の年代決定 に 有効 な ばか り

でな 〈 、 埴輪製作 と 須 恵器生産 と の歴史的 な 諸関係の究明 に も 重要な貢献 を 果 た す こ と に な る だ ろ う 。

土 口 将軍塚古墳の叩きの埴輪に つ い て 報告 さ れ た 山根洋子氏の 見解 は 、 き わ め て 重要 な 問題 を 提起

し て い る 。 土 口 将軍塚古墳の叩きの埴輪の特性 を 抽 出 す る と す れ ば、 叩きの際内面の 当 て具痕の欠如、

あ る い は平行叩き と 格子目叩きの 2 種類の存在 だ と さ れ る 。 叩き調整 を 集 中 的 に 、 ま た 主体的 に 用 い

な が ら 、 須恵器焼 成の技法 を と り 入 れ て い な い こ と に 疑問 を 呈 し て い る 。 山 根氏 は 土 口 将軍塚古墳 よ

り 古 い埴輪 を 出 土 し て い る 更埴市森 2 号墳か ら は 、 TK73、 TK216型 式の初期須恵器が出 土 し て い る か

ら 、 本古墳の埴輪 を 焼成 し た エ 人 た ち は 、 意識的 に 須 恵器の焼成方法 を 採用 し な か っ たの だ と 考 え て

い る 。 東国の埴輪製作が盛行す る 地域では 、 逆 に 須 恵器の新技法の流入や採用 を 、 鈍 ら せ る 意識が強

〈 働 い て い た 節 があ る ので、 土 口 将軍塚古墳の叩き目の あ る 埴輪の問題 は 、 今後研究 を ま す ま す深化

さ せ る こ と が必要であ る 。

出土遺物 と 古墳の築造年代

土 口 将軍塚古墳の後円部墳頂 か ら 総数で約40個体の高坪 を 主体 と し た 土 師器が発 見 さ れ た 。 お そ ら

＜ 埋蔵直後に執行 さ れ た 墓前祭 に 供献 さ れ用 い ら れ た 土器 と 考 え ら れ る 。 調査者の青木和 明 氏 は 、 資

料の量的な問題 も あ り 高坪 を と り あ げて 型 式学的分析 を 行 い 、 A 型 · B 型 · C 型の 3 型 式 に 分類 し て

検討 を 進め た 。 本古墳出 土の高坪 は 青木氏 も 指摘す る よ う に 、 和泉式土器の高坪 と 共通 し た 特色 を も

っ て い る 。 そ こ で善光寺平の数遺跡で発 見 さ れ た 資料 に 比較 を 求め た 結果、 善光寺平の土師器の高坪

は 、 篠 ノ 井型→駒沢型→浅 川 型 • 四 ツ 屋型→森 2 型 ・ 地附 山 型へ と 移行す る と い う 。 こ の関係 を い ま

図式で示す と 下記の よ う に な ろ う 。

善光寺平の土師器 ・ 高坪 に よ る 形式変遷図

比較 型式 善光寺平 での編年 他地方 土師器 須 恵 器

篠 ノ 井型 善光寺平第 1 様式新段階 布留 2 - 3 式

↓ 五領 2 式

駒 沢型 善光寺平第 2 様式古段階 布留 4 式 T K 73か そ れ以前

↓ 典型的和泉式

（ 土 口 型 ）

↓ 

浅 川 型 善光寺平第 2 様式新段階 T K 21 6 - 208 

四 ツ 屋 型
↓ 

森 2 型

地附 山 型 善光寺平第 3 様式古段階 埼玉稲荷山 古墳例 T K 23 - 47 
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上記の高杯 を 主体 と し た 善光寺平の土師器の編年体系の 中 に 、 土 口 将軍塚古墳の40個体の土師器 ・

高坪 は どの よ う に 位置づけ ら れ る で あ ろ う か。 青木氏が高坪 を 中 心 と し て 分析 し 、 比較型式 と し て設

定 し た の は 、 駒沢型に 似て い る がやや後出 的 と 考 え る 土 口 A 型 と 、 四 ツ 屋型 と 同 じ 特徴 を 示す土 口 B

型 で あ っ た 。 土 口 将 軍塚古墳の高坪の示す 土 口 型の比較型 式の位置 は 、 駒沢型 に は 含 ま れて い る 小形

丸底土器が本型 式 に は み と め ら れ な い 点 は 、 土 口 型 が駒沢型 と 四 ツ 屋型の 中 間 に 位置す る こ と を 明確

に し て い る 。 更 に 土 口 型 に お け る 箆描き線刻文の存在や埴輪の格子目叩き 技法 を 介在 さ せ る こ と に よ

っ て 、 土 口 型 が須 恵器TK73型式 に 並行す る も のだ と す る 。 青木氏の土 口 将 軍塚古墳出 土の土師器 に 関

す る 年代論は 、 須 恵器TK73型 式の年代が、 田 辺昭三氏に よ る 5 世紀中葉説 と 白 石太一郎氏 に よ る 5 世

紀前半説 と があ っ て 、 い ず れ を と っ た と し て も 、 5 世紀後半代に ま で その主要年代 を 引 下 げ る 必要は

な いので は な か ろ う か と い う 主張の よ う で あ る 。

そ の他の出土遺物 に つ い て

土 口 将軍塚古墳か ら 出 土 し た 石室副葬 品 は 長頸長三角形式鉄鏃15本、 柳葉形式鉄鏃10本、 圭頭斧箭

形式 1 本の計26本の鉄鏃と 、 三角 板革 綴短甲 片 と 推定でき る 数枚の鉄板のみ で あ っ た 。 す で に 千野浩

氏 に よ っ て 紹 介 さ れ て い る 如 く 、 鉄鏃に 関 し て は 長頸鏃の古 式例 と さ れ る 大阪府和泉黄金塚古墳出土

例 と 、 大阪府野 中 古 墳 出 土例 な ど と の 中 間 的 な 発達程度 を 示 し て お り 、 と 〈 に 福 岡 県甘木市古寺遺跡

出 土 例 な ど と 同 時期の資料 と 考 え て よ い で あ ろ う 。 柳葉形鉄鏃の年代の古 さ を 考 え て も 5 世紀前半 に

比定す る のが妥 当 な と こ ろ で は な い だ ろ う か。

三角板革綴短甲の 出 土 は 長野 県 に お い て は稀例であ り 、 今後の資料の増加 を 期待 し た い と こ ろ であ

る が、 中野市双子塚古墳出 土の革綴鉄 片 に 加 え て 、 県 内 で 2 例 と な っ た。 三角板革綴短甲の盛行年代

も 鉄鏃の場合 と 同様で 5 世紀前半 に 比 定す る のが、 妥 当 な年代観の よ う に 思 わ れ る の であ る 。

土口将軍塚古墳の歴史的性格

こ の たびの調査研究 に よ っ て 土 口 将軍塚古墳の不明 瞭 な 部分が、 か な り 鮮明 に 見 え 始め て き た と い

っ て よ い で あ ろ う 。 本古墳の有す る 歴 史的性格 を 究明 す る と い う こ と は 、 例 え ば善光寺平 と そ の周辺

に 展開 す る 4 世紀代か ら 8 世紀代へ続 く 村落の実態や古墳群の関連性が把握 さ れ な け れば、 正 し い正

確 な評価は 不十分だ と 思 わ れ る 。

更埴市の森将軍塚古墳 を 前期古墳 と し て 、 どの よ う な年代 を 与 え た ら よ いのか、 研究者間 で も 異論

の 出 る と こ ろ で あ ろ う 。 い ま 善光寺平 に お い て最初 に 登場 し て き た 強 力 な権力執行者 と し ての森将軍

塚古墳の首長は 、 お そ ら く 西暦 4 世紀代の 中 葉前後に は 、 善光寺平の南部地域 を 基盤 に 登場 し て き た

ので あ ろ う 。

桐原健氏の論考に あ る よ う に 古代の大穴郷や屋代郷 あ る い は 倉科郷 な ど が、 そ れ よ り は る か数百年

も 遡 っ た 古墳時代の支配構造や 自 然集落の実態 と 、 どの よ う に かみ合 う のか ま だ ま だ若干の年 月 の経

過 が必要か も し れ な い。 し か し 、 近年 に お け る 善光寺平の開 発 に 基づ く 考古学上の大規模 な 調査に よ

っ て 、 千 曲 川 や そ れ に 流入す る 小 河 川 の形成 し た 自 然堤防上や扇状地 な ど で、 弥生時代か ら 古墳時代

に か か わ る 重要 な 遺跡調査が激増 し て い る 。

森将軍塚古墳の首長が生前に支配 し え た 地域の範囲 を どの よ う に設定でき る か と い う 大問題が依然

と し て ま だ未解決の こ と で あ る 。
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土 口 将軍塚古墳 を 5 世紀前半 の 出現 と 見 る の か 、 あ る い は 5 世紀後半 と 考 え る の か は 、 墳丘規模や

内部主体の構造、 副葬品 の組み合わせ、 埴輪の 問題 な ど様 々 な分野で、 理解の仕方 に 大き な影響 を 与

え る こ と に な る 。

箪者 自 身 の 考 え で は 、 土 口 将軍塚古墳の築造年代 は 土 師器や埴輪、 そ し て 鉄鏃な ど武器 ・ 武具の形

式的特色か ら 考 え て 、 い ま は 5 世紀前半、 い か に 年代 を 新 し く す る と し て も 5 世紀 中 ご ろ 以前の段階

に 、 出現 し て い た と 考 え た い 。 土 口 将軍塚古墳が善光寺平南半地域に お け る 第 2 番 目 の首長 な の か 、

そ れ と も 倉科 • 土 口 と い う よ う に 同 時期 に 併立 し て い た と 考 え る の か 、 筆者 に は確 固 た る 考古学的証

明 ができ る 自 信 がな い 。 し か し 、 全国 的 な 視点 に よ っ て 一般的な地域 に お け る 歴 史的状況の進行 を 観

察す る と 、 5 世紀代 ―ー地域に よ っ て 多少の遅速は あ る が—一＿の 中 頃 か ら と く に 後半期 を 迎 え て 、 古 墳群

構造 に 変質や 中 型古墳の複数登場 な ど 、 か な り め ま ぐ る し く 古墳 に 変化が現 れ る 。

農業生産の拡大や収穫量の増大 と そ れ に 伴 っ た さ ま ざ ま な社会の変質は 、 近年各地 に 発掘 さ れ る 膨

大な古墳時代か ら 奈良平安時代へ と 続 く 水 田 址や畑址の調査例 を 見 る と 、 実感 と し て 認識 さ せ ら れ る 。

従 っ て 上記の よ う な傾向 を 事実 と し て 認め る と 、 善光寺平 に お け る 古墳時代中期以降、 と く に 5 世紀

後半代以降 は 、 各地域に そ れ ぞれ首長が支配者 と し て 君臨 し 、 と 〈 に 自 然 の あ る い は 人為的 な 災 害 ・

障害 な ど に よ っ て 、 数奇 な命運 を 辿 る 場合 さ え あ っ た の だ と 考 え る こ と の方が、 事実 に 近 い の で は な

か ろ う か。

森将軍塚古墳 を 最初の盟主墳 と し て 、 あ る い は 川 柳将軍塚古墳の首長が次代 を 担 っ た こ と があ っ た

可能性 も あ ろ う 。 し か し 5 世紀の 前半代に は 、 善光寺平 の 開 発 は 急激 に 進展 し 、 土 ロ ・ 倉科• 有明 山 ・

越の将軍塚 を は じ め 、 さ ら に 大室18号墳の よ う な60m級の前方後円 （方） 墳 さ え 登場す る の で あ っ て 、

一世代ー墳的 な傾向 を 次第 に 弱めつつ、 善光寺平の各地域 に 有 力 首長が台頭 し て い っ た の で は な か ろ

う か。

土 口 将軍塚古墳の 時代は ま さ に そ う し た 新 し い歴 史の 幕開 け の 時代だ っ た の で あ ろ う 。

（大塚初重）
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